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「いよいよだ……」

　薄汚れた小さい手をじっと見つめたみすぼらしい格好の少年は、力強く拳こぶしを作って決意を新たにしていた。

　女神の手違いにより、地球で予定外の死を迎えた青年、水みな瀬せ水みず樹き。

　彼はその代償として、異世界にて新しい生を受けられることになった。

　彼が生まれたのは優秀な火魔法の使い手を輩出することで名高い貴族、ウィリアム家。

　そこの末子ミズキ＝ウィリアムとして転生した……。

「それにしても、火の家に生まれた水魔法の使い手だってだけで、こんな場所に何年も閉じ込めやがって……」

　ぐっと拳に力を込めて悔しげにそう呟つぶやくミズキ。

　苗みよう字じと名前、あわせて二つ『水』という漢字が入っていた彼は、転生時の補正として水魔法の才能と多大な魔力が与えられた。

　ここで問題となったのが『水魔法』ということである。

　ただでさえ優秀な火魔法の一族に生まれた他属性。

　しかもこの世界における水魔法は、数ある属性魔法の中で最弱の劣等属性という位置づけだ。

　彼の父、アーノルド＝ウィリアムはそれを恥と思い、許すことができなかった。

『そのような子は生まれなかった。名もなき子どもを我が家の塔で預かることにする。今後その者が日の目を見ることはないだろう』

　それはミズキが生まれてすぐの話だった。

　ミズキという名も親から名づけられたものではなく、名無しだった自分に前世の名前を自ら名づけている。

　生を受けると貴族の家では神官を呼び寄せて、属性認定の儀式を行う。

　その際に、ミズキは水属性であると認定された。

　そのことを知ったアーノルドは、ウィリアム家にとって最大の汚点であると判断し、ミズキを離れの塔へと閉じ込めることを即座に決定した。

　神官には多額の金を握らせて、水属性の子どもがいることを口止めすると、そこから八年間にわたってミズキを幽閉し続けることとなる。

　最低限の食事だけ与えられ、使用人もその時しか近づけないほど、父親によって厳格な管理をされていた。

「……それも今日までだ」

　転生したために赤ん坊のころから自己意識のあったミズキは、閉じ込められたことをいい機会だととらえて、この八年間毎日欠かすことなくひたすら魔法の訓練を続けていた。

　自己流の訓練しかできなかったが、そこは前世の記憶が役に立った。

　漫画やアニメや小説に出てきた魔法の使い方や強化の仕方などを思い出して、自らが使う水魔法に活いかせるものを取り入れていく。

　幸いにもこの塔にはほとんど人が寄り付かないため、誰の目も気にする必要がなかった。

　訓練によって、この世界の人々が使うことができないような魔法を次々に生み出すことに成功する。

「──それじゃ、やるか」

　そう言いながら顔をあげると、唯一外を見ることができる鉄格子つきの窓から、月の光が差し込んでいた。

　ボサボサに伸びきった長い青い髪が月明かりに照らされている。

「さらば、我が家。住み心地は……まあ、あんまりよくなかったけど八年間お世話になりました」

　そう呟くと、今度は視線をおろして八年間住んだ部屋に小さく別れを告げた。

　塔の内部と外部をつなぐ唯一の大きな扉は外からかんぬきがかけられており、その上に金属製の錠前をかけることによって完全に施錠されていた。

　それに向かって右の手のひらを向ける。

「まずはこいつを……〝水竜〟」

　魔力を込めて、魔法名を口にすると、水魔法特有の青い光が淡く光りだす。

　そしてその名のとおり水でできた美しい和竜が出現し、威嚇するように大きく口を開けて身体をうねらせながら扉に向かって突撃していく。

　これはミズキが生み出したオリジナル魔法であり、誰も真似することはできない。

『ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　けたたましいおたけびをあげた水竜は、分厚い扉をぶち破って外に飛び出すと、そのまま天へと昇っていった。

「な、何事だ!?」

「か、怪物！」

　魔法によって作り出されているため、生物ではない。

　それでもまるで生きている竜のように見えるので、夜間の警備兵たちは慌てふためいている。

「あぁ、これがこの世界の外なのか……」

　外に出られたのはこの世界に生まれ落ちてすぐ、それこそ赤ん坊の頃以来であった。

　夜特有のひんやりとした澄み切った空気がミズキの肌を撫なでる。

　星が瞬く夜空が大きく広がっており、改めて外に出たことを実感する。

　大きく呼吸をすると、埃ほこりっぽさのない新鮮な空気で肺が満たされる。

「お、おい！　お前、脱走したのか！」

「早く旦だん那な様に報告しろ！」

「武器を持て！」

　食事は小さな扉から出し入れされており、ミズキが閉じ込められてから一度として開放されることのなかった塔の扉が破られて、脱出を許してしまった。

　ミズキの存在はこの家の最大の禁忌で、外に漏れることは決して許されない事態だった。

　ミズキが脱走したという情報は次々に伝でん播ぱし、あっという間に家中に知れ渡っていく。

「なにごとだ！」

「夜中に騒がしいぞ！」

　その騒ぎを聞き、苛いら立だちに声を荒らげながら駆けつけて来たのはウィリアム家の長男タークスと、次男のダルクの二人だった。

　二人とも、もちろん火魔法の使い手で、未来の火の大魔法使いと期待されている。

　そんな二人はミズキのことを見て怪け訝げんな表情になっていた。

　見たことがない何者かが暴れている。

　しかも、手て練だれ揃いのウィリアム家の兵士がろくに抵抗もできず、動揺して相手に飲み込まれてしまっていた。

「……あれ？　もしかして兄さんたち？　多分そうだったはず……」

　ミズキはぼんやりとした記憶をたどり、自分へと杖つえを向ける二人を見ている。

　彼らの顔を見たのはミズキがまだ赤ん坊の頃で、当然二人も幼い頃だった。

　二人の髪色は火魔法の家系の中でも特に魔力が強い者であることを示す赤。

　上の兄は濃い赤色の長髪をなびかせ、二番目の兄はオレンジに近い赤色の髪を短く切りそろえている。

　きりりとしたまなざしを持つ上の兄はすらっとした体形で父親によく似ている。

　そしてそんな兄に引っ付いている二番目の兄はぽっちゃりとしていて背も低めで、長兄とは似ていないが彼らは実の兄弟である。

　閉じ込められる前、何かのおりに少し見かけた時とイメージが変わらないため、ミズキは思わず笑いがこみあげる。

「なにを笑っている！　貴様……もしや塔に閉じ込められていた呪われた子か！」

「汚らわしい、そんな姿で外に出てくるな！」

　想像以上のみすぼらしさに顔をしかめた二人は長らくミズキの姿を見ていなかったため、彼の姿に驚き、ひどくののしった。

　二人ともミズキがなぜ閉じ込められているのか知らず、ただ呪われているからとだけ聞いている。

　そして、呪われており一族の汚点と言われている者が表に出てきているのは、二人にとって不快以外のなにものでもない。

　八年間放置されたミズキの髪はボサボサに伸び、やせ細って服もボロボロで、顔も汚れており、とても見るに堪えないと、二人は汚い物を見るような目つきでいる。

「いやあ、長く閉じ込められていたからこんな見た目で悪いね。幸せに親の庇ひ護ごのもとでぬくぬくと生きてきたあんたたちにはわからないかもしれないけど」

　薄汚れた格好ながらそんなことは全く気にしていないミズキは、ニコリと笑いながら彼らの言葉に反応する。

「何をニヤニヤしている！」

　自分たちが侮られていると受け取った長兄のタークスが怒鳴りつける。

「貴様など死んでしまったほうが家のためだ！　〝ファイアーボール〟！」

　次兄のダルクは、ミズキに向けて火魔法を放った。

　最も初級の魔法だが、それゆえに操作が簡単に行える火球。

　野球ボールほどの火球が数個、勢いよくミズキへと向かって行く。

「〝水壁〟」

　冷ややかに呟いたミズキが作り出したのはとても単純な薄い水の壁。

「そんな壁なんかで防げるわけがないだろ！」

　向こう側が透けて見えるほどの薄さのそれを見て、ダルクは弱い水魔法で作られた壁で防げると思われたことに、苛立ちを覚えている。

　しかし、生まれた時から魔力量が多かったミズキは八年間さらに魔力量を増やす努力をしたため、二人よりも圧倒的に上である。

　そんな彼の魔法は見た目とは裏腹に、その密度がけた違いだった。

　この一枚だけで何十枚もの厚い壁と同等の力を持っている。

　それによって、火球は壁に衝突するとジュッと音を立てあっさりと消え去った。

「き、貴様、何をした！　くそっ、それならば……」

　ダルクは自分の魔法が防がれたことに驚き、次の魔法を準備しようとする。

「まあ待て、あいつはどうやら自力で塔を出てきたようだ。それに、お前の魔法を防いだのも事実。何か怪しい手を使っているのだろう」

　タークスはミズキの態度に怒りを覚えたものの、状況を冷静に分析することはできるようで、腕を伸ばしてダルクのことを止める。

　チラリと塔の扉を見て、内側から壊されていることにも気づいている。

「もう少しすれば父上も、他のみんなも集まってくるはず。そこで一斉に攻撃して止とどめをさすのが確実だ」

「な、なるほど。さすが兄さんだ！」

　二人がそんなことを話しているうちに、父親が部下を引き連れてやってくる。

「なにごとだ！　なぜ、あいつが外に出ている！」

　状況を確認するため、家長であるアーノルドが周りにいる者へと質問する、というより怒鳴りつけて答えさせようとしていた。

　ローブを身にまとう彼も息子二人と同じ赤い髪、長兄のタークスをそのまま大きくして髪をオールバックにしたような見た目である。

「いや、父さん。みんなを責めないであげて下さい。僕が、自分の力で、塔の扉を開けて出て来ただけですから」

　笑顔のままミズキは先ほどまで幽閉されていた塔を指さした。

「なんだと？　お前が、水属性の劣等者がそんなことをどうやってやったというんだ！」

「父上！　あいつは何やら画策して扉を壊したようです！　もういいでしょう？」

　もう『殺しても』いいでしょう？　というタークスからの質問に、アーノルドは一瞬考え込んでから頷うなずく。

「みなの者、あの者は情けをかけて生かし続けてやったにもかかわらず、塔からの逃亡を図った。この家のルールに背いた者だ。魔法準備！」

　勇ましくアーノルドは右手をあげて魔法の一斉掃射の指示を出す。

　塔から逃げ出されたことで彼も怒りを覚えているらしく、感情の昂たかぶりが魔力となって真っ赤な長い髪をゆらゆらと揺らしている。

「父さんをはじめ、兄さんたち、それからこの家に雇われている人たち、みんなが火属性の使い手──それに対して俺一人だけが水属性」

　何かを諦あきらめたかのような、それでいて笑顔で淡々と語るミズキに対して、全員が今更何を言っているのかと首を傾げる。

「わかりきったことを言いおって。やってしまえ！」

「〝竜の涙〟」

　アーノルドが攻撃の合図を出し、全員が魔法を発動させようとした瞬間、ミズキはすっと空を指さして魔法を発動させた。

「なっ!?」

　この驚きの声は誰のものだったか、全員が同じ思いを抱く。

　晴れ渡り、星や月が見える夜空から、突如バケツをひっくり返したかのような大量の水が降りそそいで、次々と火魔法を打ち消していった。

　先ほど空へと昇って行った水竜は扉を壊すだけでなく、この段階を踏まえての魔法。

　竜の涙は火魔法を打ち消すと同時に、強烈な豪雨のように視界を大きく遮る。

　その隙に人々の間をミズキが駆け抜けていった。

「──兄さんたち、さようなら」

「貴様！」

「どこだ！」

　最後に兄たちに声をかけるミズキ。

　父の横も通り過ぎるが、彼には声をかけずに走り抜けた。

　そして、門のあたりで一度振り返ってニコリと笑う。

「それじゃ最後に〝霧きり隠がくれ〟」

　空から降り注ぐ水が落ち着いてきたところでその水を利用して濃霧を生み出し、少し先も見えないほどの霧の中に紛れながらミズキは実家から出ていく。

「お、馬がいるな……」

　たまたま見回り用に使われている馬が数頭おり、そのうちの一頭と目が合ったため、その馬にまたがって逃げることにする。

　賢い馬なのか、ミズキが乗っても落ち着いた様子で、指示を待っていた。

（前世で乗馬経験があったのが役に立ったな……）

　これはたまたまだったが、彼が住んでいた場所の近くに牧場があり、両親がよく連れて行ってくれたのだ。

「急なことで申し訳ないけど、よろしくな」

　優しく撫でてから声をかける。

　すると、馬は機嫌よく身体を震わせたあと、自然と走りだして家から離れて行く。

　屋敷は未いまだ濃い霧に囚とらわれており、誰一人としてミズキを追える者はいなかった……。
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　追いかけてくる様子のない状況から、馬が走るのに任せて、ミズキは馬上で今後について考える。

（これで家からは脱出できたけど、どうしたものか……）

　長年幽閉されていたミズキは頼れる知人もおらず、この道がどこに繋つながっているのかも知らない。

　そのため、ただただあの家から離れることだけを考えて移動していた。

　更に彼の行く先において問題となるのが、その年齢だった。

　齢よわい八。

　魔法に関しては十分戦える力を持っているミズキだったが、幽閉されていたせいでこの世界に関する知識、そして社会的信用が圧倒的に不足している。

　顔を知られていれば、貴族の令息として受け入れてくれる場所もあるかもしれない。

　しかし、ミズキはその存在を秘匿されており、両親から名前すらつけてもらっていない。

　厄介ごとをこれでもかと抱えている彼を、無条件に引き受けてくれる人物がいるとは到底思えなかった。

　そんな風に色々と考えを巡らせているうちに、空が白み始めてきた。

　未だ方策が見つからずに落ち込んでいると、その気持ちが馬にも伝わったのか、それとも疲労が蓄積したのか、速度が徐々に落ちてくる。

「どこかで休むか？」

　ミズキが声をかけると、馬は首を横に振って前方を睨にらんでいる。

　どうやら何かあるようで、突然数歩後退した。

「ん……矢？」

　先ほどまで右前足があった地面に、矢が刺さる。

　ミズキが選んだ馬はかなり賢い馬であり、戦場にも出た経験のある優秀な馬だった。

　今も自分たちが狙われていることを察知して、攻撃が届かないように下がっていた。

　その矢が飛んできた方向に視線をあげていくと、細身の弓を構えた男を先頭に馬に乗った人相の悪そうな男たちがわらわらと集まってくる。

「なんだあ？　馬に紋章が入っているから貴族が乗っていると思ったら汚きたねえガキか」

　後ろから出てきた髭ひげ面づらで頬に傷のある男がミズキの値踏みを始める。

　彼はこの盗賊団の団長で、みすぼらしい格好のミズキを見て顔をしかめていた。

「団長、団長！　こいつ、あの様子だと奥にあるウィリアム家から馬を盗んできたはずですぜ！　あの紋章もウィリアム家のもんです」

　部下の一人に貴族の家紋に詳しい者がおり、団長に情報を流す。

「なるほど！　こんな時間に馬に乗っている汚い子どもともなれば、かなりのことをやらかしているはずだ。ウィリアム家に連行すればきっと報奨金もたんまりと……おい、お前ら！　このガキを引っ捕らえるぞ！」

　ニタリと笑った団長の指示に従って、盗賊たちはミズキを囲む。

　その動きは統制されたものであり、練度が高かった。

　彼らはこれまでも、商人や貴族などを襲って身ぐるみ剥はいできた。

　それゆえに、戦闘においても自信を持っている様子だ。

「──へぇ、あんたたちは盗賊で俺を捕まえてあの家に連れ戻そうとしているってわけ？」

　八歳の少年がこんな野蛮な男たちに囲まれたとあっては、普通ならば怯おびえてしまうだろうが、ミズキはむしろ楽しそうにニヤリと笑っている。

「そうかそうか、だったら、許すわけには……いかないよな！」

　先手必勝とミズキは右手を前に伸ばして周囲の空気に水を含ませていく。

　それは目には見えないような微細なもの。

　しかし、それは絶大な効力を秘めている。

　人の五感とは目で見る視覚、音を聞く聴覚、触れてわかる触覚、舌で感じる味覚、匂いを嗅かぐ嗅きゆう覚かくがある。

　しかし、ミズキのそれは水で知覚する、彼が作り出した第六感を得る水魔法だった。

「〝水覚〟」

　この力によって、盗賊たちの動きだけでなく、風によって揺れ動く草木の動きまでもが手にとるようにわかる。

（後ろのやつは、火魔法を使えるのか。だったら、少し力を見せようか）

　魔力の種類から属性を読み取ったミズキは盗賊団の一人に目を留める。

　火魔法にいい思い出がないミズキは少し不快そうに顔をしかめると、右手をあげた。

「……っ！　やらせるな、攻撃開始だ！　殺しても構わない！」

　ミズキの狙いはわからないが、それでも冷たいまなざしから何かを企たくらんでいると察した団長が部下に命令を出していく。

　矢を放つ者、魔法を放つ者、ナイフを投げる者、遠距離攻撃を使える者たちによる攻撃はミズキと馬に逃げる隙を与えない。

　最初は団長も生きたまま捕らえるつもりだったが、長年の経験から、この子どもが危険な存在であることを感じ取っていた。

　だからこそ、生死を問わずに部下に攻撃をさせていく。

　どれだけ強大な力を持っていたとしても、これだけの攻撃を同時に受ければ決して生き延びることはできないだろう。

　盗賊団の誰もがそう思っていた。

　しかし、ミズキはそんな状況にあっても冷静に対処していく。

「〝水壁〟」

　これはダルクの火球を防いだのと同じ魔法だったが、今回はミズキと馬を中心にドーム状に展開することで、全方向の攻撃に対応していた。

　ほぼ同時に繰り出された盗賊たちの攻撃が、これまたほぼ同時に水壁に着弾していくが、それらは全てシャットアウトされた。

「効かないな。認めるのもしゃくだけど、うちの兄のほうが強力な攻撃だったぞ？」

　見た目にはただの薄い水の膜。

　しかし、見た目に反してまるで鋼鉄のような防御力を見せていた。

「な、なんだあれは！」

「もっと攻撃しろ！」

「所しよ詮せんは水だ！　みんなでぶち破るぞ！」

　最初は驚いた盗賊たちも水魔法だとわかったことで、そんなものに負けるわけにはいかないと、躍起になって攻撃をしていく。

（はあ、やっぱり水魔法はこんなやつらにも侮られているんだな……）

　魔法や矢を防がれたことで、持っている斧おのやナイフ、拾った石を投げる者もいたが、それらも全て水の壁に遮られていた。

「少しは手ごたえのある攻撃をするかと思ったけど、これ以上待ってもなにもないみたいだから、そろそろいいか……」

　しばらく様子を見ていたミズキが今度は攻撃に転じる。

　その頃には相手の武器や魔力が尽き始めており、最初ほどの勢いはなくなっている。

　そこへ、発動される攻撃用の水魔法。

「〝雨矢〟」

　名前のとおり水でできた矢が、水壁の周囲に生み出されていく。

　次々に作られていくそれは、既に数えきれないほどになっている。

「な、なんだあれは！」

「あ、あんな数を作り出せるなんて！」

「水魔法なんて弱いんじゃなかったのかよ！」

　遭遇当初はミズキのことを完全に舐なめていた盗賊たちだったが、その顔は恐怖に塗りつぶされている。

　そんな彼らの反応を見たミズキはニヤリと笑って、上げた右腕をおろした。

　それに合わせて矢が盗賊たちへと勢いよく向かって行く。

「に、逃げろ！」

「どこにだよ！」

「あんな数避よけられるわけがないだろ！」

　盗賊たちはなんとか防ごうと、逃げようと、撃ち落とそうとあがいている。

「まさか、一回で終わると思ってないよな？　〝雨矢〟」

　盗賊たちは最初の何本かは防げたが、ミズキは追加で魔法を放っていく。

　何度も何度も繰り出される矢は盗賊たちの逃亡を許すことなく降り注いでいた。

「水魔法なんて火の障壁で防げば！」

　盗賊の中でも水魔法の相克属性である火魔法の使い手たちは、火の魔力を込めた障壁を展開することで水の矢を防ごうとする。

　その作戦は見事に的中して、矢を防ぐ。

「ふっ、やはりこの程度の魔法なら……なっ!?」

　最初の十本程度は障壁が遮断してくれていた。

　しかし、それがわかっていたミズキは火属性の相手にだけは、多めに矢を放っている。

　十本、二十本、三十本を超えたあたりで、許容量を超えてしまい、男が作り出した障壁はガラスが割れるように破壊された。

　矢が降り注ぐこと十分。

　雨矢が止んだ頃には盗賊たちの死体が転がっていた。

「……人を殺したのは初めてだけど、悪党だと心も痛まないもんだな」

　それをじっと見つめながら胸のあたりを押さえたミズキはふっと乾いた笑いを浮かべる。

　もちろん前世で人を殺した経験はなく、こちらの世界でもこれが初めてのことである。

　だがそれにもかかわらず、ミズキの心に揺らぎは感じられなかった。

　これはミズキ自身も知らないことだったが、転生した際に、何があっても心を強く生きられるようにと、女神が施しておいた精神強化によるものであった。

　長い幽閉生活を心折れずに乗り切ることができたのもこの精神強化のおかげだった。

　だがミズキがあの家に生まれてしまったのは、これまた女神の手違いによるものであったため、手放しに誉められたものではなかった。

「さて……」

　ミズキは馬を下りると、既に息絶えている盗賊たちの横を抜けて、ある人物のところまで行くと足を止めた。

「おい……おい！　起きろ！　生きているのはわかっているんだ」

「ひ、ひいっ！」

　盗賊たちの中でも、最も力が弱そうなそいつだけを生き残らせておいた。

　その男はミズキの馬をウィリアム家のものだと助言した者であり、死体に紛れ込んで死んだふりをしていた。

「組織された盗賊団みたいだから、アジトってあるよな？」

　ミズキはあえて笑顔のまま、穏やかな口調で男に質問する。

　その右手には小さな水の渦を作り出していた。

　いつでも攻撃できるんだぞ？　というプレッシャーを与えている。

　ここまでの戦いを見てきた男は、ミズキの実力を理解しており、ただ怯えたようにカクカクと何度も頷うなずいていた。

「じゃあ、案内してくれるか？」

　表情を変えず、ニッコリと笑顔で質問を続けるミズキ。

　男にはその顔が悪魔の笑顔であるかのように見えていた。

　その後、男の手を水でできた縄で拘束して、案内させていく。

　最低限、馬の手綱だけは持てるようにしている。

「おい、違う場所に連れて行ったら、お前を縛っている縄が一気に縮むからな」

「ひっ！　だ、大丈夫です！　そんなことをする勇気なんて俺にはありませんから……！」

　ミズキが彼を選んだ理由は最も気弱そうだったからというのもあった。

　案の定少し脅しただけで身をすくめて怯え切っている。

「ここです……」

　移動すること二十分程度で、盗賊団のアジトへと到着した。

「そうか、脅して悪かったな。こんな子どもに舐められて悔しかっただろうけど、案内してくれて助かった。もう行っていいぞ」

　そこでミズキは魔法を解除して、男のことを解放する。

「い、いいんですか？」

　おどおどした様子で質問するが、既に逃げ腰になっている。

「あぁ、構わない。万が一戻ってきて俺に害をなそうとしたら、今度はどうなっても知らないけどな」

「わ、わかってますよ！　さようなら！」

　ミズキが再度脅しをかけると、びくっと体を揺らした男は自分の馬を走らせて、あっという間に姿が見えなくなるほどの逃げ足を見せた。

「さて、中を見る前に……」

　ミズキはここまで一緒に来てくれた馬から下りて、軽く頭を撫なでる。

「ここまで俺を送ってきてくれてありがとうな。こんな場所で別れることになって勝手だと思うけど、あとは好きにしてくれ」

「ぶるる」

　感謝の気持ちを伝えると、馬はミズキの頬に顔をすり寄せて、気にするなと伝える。

　この馬はミズキの母の嫁入りの際に連れてこられた馬で、その母と同じ空気を持っているミズキのことを気に入っていた。

　だからこそ、ここまで彼を送ってきてくれたが、それでもこの馬が戻るべき場所はウィリアム家であるため、ミズキに背を向けてゆっくりと戻って行った。
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「──それじゃ、中を見ていこうか……〝水覚〟」

　一人になったことでどこか物寂しさを感じたミズキだったが、気持ちを切り替えると水覚を使用してアジトの中を探っていく。

　アジトの中に誰か残っていないか確認していくが、先ほど倒した盗賊たちで全てらしく、ガランとした中には留守番などの盗賊たちはいないようだった。

「俺が倒したやつらも結構な人数いたからなあ……」

　およそ三十人はおり、逃がしたのは気弱な案内役の一人だけ、そう考えればあれが盗賊団の人員の全てだとしてもおかしくはない。

「盗賊がいないのはいいとして、お宝は……」

　ミズキはもちろん一文無しであり、頼る相手もいない。

　だからこそ生きていくために、盗賊が集めたお宝を回収しておこうと考えていた。

　ずかずかと遠慮なく上がり込んでいくミズキ。

「ここは、生活部屋ってところか」

　外の日の光に照らされた室内は、生活用品が雑多に置かれている。

　どこかから盗んできたのか統一感のないソファやテーブルが置かれており、普段使用されている部屋であることが推測できる。

　男たちだけの生活のせいか整理整せい頓とんはされておらず、酒瓶やら食い散らかした後のごみが散乱していた。

「となると、こっちかな？」

　食べ物などがなさそうな、生活感のない方に探りをいれることにする。

　通路を進んでいくと、何も物が置かれていないガランとした部屋にたどり着いた。

　倉庫というわけでもなく、誰かが使っている部屋にも見えない。

　これまで通ってきた他の部屋には、通路にすら物が雑然と置かれていたにもかかわらず、ここの部屋だけは何もない。

（だからこそ怪しい）

「それなら……〝水覚〟」

　これまでにも使ってきた水による知覚魔法を、この部屋の中にだけ集中させる。

　微細な水は部屋の隅々まで調べつくしていく。

「なるほど、ここがボタンになっていて……」

　右側の壁に出っ張りがあることを知り、そこを押した。

　すると、仕掛け壁が音をたてて動いて、そのあとには階段が現れた。

「うわ、最近の盗賊団はすごいなあ。こんなギミックまであるなんて……」

　変なところでの技術力の高さにミズキは感心しながら、階段をおりていく。

　一歩進むごとに、灯あかりが点灯する仕組みになっており、これだけ高い技術が使われているとなると、この先に大切ななにかがあるのだろうと期待できる。

「おぉ……これはすごい」

　階段を一番下までおりるとそこには一つ部屋があり、大量の『お宝』が収納されていた。

　箱に入りきらないほどの金、宝石、剣、ナイフ、装飾品、本、呪われた武器など色々な物が山積みになっている。

　それだけであれば、ミズキの想定どおりであり、これだけの宝を目の前にしたら笑顔になるはずだった。

　しかし、現在のミズキは険しい表情になっており、その視線は財宝が収納されている部屋の奥に向いていた。

「すー……すー……」

　そこには檻おりがあり、中では少し汚れた質素なベッドの上に美しい金髪を束ねたエルフの少女が横たわって、静かに寝息をたてている。

　盗賊団のアジトにいるには違和感の強い、美しい少女。

　ミズキよりは年上で中学生くらいに見える彼女は、少し汚れてはいるが森の妖よう精せいのような服を身にまとい、静かに眠りについていた。

　盗賊たちが攫さらってきたのだということは容易に想像できるが、どう対応したものかとミズキは悩んでいた。

　考えること数秒……。

「よし、とりあえずお宝をいただこう」

　結論として、まずは宝を最優先にして彼女のことは保留することにする。

　見たところ大きな怪我をしているわけではない。

　ならば、それを邪魔することもないだろうと判断していた。

「それじゃ、一気に集めよう……〝水布〟」

　両腕を広げたミズキの指示に沿うようにして水によって作り出された一枚の薄い布が財宝の下に滑り込んでいく。

　全体を網羅するまでに広がったところでミズキがパチンと指を鳴らす。

　すると、布が丸まってあたり一帯の宝を飲み込んで、たぽんとたゆたう水の玉になる。

「それじゃ、これを──収納！」

　水の玉に手を触れて、収納と口にすると一瞬のうちにどこかへとしまわれていく。

　これも女神がミズキに付与してくれた能力である。

　水属性を使えるだけでは少々使い勝手が悪いと判断して追加でつけてくれたものがこれだった。

「とんでもない家に転生させられたけど、この能力には感謝だな」

　まるで手ぶらのように見えるが、部屋にあった財宝類は全てミズキが創り出した収納空間にしまわれている。

　中身を確認する時は、確認したいと念じるだけで他人には見えない薄い水の膜で作られたプレートが表示されてそれを見ることで把握できる。

「さて、取りこぼしは……あっ！」

　部屋の中を見回しているうちに、檻へと視線が向いて止まる。

　先ほどまで寝ていたはずのエルフの少女が身を起こしており、ミズキを見て驚いた表情をしている。

　一瞬の沈黙。

　ミズキはどうしたものかと考えを巡らし、エルフの少女は一体何が起きているのかと状況把握に頭をフル回転させている。

「あ、あの、こんにちは」

　その結果、ミズキはとりあえず無難に挨あい拶さつをすることを選択した。

　見た目のよろしくない幼い少年の自分ができる精一杯の愛想を見せてみるが、生まれてこのかた、誰かとしゃべった記憶がほとんどないミズキはどこかぎこちない。

「あ、こんにちは……？　えっと、その……あなたは誰ですか？　それに、そこにあった宝物はどこへいったのでしょうか？」

　思っていたよりすんなりと返事があったが、キョトンとした表情のエルフの少女は鈴の音のような愛らしい声を出しながらも、困惑した表情で問いかける。

　寝ている間に何かが起こっていたのは間違いなかったが、その内容が理解できず、目の前にいる少年、ミズキへと質問を投げかけていた。

「それは、ね。こう、色々あって」

　どこまで話していいのか判断に困った結果、うろたえたようにミズキは手ぶりを交えながら言葉を絞り出す。
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「な、なるほど、色々、ですか……」

　それに突っ込んでいいものかわからず、困り顔の少女は納得したような言葉を口にする。

　そんなぎこちない会話が繰り広げられたのちの、再びの沈黙。

「……あーっ！　もう面倒だ、とにかく現状の確認と説明をする、いいか？」

　まどろっこしさに先に音をあげたのはミズキのほうだった。

　とにかく、彼女が目覚めたのであれば放っておくわけにもいかないため、互いの状況整理からしていくことにする。

「は、はい、お願いします！」

　明らかに年下を相手にしているにもかかわらず、彼女は姿勢を正し、正座をしてミズキの説明を待っていた。

「俺の名前はミズキ。恐らくあんたはここを根城にしている盗賊団に誘拐されたんだろ？」

　エルフと言えば美男美女が多く、人口が少ないため、このように誘拐されて奴隷などとして売られることは珍しくない。

　しかも、彼女は金髪に碧へき眼がんという見目麗しい若いエルフであり、尚なお更さら希少性が高かった。

　そんな彼女はコクコクとミズキの質問に頷うなずいている。

「その盗賊団なら俺が壊滅させた。ここに案内させるために一人だけ生き残らせたけど、問題はないと思う。で、財宝は俺がもらっといた。どこにあるかは、……まあそういう能力を持っていると思ってくれ」

　最後の言葉は一体ミズキがどこに宝をしまっているのか？　という彼女の疑問を口にさせない効力を持っていた。

　そのため、彼女は妙に納得させられて頷いて返す。

「あんたを檻から出してやりたいんだが、鍵かぎがどこにあるかわかるか？」

　部屋のどこかに置いてある様子はなく、収納した財宝の中にも紛れていない。

「えっと、確か……盗賊団の一番偉い人が持っていました」

　エルフはいい商品になるため、手下に手を出させないように、財宝部屋への入り方は団長と幹部だけが知っており、更に念のため彼女の檻の鍵の管理は団長のみが行っていた。

「あー、そんな風に呼ばれていたやつがいたけど、捜すのも大変だな」

　アジトからはだいぶ離れた場所で盗賊は死んでおり、馬もない今となってはそこに戻るのも手間だった。

「そ、そんな……」

　エルフの少女はミズキに見捨てられると思い、うるうると目に涙を浮かべながら、がっくりと肩を落とす。

「ふーむ、そんなに複雑じゃない鍵みたいだな。魔法がかかっていたらどうしようかと思ったけど……」

「えっ？　えっと、なにを……？」

　少女の予想とは裏腹に、ミズキは部屋から出ていかず、檻の鍵穴に触れている。

　鍵に集中しているため、戸惑う彼女の声は届いていない。

「なるほど、水覚を応用すればいけそうだな……〝水開錠〟」

　水覚で鍵の構造を探り、鍵の形に合わせてぬるりと水を動かして鍵を開けていく。

　理屈はわかるが、実際にやるのは初めてのことであるため、少し時間がかかる。

　しかし、それでもわずか三分程度でガチャリと音をたてて鍵が開かれた。

「ふう、なんとかなったか。ほら、出られるぞ」

「ほ、本当です！　す、すごい……」

　ミズキが扉を開けて手を伸ばすと、エルフの少女は恐る恐るといった様子でそれを掴つかんで、ゆっくりと檻から出てくる。

「ミズキさん、すごいです！　すごいすごい！」

　盗賊団の団長以外には開けられないはずの檻。

　奴隷となってどこかに売り飛ばされるまでもう出られないと思っていた。

　そんな絶望的な状況にあった彼女は、出られたことに感動して嬉うれしさいっぱいに表情を緩めると、ミズキに飛びかかって抱き着いた。

「い、いや、そんな、大したことは……」

　そういえばまだ彼女の名前を聞いていないなと思いながらも、年上の彼女に抱きしめられている柔らかく温かい感触を味わっていた。

　この世界に生まれ落ちてから、人のぬくもりを感じた記憶のないミズキに、それは驚きと困惑をもたらしていた。

　それから数秒したところで、彼女はハッとしてミズキから離れる。

「っ……す、すみませんでした！」

　思わず抱き着いてしまったことを謝罪し、わたわたと慌てたように手を動かし、顔を少し赤らめながらエルフの少女は頭を下げている。

「いや、まあ、構わないが……それより、俺はしばらく風ふ呂ろに入ることも着替えもできなかったから、あんたの服にも汚れがついてしまったな」

　逃げることを優先していたミズキは、自らがどんな状態なのかを気にしていなかった。

　しかし、そのせいで彼女の服にまで自分の汚れがつき、臭いもついてしまったことを申し訳なく思っていた。

「い、いえ、気にしないで下さい。私がいけないので……それに、私も捕まって数日経つので汚れが……」

　あまり衛生的とはいえない檻おりに監禁されていた彼女の服も、それなりに汚れている。

　思わず抱き着いてしまったが、不快な思いをさせてしまったのではないかと恥ずかしさに身をよじらせていた。

「そ、そうだ！　そんなことより、助けてくれてありがとうございます！　私の名前はララノアと言います！」

　ララノアは笑顔で名乗ると再度深々と頭を下げて、ミズキに礼を言う。

「あぁ、ついでだから気にしないでくれ。それより……〝洗浄〟」

　ミズキは自分の身体に手をあてると、水によって身体の汚れを落とす魔法を使う。

　すると、みるみるうちに顔や手足など皮膚の汚れが綺き麗れいになっていく。

　汚れをとった水は全て蒸発させているため、服の湿り気も感じることなく完了となる。

「服も〝洗浄〟」

　破けている部分を繕うことはできないが、服の汚れが染み抜きの要領で綺麗になった。

　長年着ていたことでの劣化はあるものの、色合いがよくなるほど汚れが落ちていた。

「す、すごいです！」

　何が起こっているのかララノアには理解ができなかったが、とにかくミズキがすごいことをやっているのだけは理解できていた。

「それじゃ、そっちも失礼して〝洗浄〟」

　ミズキはララノアの頭に軽く右手を置いて、彼女の身体の汚れをとっていく。

「わ、わわわ！」

　さわさわと水が身体を駆け回るような不思議な感触にララノアは驚きの声をあげてしまうが、後ろで束ねている美しい金髪が艶つやを取り戻してサラサラと流れていくのを感じていた。

「よし、これで完了だ」

　右手と同時に、左手は肩に置いていたため、服も同時に綺麗に洗浄されていた。

「服まで！　ありがとうございます！」

　先ほどは気にしていない風に言ってはいたものの、やはり女性であるため、身なりが綺麗になったことを喜んでいた。

「それじゃ俺はもう出るけどどうする？」

「あ、ご一緒させて下さい！　──いたっ！」

　顔をゆがめたララノアの視線が自らの右足に向いたため、ミズキもそちらを見る。

「怪我か……」

「は、はい、普通に戦えれば盗賊相手でもなんとかなったと思うんですが、先に怪我をしてしまったので……」

　先ほどまでは感動と衝撃で痛みを忘れていたが、落ち着いてきたことで、痛みが復活していた。

「回復魔法はまだできないから……水で怪我の汚れをとって」

　少しでも何かできることはないかと考えたミズキは屈かがんでララノアの傷口を洗浄する。

「それから、固定をするか。〝水包帯〟」

　それは包帯というよりは、テーピングのようであったが、とにかく魔法で足を固定することで痛みを軽減させる。

「あ、あれ？　痛くないです！　この水、足にまるで吸いつくように……すごいです！」

　これまた見たことのない魔法にララノアは感動していた。

「あぁ、なんとかなってよかったよ。それで、行けるか？」

　これは学生時代、部活で友達にテーピングを頼まれた時に、本を見ながら行った経験をもとにしたものだったが、効果があったようでホッとしていた。

「はい、全然痛くないです！　行きましょう！」

　何度か軽く足踏みをして、自分の足が問題なく動くことを確認するとララノアは元気よく返事をする。

「まあ、応急処置だから家に帰ったらちゃんと治療を受けるんだぞ。さあ、行こう」

「はい！」

　構造に関しては水覚で把握しているため、迷うことなく出口まで到着した。

「さて、外に誰もいないといいんだけど……〝水覚〟」

　出たところで、逃がした男が残党を連れて戻ってきた──ということがあるかもしれないと考えたミズキは、水覚を事前に発動させて外の様子を確認するが、外は静かなもので誰もいなかった。

「安全みたいだな。さ、出ようか」

　ララノアにとっては数日ぶりの外だった。

「ふう、やっぱり外のほうがいいな。アジトの中は、息苦しくてたまらない」

「ですねえ。うーーーん！　あー、外の空気は気持ちいいです！」

　ララノアは大きく伸びをしてから深呼吸をする。

「さて、どうする？」

　ミズキは金目のものを手に入れるのが目的だったため、これからの予定はない。

「……あの、ミズキさんさえよければなんですけど、私のうちまで来てもらえませんか？　助けていただいたお礼もしたいですし、ミズキさんはすごい魔法の使い手みたいなので、是非私の師匠に会ってもらいたいんです」

　ララノアは美しい碧へき眼がんでミズキを見る。

　その瞳ひとみは、期待と不安と緊張で揺れている。

　断られたらどうしよう？　強引すぎたかな？　言い方間違ってないかな？　など、色々な考えが彼女の頭の中をぐるぐる回っていた。

「家はどこにあるんだ？」

　しかし、ミズキはあっさりとした様子で聞き返す。

　あまりに近所であれば、家からの追っ手が来る可能性があるかもしれない。

　ミズキ一人であればそれでもなんとかなるが、ララノアや彼女の師匠に迷惑はかけられないと考えているため、そう問いかけた。

「えっと、ここからだとちょっと、というかだいぶ離れた場所にあるんですけど……」

「あー、離れているなら大丈夫かな。あんまり近くだと、ちょっとこっちの都合が悪くて」

　明確な理由は口にしないが、それでもこのあたりにとどまっていたくないことだけは伝える。

「それならよかったです！　では、少し待っていて下さい！」

　両手を合わせて嬉しそうに笑ったララノアはそう言うと、ミズキから少し離れた場所に移動してから、ポケットを探って小さな笛を取り出す。

「それじゃ、来て下さい！」

　そう言ってから笛を吹くと、ピーッと高い音が周囲に響き渡る。

「………………？」

　すぐにはなんの変化も起こらず、失敗したのかとミズキは首を傾げている。

　しかし、ララノアの表情はなにかを確信したものであり、空に視線を向けたまま外さずにいる。

　しばらく待っていると、視線の方角から鳴き声とともに何かがやってくるのが見えた。

「あれは……？　もしかして！」

　徐々に姿が明らかになってくると、驚きから感動に変わっていき、ミズキの表情が輝き始める。

「ピピーーー！」

　現れたそれは速度を落として、大きく翼を広げ、ゆっくりと優雅に着地をしていく。

　白と茶色のコントラストが美しいグリフォンだった。

「ピー！」

　そして、嬉しそうに鳴き声をあげてララノアに近づくと、そのまま顔をすり寄せる。

　その様子を見たミズキはゆっくりと歩み寄っていく。

「グリフォンだ！　すごい！　さ、触っても平気かな？」

　初めて見たグリフォンに感動しているミズキだったが、それでも許可を得られないうちは一定の距離を保っている。

「もちろんですよ！　アーク、あの方は私の恩人なの。いいわよね？」

「クエ」

　アークと呼ばれたグリフォンはララノアに頭を撫なでられて目を柔らかく細め、チラリとミズキを見てから頷うなずく。

「よ、よろしく」

　ミズキは恐る恐る手を伸ばしていく。

　こちらの世界に来て、これまでファンタジーなものといえば自らも使う魔法しかなかった。

　その中にあってグリフォンの存在は衝撃的だった。

　冷静に考えれば、すぐ隣にエルフであるララノアがいるわけだが、グリフォンのインパクトはそれ以上に強かった。

「クウ、クウウ！」

　ミズキが優しく頭を撫でると、アークは自分の主人を助けてくれてありがとうと言わんばかりに顔をすり寄せる。

「ははっ、くすぐったいな！」

「ゴロゴロゴロゴロ」

　ミズキが笑顔で撫で続けると、アークは喜んで喉のどを鳴らす。

「す、すごい！　アークが初めて会った人にこんなに懐くなんて……」

　ララノアの想定では、頭を少し撫でさせるくらいだと思っていた。

「クウ！　クウウ！」

　そのため、嬉うれしそうにしているアークにララノアは驚きを隠せない。

「ははっ、強そうだから最初はちょっと腰が引けたけど、いいやつじゃないか！」

　ミズキもアークのことを気に入り、頭や顔を何度も撫でていた。

「えっと……それで、ミズキさんも一緒に行くということでいいでしょうか？　アークに乗って、しばらく飛んでいく形になるのですが」

　あまりに二人が仲良くしているため、ララノアは戸惑いながら確認する。

「あぁ、もちろんだ！　是非連れて行ってくれ。な、アーク？」

「ピーーー！」

　ミズキの声掛けに、これまたもちろんだと、大きく翼を広げたアークは高らかに返事をした。




　こうして、アークの背に乗って二人はララノアの家へと向かって行くこととなった。

「うおおお、すごいすごい！　アーク、すごいぞ！　もっと飛べ！」

　ミズキはアークの背で頬に風を感じ、眼下に広がる光景を見て歓声をあげている。

「ピピー！」

　アークもその声に喜んで、速度をあげていく。

「ちょ、ちょっと、ミズキさん落ち着いて下さい！　アーク、も、もうちょっとゆっくりお願い！」

　乗り慣れているはずのララノアだったが、いつも以上の速度に恐怖を覚えて、落ちないようにと前に座っているミズキに必死にしがみついている。

「はははっ！　アーク、気持ちいいけどララノアが困っているみたいだから、少し速度を落とそうか」

「ピー！」

　ララノアの言葉では速度を落とさなかったアークだったが、ミズキの言葉には素直に耳を貸して、ゆっくりとした飛行へと変化させていく。

「わ、私のほうが付き合い長いのになんで……」

　すっかり親友のように仲良くなった二人を見て、ララノアは疎外感を覚えて不満そうに頬を膨らませ、ぼやくように小さく呟つぶやいていた。

　それからしばらくの間、空中散歩を楽しむこととなったが、目的地が近づいてきたところでアークはゆっくりと高度を下げていく。

「ミズキさん、見えました！　あの森の中に、私と師匠の家があります！」

「あそこが……」

　そこに見えるのは視界いっぱいに広がる巨大な森。

　魔力感知能力も高いミズキの目から見るとただならぬ気配を感じさせる場所だった。

「あの森はエールテイル大森林、普通の人は足を踏み入れないような場所なんです」

「……エールテイル大森林!?」

　ミズキはその名に聞き覚えがあったため、思わず大きな声を出してしまう。

「ここがあのエールテイル大森林なのか……」

　こちらの世界に来てからほとんど情報を手に入れることができなかったが、噂話や、なにかの気まぐれで食事と一緒に差し入れられた本などから、少しではあるがこちらの世界の情報を収集していた。

　その本によるとエールテイル大森林とは、人が住めるような場所ではなく、鬱うつ蒼そうとした森に凶悪な魔物が数多く生息している場所であるとのこと。

　もしかしたら、差し入れした人物は幼いミズキが本を読んで怖がることを期待していたのかもしれない。もしくは読めるはずがないと馬鹿にしていたのかもしれない。

　なんにせよ、それほどの恐ろしい場所が自分の家だと言うララノアの顔をミズキは驚きながら見てしまう。

「どうかしましたか？」

　キョトンとして不思議そうな顔をしたララノアだったが、すぐに優しい笑顔になる。

「なにか心配なことがあったらなんでも聞いて下さいね」

　ミズキのことを気遣っての言葉であるが、これがいっそうなぜこんな場所に住んでいるのかと思わせる一因となる。

「……よくこんな危険な森に住んでいられるな」

　ララノアの優しい言葉に、ミズキは思わず本音をポツリと漏らしてしまう。

「ふふっ、ここまで私ばかりが驚いていましたけど、ミズキさんでもそんな風な反応をされるんですね……でも、確かにそうです。この森はとても危険な森です」

　言葉とは裏腹に、ララノアは柔らかい表情で森を見渡す。

「こんな私でも森に住んでいられるのは、師匠のおかげなんですよ。家の周りには師匠が結界を張ってくれていて安全ですし、戦いも……」

　そこまで言ったところでララノアの言葉が止まる。

「あ、師匠です！　師匠ーっ！」

「──えっ？」

　感激したようにララノアが手を振ったのは、自分たちがいる場所の前方に向けてだった。

　つまりは、空中であり、ミズキは何を言っているんだ？　と思いながら視線を前に戻す。

「遅い！」

　そこにはララノアよりも年上の、成人しているエルフの女性が怒りをにじませながら腕を組んで立っていた。

　賢者が着るような長いローブを身にまとう彼女は、プラチナブロンドの髪に深い青色をした目を持つ綺き麗れいな女性だった。

「ご、ごめんなさい！　その、ちょっと色々ありまして……」

　ぴゃっと身をすくめたララノアはしかられた子どものようにしょんぼりとしている。

　恐らく色々の中身を説明したら、かなりの大目玉を喰くらうことになってしまうのは想像に難くない。

　久々に再会できた嬉しさがありながらもそれに気づいた瞬間、ララノアは涙を浮かべてシュンと小さくなっていく。

「えっと、俺はミズキといって……」

　空中での初対面に戸惑いながら、ミズキはなんとか自分の名前を口にしてぎこちないながらも自己紹介をしようとする。

「なるほど……かなりの使い手だな。ほう？　しかも属性は水だと……？　──ふっ、面白い」

　しかし、彼女は最後まで聞かずにジロジロとミズキのことを見ている。

　ミズキの魔力量、属性、顔つきなどを見ていた女性は、面白いものを見つけた子どものように笑う。

　最初はララノアをしかりつけるつもりの女性だったが、ミズキを見た途端、そんな考えは吹き飛んでいた。

「……ミズキといったな。歓迎しよう、うちに来るといい」
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　機嫌よくそれだけ言って、彼女は地上にある家へと戻って行く。

「あ、あはは、その、師匠はちょっと変わっていまして、水魔法で実力があるミズキさんに興味を持たれたのだと思います」

「なるほど……」

　そんな彼女を見て、ミズキもかなりの力の持ち主であると感じ取っていた。

（恐らく風魔法の使い手。しかも、目の前にやってきたのを感じさせないほどに滑らかな魔法で空を飛んでいた。それだけじゃなく、俺が水魔法の、しかもそれなりにやれる使い手だというのも一瞬で見抜いた眼力……これはなかなか大物に出会えたのかもしれない）

　ミズキはこちらの世界で人との交流がなかった。

　それもあって彼には人脈というものがない。

　この出会いが何かに繋つながるのかはまだわからない。

　しかし、家族を含めて、これまでに出会った誰よりも実力が高い人物であろう彼女との出会いに、ミズキはワクワクしていた。

「アーク、行ってくれるか？」

「ピー！」

　もちろん、どこに？　などと聞き返すことはなく、ゆっくりと高度を下げてララノアたちの家へと向かって行く。

　アークはミズキの言葉を理解していた。

「これが例の結界か……」

　何もない空中を降りていく途中で、ある瞬間から空気が変わったのを感じる。

　ララノアの師匠が展開している結界は空中にまで広がっており、空飛ぶ魔物も近づけないようになっていた。

「そういえば、結界の外だったのに空で魔物が近寄ってこなかったけど……なんでだ？」

　森が見えてからここに至るまで、一度も魔物が近寄ってくることはなかった。

　当然ながら魔物がいないなどということはなく、今も森の中や空の離れた場所には魔物の気配がある。

「ふふふっ、それはですねえ……」

「ピピー！」

　ララノアが説明しようとしたところで、アークが翼を広げて大きな声を出す。

「そう、アーク君のおかげです！」

「アークの？」

　ミズキは魔力を探ってみるが、アークが結界を張っているようには見えない。

「グリフォンはかなり強い種の魔物です。だから、この森の他の魔物たちは近寄ってこないんですよ！」

「クウウ！」

　自慢げに少し高めの声で鳴いたアークは、大きく翼を広げて見せている。

「なるほどな……なんというか、俺はすごいやつらと知り合いになったようだな──ララノア以外」

　アークはグリフォンで他の魔物が避けるほどの実力を持っている。

　ララノアの師匠は、ミズキの実力を一瞬で見抜く目を持っており、魔法の実力が高いことはミズキから見ても明らかである。

　そんな二人に対して、ララノアは捕まっていた印象が強いために、このような評価になってしまう。

「あー！　もう、酷ひどいですよ！　私だって色々すごいんですからね！」

「色々ってなんだ？」

「い、色々は色々です！」

　慌てて取り繕うララノアとからかうように笑うミズキがそんなやりとりをしていると、あっという間に地上へと到着する。

　地上に降り立ったミズキたちをララノアの師匠が待っていてくれた。

「さて、まずは礼と自己紹介といこう。私の名前はグローリエルだ、長いのでグローとでも呼んでくれ。一応そこのララノアの師匠だ。不肖の弟子を救ってくれてありがとう」

　真剣な表情でグローリエルはそう言うと、深々と頭を下げた。

「いや、気にしないでくれ。たまたま通りかかったついでだから……って、なんで俺がララノアを助けたってわかるんだ？」

　上で会った時は名前を言っただけで、事情については全く触れなかった。

　だが、グローリエルが確信したように言ったため、ミズキは首を傾げている。

「まず、警戒心が強く賢いアークがその身に見知らぬ者を乗せて、しかもうちまで連れてくるのはよほどのことなのだろうと推測した。そしてそこの弟子はこれまで、私と一度も目を合わせていない。そこから、恐らくララノアがなにかやらかして君に……ミズキに助けてもらったのだろうと考えたのだ」

　心が読めたわけではなく、状況を整理したうえでの判断だとグローリエルは説明する。

　そして、弟子が問題をおこすと、グローリエルは確信していた。

「なるほど、鋭い洞察力だ……一応俺もちゃんと自己紹介をしておこう。さっきので伝わっているみたいだが、俺の名前はミズキ。ある家の三男で、家を飛び出して来たところでたまたまララノアに会ったんだ」

　詳しいことは省いたが、ミズキの髪の毛や服がボロボロなのを見れば、彼が良くない状況にあったことは想像がつくだろう。

「あぁ、よろしく頼む。とりあえず詳しい話は飯を食ってからにしよう。二人とも腹が減っているだろう？」

　みすぼらしい格好のミズキにためらうことなく手を差し出したグローリエルは、ミズキと握手をかわすと、ララノアに視線を送る。

「はい！　私もお手伝いします！　ミズキさんは、料理ができるまで外でアークの相手をしててもらえますか？」

　中で二人が料理をしているのを待つよりも、仲良くなったアークといたほうが気楽だろうと考えての提案だった。

「えっと、俺は何か手伝わなくていいのかな？」

　突然やってきて、手伝いもせず飯を待つのは申し訳ないとミズキは考えた。

「ふふっ、君はお客様だからな。ここは私たちに任せておきなさい」

「美味おいしいものを作るので、楽しみに待っていて下さいね！」

「……わかった。外で遊ばせてもらうことにするよ」

　優しい笑顔を見せるグローリエルとララノアの二人にそう言われては、これ以上食い下がることもないだろうとミズキは引き下がることにする。

　アークに声をかけたミズキは外で走り回りながら、家の周囲を案内してもらっている。

　そんなのんびりとした彼らとは対照的に、家の中に入ったグローリエルの表情はかなり厳しいものであった。

「……あの子はいったい何者なんだ？　あの年齢で、あの見た目で、服の肩のところにある家紋を見る限りどこかの貴族の子だぞ？」

　グローリエルはなぜ貴族の子どもがあんなボロボロになって、あれだけの才能を持っていながらこんな場所にいるのか──全てを疑問に思っている。

「そ、その、何も聞いてなくて、ただ普通ではない水魔法の使い方をしているのだけは見ました……」

　師匠の質問への答えを持ち合わせていないララノアは、申し訳なさから小さくなって覚えていることを口にする。

「はあ、全く……連れてくるなら色々聞いておきなさい。仕方ない、食事の時に聞かせてもらうとしよう」

「ご、ごめんなさいです」

　こんな会話が繰り広げられているとは知らず、ミズキは家から少し離れたところでアークとのんびり戯れていた。

「ははっ、ほらほら！」

　こんなに穏やかで楽しい時間を過ごすのが初めてだったミズキは、はしゃぐように小さな水の玉を作りだしてアークへと投げている。

「ピッピピー！」

　アークはそれを上手に避よけてみたり、わざと自分からぶつかったりして楽しんでいる。

　森の中の少し開けたエリアにあるグローリエルの家の周りはしっかりと手入れがされていて、花々が咲き乱れ、それでいて自然を必要以上に壊していない。

　穏やかで静せい謐ひつとした美しさを持っている。

　危険で立ち寄る者がいないと言われているエールテイル大森林において、ここの空間だけはグローリエルの結界によって安全に保たれている。

　森にいる動物たちも、この空間に退避してきており、共生して静かに暮らしていた。

　たまに水の玉を飛ばしてみると、動物たちもアークのようにはしゃいでみせて、植物も水をもらうことができて喜んでいるようだった。

　それから一時間ほど遊んでいると、料理を終えた二人がミズキを迎えに出てくる。

「ミズキさん、ご飯の支度が……」

　ララノアの言葉がそこで止まった。

「ん？　どうした、早く彼を呼ばないか……」

　あとから来たグローリエルもララノアと同じように固まる。

「なんだ、これはあああああ！」

　そして大きな声をあげてしまった。

　こんな冷静さを欠くグローリエルを見たのは久しぶりだと、隣のララノアは口に手をあてて驚いている。

「あぁ、ご飯できたのか。それじゃ、食べてくるよ」

　ミズキはアークや動物たちに軽く手を振って家に戻ろうとする。

　動物たちは名残惜しそうに、また遊んでというようにアピールしていた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。さ、さすがにこの水浸し、いやそれでは生ぬるいな。これは、池ができているじゃないか！」

　グローリエルの指摘通り、一面が水浸しで、部分的にかなりの水量がたまっており、彼女が言うようにまるで池のようになっていた。

「あぁ、このままだとさすがに植物が根腐れするか。それじゃ……」

　幽閉生活で動物たちと遊ぶ機会がこれまでなかったせいで、思ったよりはしゃいでしまったことに気づいたミズキは地面に手を当てる。

「一体何を……」

　するつもりなんだ？　とグローリエルが質問しようとした次の瞬間。

「回収」

　これは魔法名ではなく、イメージを口にしたものである。

　しかし、言葉のとおり一面に広がっている水は全てミズキのもとへと集まっていく。

　そして美しく波打つ大きな水の玉が彼のもとに形成された。

「こ、これは……」

「すごい、すごいです！」

　ミズキは余分な水分だけを寄せ集め、ひとところにとどめるという高等な魔法操作を見せる。

　それを目の当たりにしてグローリエルは言葉を失い、ララノアはその光景にはしゃいでいた。

　地面に広がった水も、アークや動物たちを濡ぬらしていた水も、ミズキにかかっていた水も全て手の中に集まっている。

「それじゃ、消えろ」

　ミズキがそう言って指をパチンと鳴らすと、先ほどまで確かにそこに存在していた大きな水の玉が一瞬のうちに消えてしまった。

　しかも、これだけのことをやってのけたというのに、ミズキからは全くといっていいほど疲労が感じられない。

「この子の魔力は一体……しかも、水魔法で……」

　ファーストコンタクトで、ミズキがかなりの実力者なのだろうとはグローリエルも認識していた。

　しかし、想定以上であることに彼女は驚いている。

　加えて、水魔法は劣等魔法だという認識はやはりグローリエルも持っており、それをここまで見事に使いこなしている姿に驚きよう愕がくせざるを得なかった。

「それで、ご飯ができたんだっけ？」

　ミズキは別段大したことをしたつもりもないため、何事もなかったかのように二人のもとへとやってくる。

「あ、あぁ、入ってくれ」

「腕によりをかけたので楽しみにしていて下さい！」

　全くといっていいほど変化のないミズキに対して、グローリエルは戸惑いながら、ララノアは嬉うれしそうに返事をしていた。

　家に入ると、すぐにリビングになっており、テーブルの上には料理が所狭しと並べられている。

「大したものではないが、食べてくれ」

「うわあ！　すごい、肉に魚に野菜に……ふかふかのパン！」

　温かい食事がテーブルに並べられており、これまで八年間ずっと質素な最低限の食事しか口にしていなかったミズキは目をキラキラと輝かせていた。

　幽閉生活で食事として出されていたのは、うっすらと塩味がする透明なスープに、何日も放置されたのではないかと思われる硬くてまずいパン程度だった。

「確かに、恩に報いるためにと少しは力をいれたが、そんなに驚くほどのものか？　君は恐らくどこかの貴族の子なのであろう？　だったら……」

　ミズキの反応に戸惑うグローリエルは、探りをいれながら質問をする。

　貴族の子息だったら、もっといいものを食べているのではないか？　と。

「んー、こうやって誰かとご飯を食べるのは生まれて初めてだし、いつもあまりものの乾いたパンと冷たいスープだったから……あ、えっと、これ食べていいかな？」

　空腹も限界であり、ごくりとつばを飲み込みながら、ミズキは待ちきれない様子で二人に食べていいか確認をとる。

「あ、あぁ、好きに食べてくれ」

「ど、どうぞ」

　なんとか返事をする二人だったが、先ほどのミズキの言葉が衝撃的過ぎて動揺を抑えきれない。

「やった、それじゃいただきます！」

　ミズキはマナーなど考えずに、掻かっ込むようにガツガツと食べていく。

「うまい！　こんなの初めて食べたよ！」

　どれもこれも愛情がこもっていて、手が止まらないほどに美味しく感じられた。

「……一体君はどんな境遇にあったんだ？」

　困惑した表情のグローリエルは思わずそんな質問をしてしまう。

　彼の身なりや、彼の話を聞く限り、相当劣悪な環境にあったことは想像できる。

　だからこそ、彼がどんな境遇にあったのかを聞いておきたかった。

「物心ついたころから、いや違うか。赤ん坊のころから家にある塔に閉じ込められていたんだよ。ほら、俺って水魔法の使い手でさ、実家は火魔法で有名な貴族なんだ」

　これを聞いて、グローリエルとララノアはなるほどと頷うなずく。

　貴族は代々受け継がれている属性を重視している。

　その中にあって、別の属性の子どもが生まれることは恥だと考える貴族は少なくない。

　火魔法と相反する水魔法となれば良く思われないことは想像に難くなかった。

　しかも、水魔法はこの世界において、劣等属性という位置づけになっている。

「水なんかを使うやつは家名を汚しているから存在を認めたくない。ただ俺を産んで少しして亡くなった母が、俺の命だけは守ってほしいと懇願したのと、子どもを殺すのは禁忌らしく、とりあえず塔に入れて存在していなかったことにする、みたいな感じだったのさ」

　あっさりと言ってのけるミズキは、大したことのない話だと思っているらしく、食事の手を止めない。

「……そんな、ひどい」

　彼がたどってきた人生を思い、ララノアはショックで涙を浮かべている。

「──その馬鹿者の名はなんというんだ！　私が行って滅ぼしてくれる！」

　小さな子どもの未来を全て奪い、存在しなかったことにしたという家族に怒りを覚えたグローリエルは立ち上がって拳こぶしを握りしめている。

　ここでミズキが正直に答えれば、すぐにでもミズキの親を殺しに行かんばかりの剣幕である。

「いや、まあ逆によかったけどね。俺に干渉してくるやつはいなかったから、塔の中で自由に魔法の練習をしてこられたし、顔を合わせることがなかったおかげでなにか言われるようなこともなかったから……」

　ミズキは冷めた表情で遠い目をするが、事実久しぶりに会った父と兄に、なんの思いも抱かなかったことを感謝すらしていた。

　情が湧いていれば、家から出るのを躊ちゆう躇ちよしてしまったかもしれない。

　しかし、思い出せる家族とのエピソードが一つもないため、なんの感情も生まれることはなかった。

「ま、あんなやつらを気にしていても仕方ない……ここからは俺の俺による俺のための人生を送るからさ。それより、これすごい美味うまいよ！　おかわりもらえるかな？」

　ミズキは実家のことを露ほども気にしておらず、目の前の食事を堪たん能のうしていた。

　更には笑顔でスープのおかわりを申し出る。

「……ミズキ！」

「ミズキさん！」

　しかし、女性陣二人はそうもいかず、目を潤ませ、胸がいっぱいだという表情でミズキに抱き着いた。

「えっ？　ええええっ？」

　エルフの美女二人に突然抱き着かれ、ミズキは困惑してしまう。

　ミズキは子どもの身体とはいえ、中身は前世の記憶を継承している男性である。

　そんな彼を二人は意識してないが、あふれ出す気持ちを込めて身体を押しつけるかのごとく強く抱き着いてくる。

　美女のダイレクトアタックによってミズキの戸惑いは最高潮に達し、その顔は真っ赤になっていた。

「いつまでもここにいていいんだぞ！」

「そうです、私たちが家族です！」

　反対に二人は感極まって涙を流しながら、今日会ったばかりのミズキに対して深く感情移入をして大事な家族だとまで思っていた。

「あ、あはは、あ、ありがとう……」

　二人の申し出自体はありがたく、ミズキのことを心から思ってくれているとわかるため、困惑しながらも礼を言う。

　戸惑いはある。驚きもある。どこか抵抗感もある。

　それでもこちらの世界で生を受けてから、初めてこんな風に愛情をぶつけてくれる人に出会えたことに、お腹だけでなく心も満たされていくのをミズキは感じていた。

　この状態は時間にして二十分ほど続き、その間ミズキは抵抗せずに二人にされるがままでいた……。




「そ、その、すまない、つい感極まってしまって……」

「ご、ごめんなさい、私もつい……」

　しばらくして気持ちが落ち着いた二人はそれぞれの席に戻って、シュンと肩を落として静かになっている。

「いや、二人とも俺のことを思ってくれてのことだから、気持ちはすごく嬉しかったよ。二人さえよければ、しばらくここでお世話になりたいとも思っているんだけど……」

　そこまで言うと、ミズキはチラリと視線をあげて二人の様子をうかがうように顔を見る。

「もちろんだ！」

「ずっといてもらって大丈夫です！」

　二人の気持ちは、ミズキが確認をとる前から固まっており、笑顔で即答だった。

　そんな二人にミズキはホッとした様子で笑顔を見せる。

　やっと落ち着いて暮らす場所ができたことは、彼を心から安あん堵どさせている。

「ふふっ、そんな顔もできるんだな。食事の時は少し気持ちが緩んだみたいだったが、ずっと大人びた表情だったからな。そういう年齢相応の顔ができることに、少し安心したぞ」

「可愛いです！」

　ようやく年相応の反応が見られたことでグローリエルとララノアも頬を緩めて、彼のことを微笑ましく見ていた。

「か、可愛いって、からかわないでくれ！　……それより、本当にいいのか？」

　照れ隠しもあったが、念のための確認をする。

「さっきも言ったけど、俺は貴族の家を飛び出してきた。あの家からすれば俺が存在していること自体が許せないはずだ。もし居場所を知られたら、きっと面倒なことに……」

　ミズキのことをいなかったことにしようとしていたウィリアム家ではあるが、あれだけド派手に逃げたからには、プライドの高い彼らはミズキのことを追いかけまわしてくる可能性もある。

　せっかく自分のことを家族だと言ってくれた二人に迷惑をかけることになるかもしれないことは、ミズキにとって不安要素だった。

「さっきも言ったが、もちろん居てもらって構わない。それに、たかだか一貴族がやってくる程度であれば私が撃退してやるさ。ミズキだって戦うだろう？」

　質問されたミズキはグローリエルの言葉に驚きながらも頷く。

　面倒ごとが待ち受けているかもしれないというのに、あっさりと迎え入れてくれることに困惑している。

「わ、私も頑張ります！」

　ララノアも力こぶを作るような動きを見せて、いざとなれば自分も戦うと宣言する。

「うーん、ララノアはもっと修業が必要だね」

「えっ!?」

　師匠の容赦のない言葉にララノアは絶句してしまう。

「──ははっ、はっはは」

　そんなやりとりを見てミズキは思わず笑いだしてしまう。

　こんな風に心から笑ったのも、人生で初めての経験だった。

「はははっ、はっはっは、ふー……いや、色々考えすぎていたみたいだ。きっと色々迷惑もかけるだろうけど、是非ここでお世話にならせて下さい」

　笑いをなんとか抑え込んでから、姿勢を正したミズキは深々と頭を下げて挨あい拶さつをする。

「歓迎するよ！」

「私もです！」

　二人は笑顔でミズキの決断を喜んでくれる。

「ただ、ここに住むからには何か目標を持って頑張ってもらいたい。働かざる者食うべからず──家の手伝いもしてもらうことになるぞ」

　ふっと笑ったグローリエルは、ただただ甘やかすつもりはなく、ミズキには家族として家のことをやってもらおうと思っており、それだけでなく成長もしてほしいと考えていた。

「もちろん！　俺も何もせずにのんびりと暮らしたいわけじゃないさ。ララノアに聞いたけど、ここはエールテイル大森林なんだろ？　ここで問題なく過ごせるくらいの実力は身につけるつもりさ」

　やる気に満ちたミズキは立ち上がる。

　独学で学び続けることに限界を感じたからこそ、あの幽閉生活から抜け出したのだ。

「……そういえば、知っているかわからないけど」

　頑張ると宣言したあとに、ふとこちらの世界にきてからずっと疑問だったことが頭をよぎる。

「なんで水魔法が弱いとか、劣等属性だなんて言われているんだ？」

　水魔法は使い勝手が良く、自分でなくとも相当な強さを見せられるとミズキはずっと考えていた。

「なるほど……言われてみると確かにおかしな話だね」

　ミズキが話しながら右の手のひらに水の玉を作り出し、それを八つにわけて、更にそれを針状にするのを見てグローリエルも疑問に思う。

「なんで誰もがそんな風に思っているのか？　なぜ実際に水魔法の強い使い手がいないのか？　偏見を持たないようにしている私ですら同じ考えを持っていたのはなぜか？」

　グローリエルは改めて普通では考えられないおかしなことだと、腕を組んで考え始める。

「俺は塔に閉じ込められていたから外を知らないけど、確か強い魔法使いは特別な称号をもらうんだろ？　聖位、王位、帝位だったかな？」

　これは、塔の見張りがしている会話を聞いて得た情報である。

「ふむ、各属性の使い手の中で大きな功績を残した者や実力者にその称号が与えられる。聖位は五名、王位は三名、そして帝位が一名、それら九名のことを九大魔導と総称し、各属性ごとに九人ずついることになるんだが……」

　ここでグローリエルは申し訳なさそうな表情でジッとミズキを見る。

「…………まさか！」

　その視線の意味に気づいてミズキは驚きを見せる。

「そう、水魔法の使い手で聖位、王位、帝位についた者は、私が知る限り一人もいない。少なくともこの数百年の間はな……」

　この事実に、ミズキ、そして隣で聞いていたララノアも驚いている。

「ち、ちなみに、他の属性は？」

　水以外でも同じような状況の属性があればそれは例外ではなく、どの属性にでも起こることだと判断できる。

「風、土、火、木、光、雷の六属性は今現在、全ての椅子が埋まっているよ」

　つまり、水を除く六属性において、それぞれ九名ずつの実力者が選出されている。

「──水だけ、ゼロ？」

　緊張交じりのミズキの疑問に、硬い表情のグローリエルが頷うなずく。

　その彼女も相変わらずなにか考え込んでいるらしく、険しい表情のままだった。

「いや、この件に関しては私のほうで少し調べてみることにしよう。古い知り合いにもあたってみるよ。明らかにおかしい……」

　誰もが疑問に思わないことを疑問に思ってしまったからには、その思いを止めることはできなかった。

「……その件については任せる。それより、さっき空で会った時に思ったけど、グローリエルはかなりの実力を持っているよな？」

　滑らか過ぎるほどの魔法の使い手、そして今も感じられる彼女が内包している膨大な魔力量。

　これらを総じて彼女はかなりの実力者であると判断している。

「うむ、そこは否定しない。私に勝てる風の使い手などそうそういないだろう」

　ふっと笑ったグローリエルは誇らしげに胸を張っている。

「そこで、俺のこともララノアのように弟子にしてもらいたいんだ。俺の魔法はずっと一人で練習してきた独学によるものだ。だから、ちゃんと学びたい。お願いします！」

「いいぞ」

　頭を下げたミズキに対して、グローリエルは即答する。

「といっても、属性が違うから水魔法自体を鍛えることには協力できない。水魔法についての資料自体、ほとんどないからな……だから、代わりに魔力の使い方なんかを教えてやろうじゃないか」

　才能ある人物に教えることができるのは彼女にとっても喜びであり、今から楽しみなようで、とびきりの笑顔になっている。

「よろしくお願いします。俺は……水魔法を極めて、空席の水帝になってやる！」

　初めて出会えた師匠というべき存在に心強さを感じたミズキは力強く頭を下げ、顔を上げると気合の入った表情で自分の目標を口にする。

「──なるほど、面白い目標だな」

　先ほどのグローリエルの話にもあったように、水属性の聖位、王位、帝位は少なくともこの数百年ずっと空席になっている。

　そこをミズキがとりにいくということ。

　それは全世界の誰もがありえないと思っており、それほどに困難な道だった。

　だからこそ、グローリエルはそんなミズキを見て面白いと言った。

「ミズキさん、その選択は大正解です！　なんといっても師匠はその昔、風帝の称号もちだったんですから！」

　そのやりとりを隣で見ていたララノアはキラキラと目を輝かせながら、師匠の秘密をあっさりと暴露していく。

「いや、まあ、何百年も前のことだがな……」

　あまりに古いことを持ちだされたため、照れている様子だが、ミズキは違う。

「それはすごい！　これはとんでもない人に出会うことができて幸運だったな！」

　属性は異なるものの、自分が目指す帝位にいたということへの感動から、ミズキも目をキラキラと輝かせながら彼女のことを見ていた。

「……はあ、そんなに期待されても今の私はただのグローリエルなんだ。でも、一度請け合ったからにはしっかり面倒を見ようじゃないか！　今日からミズキは私の弟子だ。やるからにはとことん、厳しくいくぞ！」

「「おー！」」

　ミズキのかけ声にララノアも加わり、ここから修業の日々が始まった──。




　グローリエルのもとで修業を続けて、五年が経過。

　ミズキは十三歳になっていた。

　そんな彼は、エールテイル大森林内の結界の外で魔物と戦っている。

　グローリエルとララノアは、離れた場所でミズキの戦いぶりを観察していた。

「結構集まって来たな」

　ミズキ一人に対して、敵対している魔物の数はおよそ五十を超える。

　この森の魔物の実力は高水準であり、討伐難易度はＣランク以上となっている。

　そして、今ミズキのことを取り囲んでいるのは、一番多いのがＣランクで、次にＢランク、Ａランクも数体いた。

「〝霧隠〟」

　まずは魔物たちの視界を奪うために、霧隠を展開して完全に魔物たちを包んでいく。

　あっという間にあたりは濃い霧で包まれ、見通しが悪くなる。

「ガ、ガア!?」

　ここ数日は晴れ続きであり、急にこれだけの霧が現れるのは考えられないことで、魔物たちも混乱している。

　だが、そのままではミズキも魔物たちの状況や居場所を把握することができない。

「〝水覚〟」

　それを補うために、ミズキは水覚を使うことで周囲の状況を把握していく。

　以前は自分がいる場所から徐々に感覚を広げていったが、今では一瞬で周辺を網羅するほどの展開速度を持っている。

「中央にデカイのが、いち、にー、さん……か」

　戦いにおいて、多対一の場合の戦略は大きくわけて二つある。

　数の多い弱い個体から攻撃して、とにかく数を減らす方法。

　もう一つが群れのボスを倒して、その他の戦意を喪失させる方法。

　ミズキが選んだのは後者であり、この数年の間に生み出した新しい水魔法を使う。

「〝水弾丸〟」

　ミズキは手で銃の形を作り、人差し指の先から弾丸を模した水を射出する。

　ただ水の玉を撃ち出すのではなく、銃をイメージすることで弾丸を回転させ威力を上昇させて、速度を上げている。

　それは、キングベアと呼ばれる、この森の中でも上位に位置する魔物の頭部を一撃で見事に撃ち抜いた。

　もちろんこの魔物の討伐難易度はＡランクであり、同ランクの魔物の中でも強い力を秘めている。

「「「ガアアアアアアアアアアアア…………！」」」

　三体がほぼ同時に叫び声をあげ、そのままドスンと大きな音をたて、倒れこんだ。

「さて、残りは小物が多いな」

　残った魔物はＢランクとＣランクの混成である。

　一般的に熟練の騎士であっても、Ｂランクの魔物一体を相手にするのがせいぜいである。

「〝水泥沼〟」

　次にミズキが発動した魔法は魔物たちの足元の地面に水分を含ませて、どろどろの沼へと変化させていく。それによって、動きを止めて逃げ出される可能性を排除する。

「ここからは、これでいくか」

　家を出た時、盗賊を倒した時、先ほどキングベアを倒した時と、その全てにおいてミズキは遠距離攻撃を選択していた。

　魔法使いという特性上、それが正解ではある。

　しかし、それだけでは近づかれてしまった場合に、対処ができなくなってしまう。

「〝水刀〟」

　そんなミズキが編み出したのが水の刀を作り出すこの魔法である。

「それじゃ……行くぞ」

　走り出すと、そのまま自らが作り出した霧の中へと突入していく。

　目を瞑つむったまま、視覚に頼らず水覚で全てを把握している。

「ふっ！」

　水刀を振るうと、あっさりと魔物の身体が真っ二つに斬られていく。

　ミズキによって作り出された刀の切れ味は鋭く、またミズキ自身の身体能力も向上しているためにこのような芸当をあっさりと行えている。

「さすがに数が多いか……」

　相手の視界と動きが制限されてはいるが、一人で全ての敵を水刀で倒していくことを考えると、さすがに数が多く時間もかかってしまう。

「それじゃ、もう一本。〝水刀〟」

　右手に持っていた水刀、それをもう一本作り出して二刀流で攻撃をしていく。

　魔物の中にはこの状況にあっても爪や牙きばによる攻撃を繰り出してくるものもいるが、ミズキはそれを一本で受け止めてもう一本で斬りつけることで、流れるような攻撃を行っている。

「せい！　やあ！」

　ただ刀が二本になっただけではあるが、それを見事に使いこなしているため、みるみるうちに魔物の数が減っていく。

「ウガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　残り数体というところで、霧の外から巨大サイズのキングベアが襲いかかってきた。

「おぉ、こいつは群れのボスか」

　キングベアは熊タイプの魔物で、ただでさえ全長三メートルを超える。

　しかし、今度の個体は十メートル近くあり、霧よりも高い位置に顔があり、力強い足取りは沼の影響を受けていない。

「小細工が利かないタイプの魔物か……」

　近くにいる魔物を倒す手は止めずに、しかし巨大キングベアの動向も確認している。

「ミズキ、助けはいるか？」

　離れた位置にいるグローリエルがそんな声をかけてくる。

　今回の目的はこの五年間の成長を見せること。

　これは、最初の魔物の群れを倒したことで十分すぎるほどに達成している。

　だから、この想定外の魔物との戦いに手を貸そうか？　と提案してくれていた。

「いや、これくらいなら一人で十分だ。まずは〝水刃〟」

　残った魔物の中でも防御力が高めのものは全て倒しており、残りの雑ざ魚こを水の刃を飛ばして撃破していく。

「ガ、ガガ……」

　魔物からすればなにが起こったのかわからない。

　自分たちに向かってきた男の気配はまだ遠くにあるとわかっていた。

　しかし、自分の身体が上と下に分断してしまい、何もできないうちに意識は刈り取られ、そのまま倒れていた。

「これで、あとはあのデカブツだけか」

「ＧＲＲＲＲＲＲＲ」

　キングベアはキングと名がついているだけあって、他の魔物よりも存在感があり、内包している魔力量も多い。

　体重は重く、膂りよ力りよくも強いため、一歩踏み出すごとに大きな足跡を作り出している。

「…………ふむ」

　その動きを見てミズキは一つ面白い考えを思いつく。

（真っ正面からやりあったらどうだろうか？）

　圧倒的なまでの身長差であり、筋力差も相当である。

　だが、ミズキは小細工をせずに、ただただ正面からぶつかろうと考えている。

「というわけで……来い！」

　既に霧は消しており、地面も元の状態にしている。

　彼の手には二本の水刀。

　足を止めて巨大キングベアと対たい峙じする姿は、誰が見ても無謀そのものであった。

「ミズキさん！　逃げて下さい！」

　そのため、ララノアはミズキに逃げるよう呼び掛けている。

　しかし、そんな彼女の肩に手を置いたグローリエルはゆっくりと首を横に振る。

「ミズキなら大丈夫だ、邪魔をしないで見守ってあげようじゃないか」

「師匠……」

　そう言われて、悲しげにきゅっと唇をかんだララノアは再びミズキへと視線を戻す。

　彼の目は何の迷いもなく巨大キングベアを睨にらんでおり、負けるつもりなど微み塵じんも感じさせない。

「これだけデカイとこの刀じゃ少し足らないな。だったら〝水大刀〟」

　左右の刀を一つにまとめ、更にそこに魔力を流し込むことで、ミズキの身長をはるかに上回るサイズの大刀を作り出していく。

「ＧＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

　それを巨大キングベアは生意気だと受け取る。

　ただでさえ小さな人間。

　その中でも更に小さなミズキ。

　そんな矮わい小しような存在が仲間の魔物たちを殺しており、自分にも立ち向かおうとしている。

　それはこの魔物の怒りに触れていた。

「ははっ、いいじゃないか。本気で来てくれたほうが俺も楽しいよ」

　ミズキに怯ひるむ様子はまるでなく、一歩を踏み出す。

「ＧＲＲＲ……」

　ただそれだけの動きにもかかわらず、巨大キングベアは後ずさりしそうになっていた。

「俺みたいな小僧に気け圧おされるようじゃたかが知れているな。行くぞ！」

　そんな心の隙を感じ取ったミズキは、地面を蹴けってそのままの勢いで巨大キングベアに向かって行く。

　地面を蹴る際に、足裏から水を噴出し勢いをつけている。

「ＧＵＯＯＯＯＯ！」

　さすがに向かってこられれば、巨大キングベアもただそれを見ているだけではなく拳こぶしを振り下ろす。

「ふっ！」

　それを軽々と避よけると同時に、ミズキは跳躍している。

　ミズキの視線と巨大キングベアの視線が同じ高さで絡み合っていく。

「ＧＵＯ!?」

　先ほどまで地上にいたはずのミズキが目の前にいることに困惑する巨大キングベア。

「そして、さようなら」

　その混乱が解消されることはなく、最後に見た光景はミズキが水大刀を振り下ろした姿で、巨大キングベアはそれを最後にこの世に別れを告げることとなった。

「ま、こんなもんかな」

　これで、ミズキは水覚で取りこぼしがないかを確認し、今回の魔物の群れは全て撃破したこととなった。

「…………完了だな。二人とも、終わったぞ」

　魔物の危険性がなくなったことで、ミズキは二人に声をかける。

「うん、見事だ。細かい魔法の操作はもちろん、遠距離、近距離と使い分けて、なおかつ威力に特化した攻撃も行えている。見事な魔法だった」

　一連の戦いを見ていた師匠グローリエルが、ふっと目を細めて柔らかく微笑み、ミズキの魔法を称賛する。

「ほんっとすごいです！」

　その隣で嬉うれしそうにはしゃぐララノアも歓声をあげていた。

　元々すごかった弟弟子の成長に感動していた。

　この二人はエルフ種。

　妖よう艶えんなグローリエルは五年前と全く同じ見た目であり、美少女のララノアはさらに美しく成長したもののまだまだ顔には幼さが残っていた。

「いや、これもグローが教えてくれたからだよ。本当にありがとう」

　礼を言うミズキの見た目は五年前と大きく変わっている。

　十三歳ということで顔つきに幼さは残るが、身長も伸びて百五十センチになった。

　ボサボサに伸びていた青い髪はララノアによって綺き麗れいに整えられており、細かった肉体も今ではしっかりとしてしなやかな筋肉もついている。

「もう私が教えることはない。本来なら十年はかかると思っていたんだが、さすがだな。本当にミズキは優秀だ」

　これはグローリエルからの事実上の免許皆伝宣言だった。

　ただでさえ危険な魔物が生息するこのエールテイル大森林において、先ほどの巨大キングベアは主とも目されており、それを単独であっさりと倒したミズキは十分過ぎるほどに成長を遂げていた。

「卒業、か……」

　元々グローリエルが納得できるほどの結果を残せたら卒業という約束をしており、今回の結果をもってそれを成し遂げたこととなる。

「あぁ。ミズキの魔法は発想が独創性に優れていて、他の者にはそう簡単に真似することができないものだ。ゆえに、自然と注目を集め、それをよく思わない者も現れるだろう。そしてその力を利用しようとしたり、お前を取り込もうとしたりする者も出てくる……だが、お前は心身ともにしっかりと成長している。そんな周りのことを恐れずに自らの思いを貫き、胸を張って自由に生きるんだ！」

　これまでのミズキの人生については、この五年間で何度も話す機会があった。

　だからこそ、グローリエルとララノアはミズキに好きなように人生を送ってもらいたいと思っていた。

「あぁ。師匠グローリエル、姉弟子ララノアの名を胸に、俺は好きなようにやってみせるさ」

　胸にトンッと手を置いてふっと笑ったミズキは力強く宣言した。

　この世界の血のつながった家族は彼をいないものとして扱っていた。

　しかし、新しい家族になってくれた二人は優しく、厳しく、楽しく、甘く──そしてどこまでもミズキに対して誠実だった。

　だから、二人の家族がいることがミズキの心の支えになっており、それは今後の彼の人生においても大きな軸となるものだった。

「うふふ、姉弟子なんていっても、元々ミズキさんの方がすごかったですけどね。でも、ミズキさんと一緒に修業をしたこの五年間はすごく学べるものがありました。今後も自分なりに少しでもミズキさんに近づけるように頑張りますね！」

　もう、別れの時が近づいているが、ララノアは笑顔でいる。

　それはグローリエルも、当のミズキも同様だった。

　五年間寝食を共にしてきた三人だからこそ、もちろん寂しさはある。

　しかし、家族だからこそ深い繋つながりを感じており、離れてもそれは変わらないと、三人が同じ思いを確認しあっていると、割り込むようにアークが視界に入ってきた。

「ピピー！」

　自分も忘れるな、というように高らかに鳴き声をあげてアピールしている。

「ははっ、アークもずっと一緒にいたからな。もちろん大事な家族だよ」

　アークもこの五年間、三人とともに長い時間を過ごしており、四人家族といっても過言ではなかった。

「こいつはミズキについていくということだ。そのために身につけた能力は街中で役に立つだろう」

　アークにとってミズキは一番のお気に入りであり、旅立つことを話してからついていくと言ってきかなかったが、やはりどうしても大きな身体に美しい翼を持つグリフォンのアークは目立つ。

「まさかあんな方法で目立たなくするとは思ってもみなかったよ」

「ピー！」

　機嫌よく鳴いたアークはみるみるうちに身体を小さく変化させ、ミズキの肩に乗る。

　その方法を編み出したアークの同行を止められる者は誰もいなかった。

「それじゃ、そろそろ出発するか」

　既に準備は昨日中に終えており、いつでも出発することができる。

「そうそう、さっき倒した魔物の死体は持っていくといい。金に困ったら素材を売れば、それなりの金額にはなるはずだ」

　今後、宿に泊まる、食事をする、装備を買う、道具を買うなど、どうしても冒険者として世界を旅するとなると、金が必要な場面が出てくる。

　その際にこの森の魔物の素材を売ればきっとそれなりの額にはなると予想される。

「あー、そうだな。それじゃ、ありがたく……収納」

　一瞬のうちに収納されていく魔物たちの死体。

　収納能力に関しても、もちろん二人に説明してある。

「ふーむ、いつ見ても不思議なものだな。便利だが、外に出たらその力も特異なものとして映るはずだから、十分に注意するんだぞ」

「了解、確かにこれだけのことができるのがばれるとまずいな」

　先ほど収納した魔物のうち、キングベアの素材を確認してみると、プレートには部位ごとにわけて収納されているのが表示されている。

　キングベアの魔核、キングベアの皮、キングベアの骨──死体を収納しただけで既に解体された状態なのはかなり破格な機能である。

「だが、そこも合わせてミズキだからな。注意は必要だが、出し惜しみをする必要はない。大事だと思った時にはためらわずに自らの力を行使するんだ」

「了解！」

　グローリエルは最後の忠告としてこの話をしており、ミズキにもそれは伝わっているため、元気に返事をした。

「地図も渡したし、私たちが知る限りの一般常識は伝えてあるから、そんなにとんでもない事態になることもないだろう。しばらくは冒険者として過ごして、徐々に力を示していくといい。いずれ、力が知れ渡ってどこかから声がかかるはずだ……」

　そう話すグローリエルは昔の自分を思い出し懐かしんでいる。

　彼女も冒険者として活動していく中でその名前が知れ渡り、やがて風帝の地位に至った。

「あぁ、とりあえずはそのとおりに動いてみるよ。冒険者っていうのも一度はなってみたいと思っていたし、丁度よかった。それじゃ、グロー、ララ、二人ともありがとう。時間ができたらそのうち帰ってくるよ」

　ミズキは笑顔で二人に声をかける。

　彼女たちがいるこの森が自分の家だと思っている彼からは、さようならではなく、ここに帰ってくるという言葉が出た。

「かましてこい！」

「気をつけて行ってきて下さい！」

　そんな彼にグローリエルとララノアも同じく笑顔で声をかけていた。

　二人の声を受けたミズキは、元のサイズに戻ったアークの背中にまたがる。

「アーク、頼むよ」

「ピピー！」

　出会った時よりもひと回りふた回り大きくなったアークは、成長したミズキを軽々と乗せて空へと羽ばたいていく。

　二人に手を振るミズキ、その背中は徐々に遠ざかって行き、ついに世界にミズキの力が解き放たれることとなった……。
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　森から北に向かって進んで行くと、大きな街がある。

　ミズキはそこを目的地に定めていた。

　そんな彼とアークは、まだ街まで距離のあるところに降り立っている。

「さすがにグリフォンのまま街に近づくのは目立ちすぎるから、アレを頼む」

「ピー！」

　アークがこの五年間で編み出した特技──自らのサイズを自由に変化させることができる能力で、瞬時に肩に乗る小鳥のサイズになっていた。

「よし、それじゃ俺の肩の上に乗っていいぞ」

　どうしてこんなことができるのか、グローリエルですらわからず、他のグリフォンにそんな能力があると聞いたこともない。

　そのため、とりあえずの結論としてはアークの固有スキルということになった。

　ミズキとともに旅をするために、この能力を開花させたのだろう、と。

「きゅー」

　サイズが変わるとともに、鳴き声も小さくなる。

「さて、初めての街だ……」

　街に続く道を歩いているミズキはこれまでのことを思い返していた。

　彼は生まれてからずっと塔の中で生活していた。

　その八年間プラス実家を脱出してからの五年間、合計十三年間。

　その間、どこかの街に行ったことはなく、まともに話したことがあるのもグローリエルとララノアだけである。

　それゆえに、どことなく緊張した面持ちでまだ距離のある街の入り口を見ていた。

「きゅー！」

　そんな彼の不安を感じ取ってか、自分がいるから大丈夫だと、アークが励ます。

「アーク……わかった。行くとするか」

　それが伝わり、一人ではないという心強さからミズキは笑顔を取り戻して、街に向かう。

　入り口では先に馬車で到着したグループが入場の手続きをしていた。

　彼らはどうやら旅慣れているようで、手続きはすんなりと進んでいき、すぐにミズキの番がやってくる。

　担当門番は二十歳そこそこの人族で、鎧よろいを身にまとうその顔にはまだ幼さが見られる。

　先のグループとのやりとりが漏れ聞こえていたが、その対応は穏やかであり、恐らくは心優しい人物なのだろうとミズキは思っていた。

「えっと、君は一人かい？」

「あぁ」

　穏やかな門番の質問に、ミズキはシンプルに返事をする。

「子どもの一人旅か……身分証はあるかい？」

「えっと、持っていないが、ないとダメか？」

　ミズキの回答に、門番の表情がやや曇る。

「持ってないのか。いや、入るのは大丈夫なんだけれど、身分が確認できない場合は銀貨五枚を支払ってもらうことになっていてね……」

　門番の彼が微妙な反応を示していたのはミズキが子どもであるため、それほどの額は支払えないのではないか？　と思ったからだ。払えなければ街に入場させることはできない。

　そうなったら、ミズキを帰すことになってしまい、それを心苦しく思っていた。

「あ、それなら大丈夫だ。一応多少は金を持っているから……えっと、これで頼む」

　ミズキはポケットに手を突っ込むと、さもそこから出したかのようにふるまって収納空間から銀貨を取り出していく。

「あぁ、あるんだね。よかった、それじゃあこれが臨時の身分証になるから、街のどこかで正式なものを作ったら戻っておいで。そしたら返金するからね。ちなみに各ギルドや役所に行けば作れるはずだよ」

　門番は子供に対する優しい声音で言うと、一枚のカードをミズキに手渡す。

「なるほど……わかった、親切にありがとう」

　年下であるミズキに対しても、態度を変えることなく対応してくれた彼に対して、ミズキは好印象を抱いていた。

「いや、いいんだ。これが僕の仕事だからね。それよりも、このミンクスの街はいいところだから楽しんで！」

　思わぬ感謝の言葉に一瞬面食らいながらも、門番は優しい笑顔でミズキを街へと送り出してくれた。

「……いい人だったな。あの人が門番ならみんな街にいい印象を持つだろうな」

　緊張から解放されたミズキ自身もこのミンクスの街に対して好印象を抱いていた。

「──うわあ！」

　街に入ったところで感じる心地よい喧けん騒そうに、思わずミズキの口から歓声が出てしまう。

　街の各所をつなぐ整備された道を馬車や荷車が走っていき、その道沿いには多くの店が並んでいる。

（うおおお、人族とエルフ族以外って初めて見た！）

　行きかう人々は、人族だけでなく獣人族の姿も多くあった。

　中には珍しい竜人族の姿も見て取れる。

　彼らを見てミズキは内心すごく興奮している。

　その他にも冒険者と思おぼしき装備に身を包んだ人や、街に暮らしている商人や人々の話し声がミズキの耳に飛び込んでくる。

　それらが改めて自分がファンタジー世界にやってきたことを実感させていた。

　初めてアークに会った時にも感動していたが、こうやって普通に様々な種族が生活している光景はミズキを興奮させる。

（にしても、やっぱジロジロ見られているな……）

　もちろん事前に覚悟していたことではあったが、青い髪色であるため、すれ違う人々が好奇や蔑さげすみのまなざしを向けていた。

（やっぱりあの門番さんみたいな人は例外か……）

「きゅー！」

　そんなことを考えていると、ミズキの頬をアークが軽くつついてくる。

「あいてっ！　な、なんだよ……」

「きゅきゅー！」

　不満を言おうとするミズキの頬をアークが再びつつく。

「痛いっ、痛いって、わ、わかってるよ。そんなことは気にするなって言うんだろ？　わかってはいたけど、ここまで露骨だと、さすがにな」

　実家にいた頃を思い出してミズキの表情が暗くなった。

　自分が水魔法ではなく、他の兄弟のように火魔法に目覚めていたら、こんな風に見られることはなかったのかもしれない。

　そんな世界線もあったかもしれない。

　しかし、それは幻の話で、ミズキは水属性である。

　そして、ララノアとグローリエルとの五年間でその力に誇りも持っていた。

「ま、今が楽しいし、あんなことがあったから、グロー、ララ、アークに会えたんだ」

　暗い表情になったのも一瞬で、すぐに明るい表情になっていく。

　昔のことよりも、今、目の前の光景に心惹ひかれている自分の気持ちのほうが大事であるため、足取り軽く歩きだす。

「まずは、冒険者ギルドに行くといいって言っていたな……」

　これはグローリエルに聞いた情報であり、まずは活動するために身分証を作り冒険者ギルドに登録しておくことと、森で倒した魔物の素材を売って金にすること。

　その助言どおりにギルドへ向かうことにする。

「えっと、こっちかな」

　あまり周りをキョロキョロと見すぎて田舎者だと思われないように気をつけつつも、ミズキは街の人の往来が多いほうへと向かって行く。

　大抵の場合、冒険者ギルドは街の中心に近い場所にあると聞いていた。

　しばらく進んでいくと、噴水のある大きな広場へと到着する。

　街はわかりやすく整備されており、この広場を中心に主要施設へとすぐに行けるようになっていた。

「ここからなら色々見えるな……あれか」

　ミズキは噴水の周りを歩きながら順番に通りを見ていく。

　すると、盾をバックに剣がクロスしている看板が掲げられた建物が見つかった。

　そこには様々な装備に身を包んだ冒険者たちが出入りしている姿が見られる。

（あれが冒険者か。なかなか強そうだな）

　そう考えてからミズキは自分の装備を見返してみる。

　師匠であるグローリエルとララノアが用意してくれた白いシャツに青をベースとしたローブ、森の魔物の素材を加工して作ったブーツ、肩掛けカバンを身につけている。

　もちろんあの二人がミズキのために用意したローブが、ただのローブであるわけがない。

　本来の性能がわからないようにグローリエル自ら特殊な加工をしている。

　ローブには装着者の魔力を強化し、かつ相手の魔法を防ぐ力がある。

「うん、悪くないな……すごくいいものだ」

　中では冒険者たちが声をあげ、活気に満ちにぎわっている。

　受付前で、掲示板前で、設置されているテーブルを囲んで、思い思いにそれぞれ仲間と思しき者たちと談笑している。

　まだ昼間だが、併設されている酒場で酒を呷あおっている者もいた。

「さて、登録するには……あそこみたいだな」

　ミズキが受付に向かって進んでいくと、受付担当の女性がニコリと笑顔で待っている。

　狐の獣人であり、大きな耳と美しい茶色の髪がサラリと揺れていた。

「いらっしゃいませ、依頼の申請でしょうか？　それとも何かお使いですか？」

　彼女はミズキが冒険者登録に来たとは思ってもおらず、優しい声音で質問をしてきた。

「いや、冒険者登録を頼む」

　まさかの返答に受付嬢は目を丸くし、近くにいた冒険者も驚いている様子だった。

「えっと、あなたが冒険者登録をするということで合っていますか？」

　受付嬢は驚きながら、ゆっくりと繰り返すようにミズキの言葉の意味を確認する。

「あぁ、そう言ったはずだが……何か問題でも？」

　グローリエルに確認したところでは、冒険者登録は十二歳から行えるとのことだったため、なぜ彼女がこのような反応をするのか疑問に思いミズキは訝いぶかしげな表情になる。

「そ、そうですか、ではこちらの用紙に必要事項を記入して下さい」

　見た目で判断してしまったことを内心詫わびつつ、慌てた様子の受付嬢がペンと用紙をカウンターに置くと、気にした様子もなくミズキはサラサラと記入をしていく。

「おいおい、ガキが冒険者登録だとよ！」

　そんなミズキを見た冒険者の一人が大きな声でからかうように笑う。

　ボサボサの髪に髭ひげ面づらで少し汚い着古しの服装でゲラゲラ笑うその姿から、ひと目で粗野な男であることがわかる。

「ははっ、見ろよこいつの髪。青だぜ！」

　ニタニタ笑う別の男がそう言うと、ドッと笑いが起こる。

　こちらの彼はツルツルのスキンヘッドが特徴である。

　まるで盗賊であるかのような見た目をしている。

　必ずしも色だけで属性が決まるわけではなかったが、青い髪だけは例外だった。

　なぜか、水魔法の属性を持っている人物は必ず青い髪で生まれる。

　それがわかっているため、周りの冒険者たちもミズキのことをあざ笑っていた。

「おいおい、水属性って本当にいるんだな。よくのこのこと顔を出せたもんだぜ」

「水ってあれだろ？　水の玉をちょっと作れるとかっていう。ぴちゃぴちゃって、水遊びにちょうどいいのかもなあ」

「冒険者ってのは戦うんだぞ？　水なんかじゃ一番弱いゴブリンどころか、そのへんの猫にだって勝てんぞ？」

「水魔法なんて雑ざ魚こ、初めて見たかも……」

「俺だったらそんな髪色恥ずかしくてツルツルに剃そるぞ」

　ギルド内にいるほとんどの冒険者たちがミズキのことを馬鹿にしてくる。

　それほどに水魔法はこの世界において低く見られている。

　しかし、これくらいの反応をされるのはミズキも覚悟していたため、黙っている。

「はん、劣等属性の雑魚がこんな場所に来てるんじゃねえよ！」

「水魔法が弱いなんて、誰でも知ってることなのになあ……よく恥ずかしげもなく、堂々と人前に出て来られたもんだ」

「ぼくちゃん、聞こえてますかあ？　水遊びはおうちでしましょうねえ」

　ゲラゲラ笑う冒険者たちは、次々に馬鹿にするような言葉をミズキに投げかけていく。

　直接口にしない者たちも、内心ではからかう冒険者たちと同じことを思っていた。

　受付嬢は困ったような表情をしているが、それでも庇かばうようなことはしない。

　この場所に、一人としてミズキの味方はいない。

　肩に止まっているアークも苛いら立だちを覚えているが、正体を隠しているため声を出せない。

　もしここにいるのがミズキ以外の水属性の者であれば、泣いて逃げ出してしまうかもしれないほどの言葉や態度を向けられていた。

　しかし、彼の心はこの程度で折れるようなことはない。

「書けた、これでいいか？」

　今回も男たちの声を気にすることなく、淡々とペンを走らせたミズキは用紙の空欄を埋めて受付嬢に確認する。

「は、はい、問題はありませんが……」

　受付嬢の視線はミズキではなく、周囲にいる冒険者たちに向いており、ハラハラと心配そうな表情になっている。

「おい、てめえ！　無視してんじゃねえよ！」

　いくらからかっても反応しないミズキにしびれを切らした髭面の男がずかずかと近づいてきて、ミズキに掴つかみかかろうと大きく腕を伸ばした。

　だが、その手はなににも触れることなく空を切る。

「おっとっと、はあ？　な、なんでだ？　今、確かに……」

　確かに狙いをつけてちゃんと掴もうとしたはずなのに、空ぶりした髭面の男は困惑の表情とともにバランスを崩してしまう。

「手続きを頼む」

　当のミズキは、何事もなかったかのように今もカウンターの前にいて、受付嬢に冒険者の登録手続きを促す。

「おいおい、青臭いガキ相手に何やってるんだよ。こんなやつ……」

　どんくさい髭の男を鼻で笑ったスキンヘッド男が次は自分だと、ミズキの頭に手を置こうとするが、その手も空を切る。

「まわりがうるさいから、登録を早めに頼めるかな？」

「は、はい！　今やりますね……えっと、お名前と、年齢と、属性と……」

　動揺交じりながら受付嬢は一生懸命手続きを進めていく。

　その間にも、冒険者ギルドにいる男たちは次々とミズキに絡んでくる。

　髭面の男、スキンヘッドの男に続いて、長髪の若い男、小柄なゴブリンのような顔の男が次々にミズキに掴みかかろうとするが、全て避けられてしまう。

「──はあ、いい加減にしてくれないか？　俺のことを水属性だなんだと馬鹿にしてくれたが、そのガキを掴むのに苦労して、誰が最初に捕まえられるか競争するなんて、そっちこそガキの頭のままじゃないのか？」

　最初に始めた男たちの後ろには他の冒険者も列を作り始めており、彼らの目的が聞こえていたミズキは肩をすくめて呆あきれていた。

「「「「な、なんだとおおお！」」」」

「あ、あのっ、カードができました。あとはこれに魔力を流してもらえば完了です」

　冒険者たちの顔が真っ赤になったタイミングで、受付嬢がカードをミズキに手渡す。

「それじゃ、魔力を流して……お、光った。騒がしい中、ありがとう」

　それまで淡々としていたミズキは、自然と笑顔になって受付嬢に礼を言うと、カードをポケットに突っ込み、そこから収納空間にしまっていく。

「さて、それじゃあ……」

　振り返ったミズキは再び冷静な表情で男たちを見ていく。そこで一つ疑問が思い浮かぶ。

「あー……そうだ。ちなみに、ギルド内で揉もめ事があった場合ってどうなるんだ？」

　そのあたりのルールがわからないため、首だけで少し振り返り、受付嬢に確認する。

「え、えっと、できれば揉めないでいただきたいのですが……でも、もしそのようなことがあってもギルドは不干渉です。ただ、ギルド内で争って壊れた物があれば全額弁償。故意に人を怪我させれば、場合によっては追放処分となります」

　そういう質問をされるとは思わず、受付嬢は困っていたが、それでもギルドとして決まっていることを説明していく。

　つまるところ、仲裁に入ることはない。

　しかし、大きな問題を起こせば対処する、という方針だった。

「なるほど、それじゃあ、俺に用事があるやつらは外に出てくれ」

「「「「おうよ！」」」」

　ここで何かを壊してしまってはギルドに弁償しなければならないというのは冒険者たちにとっても共通認識で、ミズキの言葉に反対する者はおらず、悪態をつきつつも順番に外に出て行く。

「……さて、掲示板を見に行くか」

　しかし、ミズキは冒険者たちが出て行ったのを見届けたのち、自分は依頼を受けるために依頼掲示板の前に行く。

　残った冒険者や受付嬢は、そんなミズキを見て唖あ然ぜんとしている。

「魔物の討伐、魔物の素材回収、このあたりがいいか。薬草採取なんてものもあるのか。これって持っている薬草を納品してもいいのかな？」

　疑問を持ったミズキはチラリと受付を見る。

　そこにはハラハラした表情でミズキとギルド入り口を交互に見ている、先ほどの受付嬢の姿があった。

「なあ、聞きたいんだけど薬草採取っていうのは手持ちの薬草を納品してもいいのか？　それとも、どこか指定の場所でもあるのか？」

　先ほどまでの冒険者たちとのやりとりなど、何もなかったかのように再度普通に質問するミズキに対して、受付嬢は困惑でいっぱいになっている。

「え、えっと、その、品質に問題なければ、どこで手に入れたものだとしても問題ありません。ただ、お店で購入されたものですと、乾燥処理がされていますので対象外です」

　それでも、業務を忠実にこなしていくのは彼女の受付嬢としてのプライドだった。

「なるほど、それじゃあこれを納品しようか」

　そう言って、カバンに手を突っ込んで薬草を取り出そうとする。

「「「「……って、おおおおおおい！」」」」

　そのタイミングで戻って来た冒険者たちが、そろってツッコミを入れてきた。

「やれやれ騒がしいな。他にも人がいるんだから、少し静かにしてもらえないか？」

　ミズキは肩を竦すくめて、冒険者たちを呆れ顔で見る。

　自分は何も間違えておらず、間違えているのは彼らだと、冷たい視線を送る。

「いやいやいやいや、今のはお前も一緒に外に行く流れだろ！」

「なんでお前が来ないんだ！」

「なに普通に依頼を受けようとしているんだ！」

　完全に無視されていた冒険者たちは次々にミズキを非難していく。

「ええ……？　いや、だってそんな大人数で子ども一人を相手にするっておかしいし、恥ずかしいだろ？　だから、恥にならないように流しておいたんだけど……はあ、なんで戻ってくるかなあ……」

　相手に恥をかかせないように配慮した結果であるため、ミズキはそこで空気を読まずに引き返して来た彼らに呆れてため息をつく。

　ギルド内で大勢の前で啖たん呵かを切った手前、引き下がることもできないだろうと、ミズキは彼らが外でクールダウンしてくれることを期待していた。

　しかし、その期待とは裏腹に彼らは顔を真っ赤にしてミズキを睨にらみつけている。

「うるせえっ、てめえが生意気なのが悪いんだろうが！　さっさと外に出ろ！　安心していい、相手をするのは俺一人だからな！」

　これは最初にミズキに掴みかかろうとした髭ひげ面づらの冒険者だった。

　彼は水魔法なんていう劣等属性がはむかってくることに苛立ちを覚えていた。

　だから、みんなの前で恥をかかせないと気が済まないと思っていた。

「──面倒くさいが仕方ないか。わかった、外に行こう」

　さすがにこれ以上スルーするのも難しく、ギルド側にも迷惑がかかってしまうため、ミズキは彼らに付き合うことにする。

　そんな彼のことを受付嬢は心配そうな表情で見ている。

　水属性であるだけでなく、歳も若いミズキが彼らにボロボロにされてしまうのではないかと不安に思っていた。

　それに気づいたミズキは、一度振り返って彼女にニコリと笑って見せる。

　平気だから安心してほしい、そんな思いを込めていた。

　外に出たミズキは髭面の冒険者と対たい峙じしており、冒険者たちに囲まれている。

「それで、どうしたいんだ？　殴り合いか？　魔法でも撃ち合うか？　それとも武器でも使うか？」

　さっさと終わらせたいミズキは、相手にルールを決めさせる。

　そうすれば、なにかあっても言い逃れはできないだろうと思っていた。

「はっ、てめえみてえなガキ相手に武器なんぞ使えるか！　俺は拳こぶしで十分だ、てめえは魔法でもなんでも使いやがれ！　どうせ、水魔法なんぞ俺には効かないがな！」

　水魔法は最弱の魔法──この場にいるほとんどの者がミズキに向かって小馬鹿にした視線を送っており、完全に舐なめ切っていた。

「なるほど……それは助かる。確かに俺のほうが小さくて、あんたはデカイ。いいハンデをもらったな。武器もめぼしいものを持っていないからちょうどよかったよ」

　舐められていることを知りつつ、更に挑発するようにミズキはそう言い放つ。

　頭の中では、どんな魔法で相手を倒そうかと考えを巡らせている。

「はん、ハンデなんかじゃねえさ。お前は一瞬で俺に倒されるんだからな！　おい、誰か合図しろ！」

　男が言うと、スキンヘッドの冒険者が一歩前に出る。

「それじゃ、俺が。……はじめ！」

　戦いの開始がスキンヘッドの男によって宣言された。

「それじゃあ、お言葉に甘えて水魔法を使わせてもらうよ……〝水弾〟」

　早々にミズキが魔法を放つ。

　以前、キングベアを倒した時の水弾丸よりも威力の弱い、指先サイズの丸い弾を相手に向かって放つ魔法である。

「はあっ！　ふん、多少は使えるようだがこの程度じゃ俺はやれんぞ！」

　男は気合一いつ閃せん、魔法を右腕で打ち落として、ニヤリと笑う。

　多少痛みはあるものの、ダメージは少なく、やはり水魔法はこの程度かと馬鹿にする。

「おーそれはすごいな……それじゃこんなのはどうだ？　〝水弾〟」

「ふん、さっきと同じ魔法か……」

　ミズキが次に選んだのも先ほどと同じ魔法であり、その言葉を聞いた男は鼻で笑う。

「あれしか使えないんじゃないのか？」

「自信があるのがあれなんだろうさ」

「というか、さっさと負けを認めればいいだろ？　どうせ、なにもできないんだから……」

　観客たちも先ほどと同じ魔法を選択したミズキに呆れていた。

　通用しなかった魔法を再度選択し、それしか選ぶ魔法がないことに、やはり水魔法はこの程度なんだな、と。

「同じ、か。そう見えるのならあんたたちの目は節穴だな」

　確かに魔法自体は先ほどと同じものを選択していたが、ミズキが今生み出した水弾は最初の水弾とは違うものだった。

「お、おい、なんだそれは！」

　髭面の男は目の前の光景を見て驚きよう愕がくしていた。

「こんな程度じゃ、やられないんだろ？　さて、どこまで耐えられるか見せてもらおうか」

　ミズキの周囲には次々に水弾が作り出されており、その数はゆうに百を超えている。

「いけ！」

　右手を振り下ろすと、それらが一気に髭面の男に向かって行く。

「な、なんだそりゃ！」

　一つならば軌道を読んで打ち落とせばいいが、到底防御が間に合うはずもない大量の水弾に対して、男はたまらんとばかりに両腕を盾にして、なんとか顔だけは守る。

　だが、防げるのはそれだけで、無数の水弾は、腹、腕、足へと命中していく。

　それが続くこと数十秒。

　ミズキにしてみればあっという間の出来事だったが、受けている男にすればいつまでも終わらない時間に感じられていた。

「はあ、はあ、はあ、くそっ……！」

　やっと水弾の急襲が終わりを告げたところで、びしょぬれになった男は息も絶え絶えに腕をおろしてミズキのことを睨みつける。

「へえ、まだまだ元気そうだな。だったら、これならどうだ？　〝水弾〟」

「そんな……」

　その視線がとらえたのは衝撃的な光景であり、男を膝ひざからくずおれさせる。

「さあ、どこまで耐えられるのか見せてくれよ」

　口元だけでうっすら笑ったミズキは再び水弾を作り出している。

　今度は百やそこらではきかず、五百を超える水弾が待機している。

　そして、ミズキはそれを撃ちだそうと右手をあげていた。

「ま、ま、待ってくれ！　わ、悪かった、からかったりしてすまなかった！　俺が悪かったから許してくれ！」

　髭面の男がそう言って頭を下げるのを見たミズキは、次に視線を周囲にいる冒険者へと向けていく。

「だ、そうだが……誰か代わりに俺と戦うやつはいるか？」

　その問いかけに、冒険者たちは次々と視線を逸そらしていく。

「ちっ、さっきから黙って見ていれば……生意気なガキがよう！」

「大人の力を見せてやる！」

「ちょっと魔力量が多いってだけでつけ上がりすぎだ！」

　その中でも三人ほどが、ミズキが勝つことを気に入らずに、武器を構えて人垣からこちらへとやってくる。

「なるほど、これを魔力量が多いだけと捉とらえるのか。だったら……〝水弾丸〟」

　ミズキは水弾を空中に浮かべたままの状態で、指先から弾丸を撃ちだした。

「くっ、そんなもの！」

　それを冒険者の一人が剣で防ごうとするが、パキンという金属音とともに剣は水弾丸を受けた場所から折れてしまう。

「他のやつにも〝水弾丸〟」

　ミズキは続けて水弾丸を放っていき、残りの二人の武器を狙う。

「うおっ！」

　驚いた男の斧おのに穴を開ける。

「ぐあっ！」

　もう一人は水弾丸にナイフを弾はじき飛ばされる。

　もちろん、こちらも刀身は砕かれてしまっていた。

「ひ、ひええええ！」

「に、逃げろ！」

「お、覚えてろよ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残して三人がこの場を離脱していく。

「ま、これで解決ってところか。そもそも俺がケンカを売ったわけじゃないからこれで締めってことで。全く、こんな争いよりも……それ！」

　ミズキは右手を勢いよく掲げ、空を指さした。

　それに合わせて空中に浮かんでいた水弾が一斉に空へと向かう。

　高い位置まで上がったところでパチンと指を鳴らすと、水弾がはじけてパラパラと細かい霧状の雨を降らせる。

　そこには陽の光に照らされて、綺き麗れいな虹にじが姿を見せていた。

「おぉ！」

「綺麗……！」

「すげえな……」

　これは、その場に残った冒険者や街の住民の声だった。

「こういった綺麗な景色をみんなで見る方が楽しいよな」

　目を細めながらミズキは虹を見る。

　彼らの争いの空気は街の中に伝でん播ぱして、嫌な喧けん騒そうを引き起こしていた。

　ミズキのことを馬鹿にしていた者の中には、そんな空気に中あてられていた者もいる。

　しかし、こうやって美しい光景を見ることで、すさんだ心が、一時的にとはいえ浄化されていくのを誰もが感じていた。

「なあ、あんた。これで手打ちってことでいいよな？　ガキがいたっていいだろ？　それに、水魔法使いがなかなかやるってこともわかっただろ？」

　髭面の男はすっかり戦う意欲をそがれたようで、おとなしくコクリと頷うなずく。

　晴れた空から降る雨、そこに現れた虹。

　そんな幻想的な光景が、彼からも完全に毒気を抜いていた。

「さて、それじゃ依頼の確認に戻るかな……いいよな？」

　他にもミズキにつっかかってきた冒険者が残っていたため、念のための確認をする。

「あ、あぁ」

「さっきは悪かったな……」

「もうガキだとか水属性だとかなんて馬鹿にしねーよ」

　彼らも他の者たちと同じく、先ほどまでの威勢はどこかへと消え去り、申し訳なさそうな顔で返事をするとそれぞれ散っていった。

「ふう、うまくまとまってよかった」

　最初に男たちが絡んできたところで、ここまでをミズキは想定していた。

　絡んできた男たちを相手に自分の力の一端を見せることで他の者にも舐められないように、更に虹を見せることで場を収めることも全て彼の想定の範囲内だった。




　明らかに冒険者とは違う空気をまとっている二人がそんなミズキのことを見ていた。

「セグレス様っ。今の、見ましたか？　すごかったですね！」

　そう口にしたのは、白い法衣を身にまとっている少女。彼女の年はミズキと同じくらい。

　紫色のふわふわとした髪を揺らしながら、キラキラと目を輝かせている。

　同年代であれほどの実力者がいることを嬉うれしく思っているようで、話しかけようかどうしようかと少々落ち着きのなさを見せている。

「エリザベート、少し落ち着きなさい。気になるのもわかるし、確かにすごかったが、あれだけのことがあって話しかけたら迷惑がられるだろう。この街にいればいずれまた会うだろうから、機会を改めるといい」

　苦笑交じりにそう返事をしたのはセグレスと呼ばれた男性。

　エリザベートと呼ばれた少女と同系のデザインの服を身にまとっている。

　マントが印象的で、内側が赤く、外側が黒色に染められたものを着用している。

　身長も小柄なエリザベートと比較してかなり高く、がっしりと筋肉質である。

　二人に共通しているのが法衣と服のそれぞれに刻まれたマークである。

　統一されたそれは、二人が同一団体に所属していることを表していた。

「それにしても、水魔法ってあんな風に使えるんですね！」

　彼女は水魔法に対する偏見がないようで、ミズキの魔法に素直に感動していた。

「あぁ、なかなか面白い使い方だったが、所しよ詮せんは大道芸だろう。最後の雨と虹など、一見すれば派手かもしれないが、そこまで褒められたものではない」

　それに対してセグレスはどこか苛いら立だちまじりに、ミズキの背中を睨にらみつけている。

「セグレス、様……？」

　いつもの彼はニコニコしており、部下にも、エリザベートにも優しい。

　そんな彼がこんな表情をするのは初めてであるため、エリザベートは驚きを隠せない。

「あ、あぁ、すまない。少し水魔法には嫌な思い出があってね。彼に恨みがあるわけではないんだが、少し感傷的になってしまったようだ」

　我に返ったセグレスは再びいつものような笑顔に戻ってそんな風に取り繕う。

「な、なるほど……」

　先ほどの顔が本来の彼なのでは、という思いがエリザベートの脳裏をよぎる。

　しかし、慌てて首を横に振る。

（恩人であるセグレス様を疑うなんて！　どうかしてますね……うん！）

「それではセグレス様、行きましょう」

「あぁ、みんな待っているだろうからな」

　そう言うと、二人は冒険者ギルドを離れていく。

　エリザベートは楽しそうな足取りで、その後ろを行くセグレスは鋭い目つきだった……。




「それじゃギルドに戻るか……あれ？　受付嬢さん、どうかしたか？」

　ギルド内に戻ろうとすると、先ほどミズキの対応をしてくれた受付嬢が入り口付近にいたため、ミズキはキョトンと首を傾げる。

「い、いえ、なんでもありません！」
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　ミズキと目が合った彼女は勢いよく首を横に振ると、急いで受付カウンターの中へと戻って行った。

「なんだ？　まあ、いいか。とりあえず、依頼、依頼っと」

　首を傾げつつも気を取り直して、ミズキは再び掲示板の前へと戻って行く。

「なにか面白い依頼は……強そうな魔物でもいたら面白いな」

　ミズキは五年間ずっと森の魔物と戦い続けていたため、他の地域の魔物と戦うのを楽しみにしていた。

　しかし、ミズキの力を試せる魔物ともなると、一定レベル以上でないと難しい。

　そんな魔物討伐の依頼を探して順番に眺めていく。

「……そういえば、さっき薬草の納品をするはずだったな。受付嬢さんは……」

　しばらくして、そう呟つぶやいてから振り返ると、目の前に猫の獣人女性が立っていた。

「こんにちは」

　彼女はニコリと微笑んで、ミズキへと挨あい拶さつをする。

「あ、あぁ、こんにちは」

　一体何者なのかと、ミズキは戸惑いつつも返事をする。

　身長はミズキと同じくらいであり、服装は受付嬢の服をバージョンアップしたような、やや装飾の多い服。

　綺麗なショートカットの髪、そして大きな茶色の毛の耳、細くしなやかな尻尾しつぽが優雅に揺れている。

　知性を感じさせる涼しげなまなざしと愛らしい見た目の人懐っこい中に、どこか鋭さを持っているような印象を受ける。

　しかし、ミズキが戸惑っている最大の理由はそれではなかった。

（なかなか強そうだ）

　彼女をひと目見た瞬間、シンプルにそんな感想を持ったためだった。

「受付嬢のユナから話を聞きました。あなたは冒険者登録したばかりのミズキさんですね？　私はギルドマスターのレイアと言います。よろしければお話を聞かせてもらいたいのですが、構いませんか？」

　機嫌よく尻尾をゆらりと揺らしながら笑顔で質問するレイア。

　あくまで回答の主導権はミズキにある、と思わせておきながらも、有無を言わせぬ迫力があった。

　それでもミズキは視線を掲示板に戻して、彼女には興味なさそうにしている。

「断る。俺は依頼を見ているんだ」

　そして、きっぱりと断ったミズキの答えにギルド内がざわついた。

「あら……」

　その答えを聞いたレイアは頬に手を当て、すっと目を細める。

　レイアも、ギルドにいる他の者たちも、まさかミズキが断るという選択肢をとるとは思ってもみなかった。

「ギルドマスターの私の誘いを断るというのですか？」

　彼女は笑顔のままだが、ミズキへと質問する声には苛立ちが混じっている。

　たくさんの冒険者たちが行きかうギルド内で誘いを断られたとなると、彼女のメンツにも関わるからだ。

「ああ。まず一つ目、冒険者は自由だと聞いている。あんたの誘いを受けるか断るかも自由だろ？　二つ目に、俺はあんたが言うようにさっき登録したばかりだから依頼を受けたい、だから掲示板を見ていた。三つ目、話を聞かせてもらいたいという不ふ明めい瞭りような誘いにはのれない。四つ目、あんたに話をすることに何かメリットでも？」

　指を立てながら断る理由をひと息にそこまで言うと、この場にいる全員があっけにとられて口をポカンと開けていた。

「ただ、俺が希望する依頼を探してくれるなら、そして俺が持っている素材の買い取りを優先的にやってくれるなら話をしてもいい。かなり量があるから、どうしても時間がかかるんでな」

　まさかの事態に相手が反応できずにいるうちに、ミズキから条件を出していく。

「え、えぇ、それくらいなら構いません。あなたの希望に応こたえますので、まずはお話を聞かせてもらってもよろしいですか？」

　ミズキの出した条件程度であれば、ギルドマスターの持つ権限でどうとでもなるため、レイアは引きつった笑みを浮かべながらも即答する。

「わかった、それなら話をしよう。ここでするか？　それとも……」

　わざわざ話をしたいというくらいなので、こんな人の多い場所でする話ではないだろうと予想できているため、確認をする。

「えっと、そうですね、それでは上にある私の部屋で話をしましょう。こちらへどうぞ」

　ギルドマスターを務めるだけあり、レイアはかなりの強さと実績を持っているが、そんな彼女でも主導権を完全にミズキに握られていた。




　異様な空気の中、ミズキはレイアの部屋へと案内される。

「それではそこにかけてお待ち下さい。今、お茶を用意しますね」

　さすがに自分の部屋へと戻ったことで落ち着きを取り戻したレイアは、来客の際の決まったルーティンで動いていく。

　しばらくして、二人分の茶と茶菓子が用意された。

「ありがとう……うん、美味うまい。それで、俺に聞きたい話っていうのはなんなんだ？」

　ミズキはお茶を一口飲んで感想を言うと、すぐに本題へと入る。

「えぇ、下で聞いたのですが、登録早々、他の冒険者と揉もめ事を起こして、その冒険者を圧倒したとのことですが……」

　少しでも話を優位に進めていこうとチクリと刺していく。

「あぁ、そのとおりだ」

　しかし、ミズキは全く動じずに相手の言葉を肯定し、更に言葉を続ける。

「ただ、俺が揉め事を起こしたというのは間違いで、俺は子どもで、この髪色で、水属性だから絡まれた。登録手続きをしていた俺を邪魔して、絡んできて、問題を起こしたのはあいつらのほうだ」

　軽く自身の髪の毛をつまんで見せて、ハッキリと言い切る。

　あくまでも、自分には責任はないという主張をしていく。

「もちろんそのあたりの経緯も聞いています……揉め事を起こしたという言い方がよくありませんでしたね。とにかく、あなたは強い魔法を見せた、と聞きました」

　彼女が気になっていたのは、問題を起こしたかどうかではなく、ミズキが使っていた水魔法だった。

「まあ、弱い魔法を連発しただけなんだけどな。みんなが見慣れない魔法だったから、驚いたんだろうさ」

　ミズキはあくまで大したことはしていないと言う。

　事実、彼が使った魔法は初級魔法やそれの強化版であり、驚くに値しないと思っている。

「もしかしたら、最後に雨を降らせて虹にじを出したのが印象的だったのかもしれないな」

　観衆や受付嬢がなにかを言っていたとしても、きっと虹に驚いたのだろうという風にミズキは話を持っていく。

「別に深く詮せん索さくしようとは思いませんが──あまり私のことを舐なめないほうがいいですよ。これでも元々冒険者をしていましたからね」

　そんな言葉では納得できないと、彼女の目がキラリと光る。

　ネコ科の動物が狩りをするときのようなどう猛さが感じ取れる。

「それくらいわかっているさ。初めて見た時から、あんたがかなりの強さを持っていることはな。ギルドマスターになるくらいなんだから、そりゃ弱いはずがないだろう」

「わかっているなら、そのような態度は……」

　レイアはミズキの言葉を聞いて、だったらなぜ本当のことを言わないのか、なぜ自分の言うことに従わないのか、と言おうとする。

　それにかぶせるようにミズキは言葉を続ける。

「あんたも水魔法が強いってことに疑問を持ったから俺を呼びつけたんだろ？　あんたがどれだけ力を持っていたとしても、水魔法のことを舐めているのは事実だ。そんな色眼鏡で見ているやつが、自分の立場と力をちらつかせて話を聞けって？　なぜそんなやつを俺がまともに相手しなければならないんだ？」

　ミズキの言葉は図星をついていた。

　自分の心を読んだかのような的確な指摘にレイアは息をのんだ。

　レイアは水魔法を使う新人冒険者がすごかったという話を聞いて、懐疑的な思いを抱えた状態で彼に声をかけていた。

「それはすみませんでした。確かにそうですね……」

　そんな気持ちがあったのは否めないため、レイアはとっさに謝罪の言葉を口にする。

「まあ、それはいい。水魔法に対してそういう反応をするのが当然みたいだからな。俺は最初からずっと水魔法だ。そして、俺にはこの属性を使いこなせるだけの力がある。だから、その水魔法が劣っているという認識を全て変えてやるのが俺の使命なんだ」

　自信たっぷりにそう断言したミズキはふっと笑う。

　彼の顔は自信に満ち溢あふれており、その言葉を達成すると感じさせるだけの力がこもっていた。

「そ、そうなれば、それはすごいことですが……」

　それでもレイアはこの世界での常識にとらわれている。

　グローリエルとララノアは世俗を離れて生活していたため、ここまでの固定観念はなかったが、それが当たり前の世界で生きてきたレイアにとって水魔法に対する認識を変えることは、一朝一夕にできるものではない。

「だから、俺がそれを証明してやるよ。『水帝』になってな」

「!?」

　ミズキの言葉にレイアは衝撃を受ける。

　この世界において、少なくともこの数百年存在した記録のない水の九大魔導、しかもその最高位である水帝になるとミズキは宣言していた。

「そ、そんなことが……」

「できる──いや、やる」

　ミズキのこの強い言葉はレイアの心を打ち震えさせていた。

　彼女の属性は土。

　現役時代、魔法に自信のあったレイアだが、土聖にすらなることができなかった。

　そんな彼女にとって九大魔導入りは夢だった。

　諦あきらめた夢を、目の前の少年が、しかも水属性で達成すると言っている。

　それは過去の夢を実現することのできなかった彼女の悔しさを、別の形ではあるが覆してくれるのではないかと感じていた。

　ここまで来ると、レイアは完全にミズキに惹ひきつけられている。

「水帝が誕生するところ、見てみたいと思わないか？」

　自信満々に笑みを浮かべながら言う彼の言葉は、レイアの心を撃ち抜く。

「……見たいです！　是非あなたがそれを達成する姿をいつか私に見せて下さい！」

「任せておけ！」

　レイアの言葉にニコリと笑って、胸をドンと叩たたいて請け合うミズキ。

「それで、さっそくなんだが俺が水帝になるために必要なことがあるんだ」

「なんでも言って下さい！　私にできることであれば協力します」

　レイアからこの言葉を引き出すことができたミズキは内心でニヤリと笑っていた。

「なんでも、か。それじゃ、早速協力してもらいたいんだがいいか？」

　その悪い笑顔は外にも姿を現している。

「え、えぇ」

　切り返しの早いミズキに、レイアはやや押され気味になっていく。

　協力すると言ったものの、冒険者登録したばかりのミズキのためにすぐできることがあるのだろうかと困惑気味だ。

「下でも言ったけど、そこそこ魔物の素材がある。それの買い取りをしてもらいたい。これから活動していくにあたって資金はあるに越したことはないからな」

　言うと、ミズキは自分のカバンを軽く二度ほどポンポンと叩く。

「あぁ、確かに買い取りのことは先ほども言っていましたね。買い取り業務はギルドの仕事でもありますので、もちろん大丈夫ですよ。大量買い取りとなると倉庫で直接鑑定人に見てもらうのが良いと思いますので移動しましょう。こちらへどうぞ」

　買い取りに関しては下でも優先的に行うと約束していたため、レイアはすぐに立ち上がって下にある倉庫へと案内していく。

　ギルドマスタールームを出て、一階に下りてから裏口を出て行く。

　すると、そこには大きな倉庫があった。

「おぉ、これはすごい……」

　正面からギルドを見ただけではわからなかったが、見上げるほどに大きなサイズの倉庫がそこに鎮座していた。

「さあ、中へ入って下さい」

　重量感のある扉が開かれていく。

　ただでさえ大きな倉庫だったが、空間魔法でさらに拡張されていた。

　中は外見以上に大きな倉庫で大量の素材が収蔵されており、中央のテーブルの上には現在鑑定中の品が置かれていた。

（すごいな……）

　ミズキは空間魔法が使われている建物に入るのは初めてであるため、キョロキョロと中を眺める。

「みなさん、特別なお客様なので、こちらの方の買い取り鑑定を先にしていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

　ギルドマスターのレイアの言葉に、鑑定人たちが集まってくる。

「へえ、この子が特別な……？」

「別に私は構いませんが、そんなに優先するようなものなんですか？」

「こっちも急ぎじゃないからいいけど、何を？」

「見た感じ、大して持ってないみたいだが、どこかに置いてあるのか？」

　それぞれが返答や感想を口にするが、別段鑑定を行うことは問題なさそうだった。

　鑑定することにしか興味がない様子で、ミズキが幼い少年だということは気にも留めていないようだ。

「こっちの特別なカバンに入れてあるんだが、どこか出してもいい場所はあるか？」

「それなら、ここのテーブルを使ってもらって大丈夫だ」

　特別なカバン。

　つまりマジックバッグの類たぐいで、見た目以上の容量を持っているカバンだと鑑定人たちは判断しているため、余計なツッコミは入れない。

「それじゃ、まずはこれから」

　了承を得たことでミズキが最初にカバンからずるりと取り出したのは、キングベアの皮。

「は？」

「えっ？」

「……」

「お、おいおい、あれって！」

　鑑定人たちはもちろんそれがなんであるかを知っており、全員が驚いている。

「同じ魔物の素材は一か所のほうがいいか。核、牙きば、爪、骨、っと。肉は生ものだからやめておくとして」

　生ものではない部分を出し終えると、ミズキは少し横に移動する。

「えっと、次が……」

　今度は別の魔物の素材を次々と取り出していく。

　それも先ほどのキングベアに負けず劣らずの大きさで、カバンの容量からは想像できないほどの素材が次々と出てくる。

「サイクロンウルフ!?」

　こちらもエールテイル大森林にいる魔物であり、その危険度はキングベアに匹敵するほどのものである。

「その次が……」

　次々と素材を取り出していくミズキを、レイアと鑑定人たちは口を開けたまま呆ぼう然ぜんと見ている。

　ジャイアントボア、ジェネラルゴブリン、フレイムスライム、ニードルバード。

　どれもエールテイル大森林にいる魔物であり、ミズキとグローリエルはもちろんのこと、二人より実力面で劣るララノアですらまともに戦えていた。

　それゆえに、ミズキはそれほど強力な魔物だと認識していない。

　だが森の外に住む者からすればエールテイル大森林は魔の森と呼ばれる危険な場所であり、凶悪な魔物が住むエリアで、決して足を踏み入れてはならないと言われている。

「こ、こここ、これ、全部ですか？」

　それを知るレイアは酷ひどく動揺しながらミズキへと質問する。

　鑑定人たちの視線も自然と彼に集まった。

「うん？　まだあるけど、とりあえずはこんなものかなと……少ないか？」

　わざわざ倉庫にまでやってきて鑑定を依頼したにしては、素材の量が少なすぎるのかと、ミズキはカバンに手を突っ込んでいく。

「い、いえいえ！　ち、違いますっ！　そうじゃなくて、これ全部買い取りでいいのですか？　それと、もしかしてこれ全部あなたが倒したのですか？」

　焦ったように否定するレイアは先ほどの質問に補足をする。

「あー、そういうことか。そうだな、仲間というか家族みたいな人たちと一緒に倒した魔物で、俺が倒した分だけじゃなく、残りも全部くれるっていうから持ってきたんだよ」

　もちろんミズキ一人で倒したものもあるが、グローリエルとララノアは自分たちが倒した魔物の素材をいつか旅に出るミズキにと分けており、それもいくつかは含まれているため、この答えとなる。

「な、なるほど、さすがにそうですよね」

　それをレイアと鑑定人たちは、ミズキの幼い見た目から、全て分けてもらったと勘違いしていた。

「それで、これらの鑑定はしてもらえるのか？」

「もちろんだ！」

　ミズキの質問に答えたのは、嬉うれしそうに腕まくりした鑑定人の一人である。

　その他の面々も既に、素材が置かれたテーブルの周りに集まって来ていた。

「ふふっ、みなさん仕事熱心ですから任せて大丈夫です」

　あんなにすごい素材を、あれだけの量、しかも綺き麗れいな状態で持ち込まれるとは思わなかったため、思わぬ臨時収入が入ったとレイアは機嫌よく微笑んでいた。

「それは助かる。無駄にならないようでよかったよ」

　ミズキとしてはキングベアくらいなら金になるかな？　程度に思っていたが、他の素材も値段がつきそうで安心する。

「おいおい、この解体は一体どうやったんだ？　綺麗すぎるぞ！」

「こっちも見てくれ、傷がほとんどついていない。こんなことありえるのか？」

　鑑定人たちはミズキが持ってきた素材を調べるうちに驚きと困惑でざわめきたつ。

　解体するうえで、どうしても無理やりでなければとれない部位などもあり、それには傷がつくのも当然のことである。

　しかし、ミズキが持ってきた素材はその全てが熟練の解体技術を持っている者でもないとできないほどに、綺麗なものばかりだった。

「ちなみに、どれくらいかかる？　時間がかかるなら宿を探しに行きたいんだけど」

　この街に来てから、真っすぐ冒険者ギルドへとやってきたミズキは、街にどんな店があるのか、宿がどこにあるのか、宿の部屋が空いているのかもわからない状態である。

「そう、ですね……量が多く精査に時間をいただきたいので、明日ギルドに来てもらう形でもよろしいでしょうか？」

　貴重な素材であることから、じっくり鑑定する必要があるだろうと、レイアが必要な時間をざっくりと算出していく。

　それで問題はないらしく、鑑定人からも異議はあがらない。

「わかった、それじゃ頼んだ。また明日」

　ミズキはそれだけ言うと倉庫の入り口へ向かおうとする。

「お待ち下さい。宿を探しているなら、私のほうでご紹介します。冒険者ギルドと提携しているので、冒険者ギルドカードを見せれば幾分か割引がされますし、部屋も空いているはずですよ」

　少しでもミズキを優遇しようとレイアが提案してきた。

　未いまだミズキの実力の全ぜん貌ぼうはつかめていない。

　魔物を倒したといってもどこまで彼の力なのかわからない。

　素材の解体技術も彼のものなのか、彼の家族のものなのかわからない。

　だが、これだけの素材を大量に持ってきたのは事実であるため、ここで彼をそのまま逃がさないほうがいいと、レイアは確信を持っていた。

　それら全てを加味して、とにかく贔ひい屓きをしておこうというのがレイアの判断だった。

「わかった、お言葉に甘えることとしよう」

　ミズキは願ったりかなったりだと、彼女の提案を受け入れることにする。

「それでは地図を用意しますので、少々ここでお待ち下さい」

　そう言うと、レイアは自室に地図を取りに戻って行った。

　それを幸いと、ミズキに声をかけてきたのは先ほどの鑑定人たちだった。

「なあ、これはどうやって解体したんだ？」

「お前さんがやったのか？　それとも分けてくれたという人物か？」

「どこで倒したんですか？　この魔物の種類を見る限りエールテイル大森林に似た場所のような、でもまさか……」

「いい素材だ！」

　久々の高品質な品を目の前にして興奮交じりで鼻息荒い彼らが次々に質問をしてくるため、さすがにミズキも押され気味になっていた。

「いや、あれはだな……」

　それでもミズキは彼らの質問になんとか答えていく。

　なるべく正直に話していくと、鑑定人たちはミズキが嘘をついていないと見抜き、彼の言葉を信じていた。

「あら、皆さん仲良しになったんですね」

　レイアは戻ってくるなり、嬉しそうに笑ってそんなことを言う。

　ミズキが一方的に質問されて、それになんとか答えるという図式だったが、だんだん話が盛り上がってきたところに戻ってきたレイアは『仲良し』という印象を抱いていた。

「いや、別に俺は……」

　と、ミズキは否定しようとする。

「あぁ、彼はすごいぞ！」

「すぐに冒険者ランクもあがるだろうね！」

　しかし、鑑定人たちはすっかりミズキのことが気に入ったらしく、彼のことをもてはやしていた。

「あー……とりあえず俺はもう行くぞ。それ地図だろ？　ありがたくもらっていくよ」

「えっ？　あ、ど、どうぞ。ギルドと宿に関しては印をつけておいたので、すぐにわかると思います」

　その場で軽く開いてみると、そこには主要施設の場所が明記されていて、ぱっと見でわかりやすい地図になっていた。

「これは助かる。これなら他の店にもすぐに行けるよ。ありがとう」

「い、いえいえ、こちらこそ色々と売っていただけて助かります。ギルドが保有する素材量はそのまま、ギルドの実力にも繋つながっていきますので……」

　ギルドにたくさんの素材が集まるということは、それだけ多くの冒険者が活動していると判断され、レアな素材が多く集まればそれだけ優秀な冒険者がいるということになる。

「なるほど……だったら、買い取り金額に色をつけてくれると嬉しいかな」

「うっ、ぜ、善処します……」

　これだけのものを納品されるのであれば、ミズキに融通をきかせたほうがいいとレイアもわかっているため、なんとか前向きな返事を絞り出した。

「さて、それじゃ俺はもう行くんで、あとのことはよろしく！」

　ミズキはレイアと鑑定人たちに手を振るとそのまま倉庫を出て行った。

　いったんギルドの中に入ってから外に出て行ったため、冒険者たちにジロジロ見られてしまうことになったが、ミズキはそんな視線は気にせずに通過していく。

「さて、さすがに腹も減ってきたし、宿を探す前になにか食べに行くか」

「きゅー！」

　ギルドでは沈黙を貫いていたアークがミズキの頬に顔を寄せながら声を出す。

　ずっとミズキの肩にとまっていたため、疑問に思う者もいたが、動かず鳴き声を発せずであったため、誰もツッコミをいれなかった。

「お前も一緒に泊まれるとこだといいな」

「きゅきゅきゅー」

　ギルドを離れ、たくさんの人が行きかう街の中でやっと自由に話せる状況になったため、アークは上機嫌で声を出していた。

「──無礼だぞ!!」

　それとほぼ同じタイミングで、この街の雰囲気にそぐわない、空気をつんざくような怒鳴り声が聞こえてきたため、ミズキとアークは驚いて声がした方向を向く。

「ん？　あそこは……」

　そこは一軒の宿であり、レイアから紹介された場所でもあった。

「我々が部屋を用意しろと言っているのだから素直に部屋を用意すればいい！」

「そ、そう言われましても、部屋の数には限りがありまして……」

　怒鳴り続ける声の主は一人ではなく集団で、苛いら立だちをあらわにしており、全員が同じ鎧よろい、同じマントを身にまとっている。

（このマントのマークは確か……聖堂教会の……）

　気をつけたほうがいい団体の一つとしてグローリエルから教えられていた。

　聖堂教会とは、この世界で大きな権力を持っており、所属しているメンバーには九大魔導の魔法使いもいる組織のことである。

　グローリエルいわく、聖堂教会の教えが絶対だと信じている者が多く、その教えに従っている自分たちは優秀であると考え、実力に見合わない態度の者が目立つという。

「さて、どうしたものかな……」

　宿からあふれるほどに男たちがいるため、中に入るのは難しい状況である。

「……中に入りたいんですか？」

　そんなミズキに話しかける人物がいた。

「うおっ！」

　声をかけられるまで気配に気づかなかったため、ミズキは慌ててその場から飛びのく。

　アークはじっと警戒するように相手を睨にらんでいる。

「くすくす、すごい反応ですね。こっちの方がビックリしてしまいますよ？」

「あ、あぁ、すまない」

　ミズキの反応を見て口元に手をやりながら楽しそうに微笑むその人物は、ミズキと同年代の少女で、聖堂教会のマークがしるされた法衣を身にまとっている。

　それは、冒険者ギルド前でミズキのことを見ていたエリザベートと呼ばれていた少女。

　もちろんミズキは彼女のことを知らないが、彼女からすれば少しだけ知っている相手であり、なにより人懐っこい性格の彼女からすれば声をかけやすかった。

（胸のマーク、こいつも聖堂教会のやつか。しかもかなりの力を持っているな）

　冒険者ギルドで会ったギルドマスターのレイアも強いと思ったが、目の前の少女からはそれ以上の強さを感じていた。

「どうかしましたか？　なんだか不思議そうな顔をされていますが……？」

　単純に疑問に思ったことをエリザベートは口にする。

「いや、急に話しかけられたから少し驚いただけだ。それよりあの中に入りたいかという質問だが、確かに俺はこの宿に用事がある」

　特別なことではないので、ミズキは素直に答える。

「じゃあ……」

「だが、俺だけじゃなく他にもここに入りたい人はいるだろうし、中に泊まっている人も外に出られなくて困っているんじゃないか？」

　そして、エリザベートの言葉にかぶせて話を続けていく。

　彼女は、ミズキに興味を持って、ミズキ個人に話しかけていた。

　しかし、彼はここで問題を自分だけに限定せず、宿に入ろうとしている多くの人が迷惑しているという視点に持っていく。

「た、確かに……」

　興味を持った相手の問題を解決してあげようと思ったエリザベートだったが、それよりもミズキの言葉が的確過ぎて、思わず納得してしまう。

「それで、この状況をなんとかしてくれるのか？　まあ、問題の大本はあんたと同じ所属の人たちみたいだがな」

　同じ聖堂教会の人間としてこのままでいいのか？　とミズキは遠回しに質問する。

「そ、そうですね。ちょっと失礼します！」

　周りに迷惑をかけるのは本意ではないようで、少女は慌てた様子で男たちの中に分け入って行き、彼らに宿から出るように声をかけていく。

　すると聖堂教会の集団は先ほどまでの怒りをおさめた。

　その様子から、若いながらも彼女は聖堂教会の中で地位のある人間であることがわかる。

「みなさん、宿に関してはちゃんとセグレス様が手配してくれていますので、大丈夫ですよ！　なぜ、このようなことをしたんですか？」

　エリザベートは頬を膨らませながら男たちを詰問していく。

「い、いや、それは……」

　あまりの剣幕に男たちの一人は口ごもってしまう。

　よくよく話を聞いていくと、やりとりに行き違いがあったらしく、自分たちで宿をとらないといけないと思い込んでしまったがゆえの暴走ということだった。

　それからしばらくして、聖堂教会の男たちは自分たちの非を認めて宿の主人に謝罪をすると、それぞれに散っていった。

「ふう、これで落ち着いて話ができますね……あれ？」

　エリザベートがミズキのいた場所を振り返ると、そこには誰もいなくなっていた。




　聖堂教会ということもあって、面倒ごとに巻き込まれるかもしれないと考えたミズキは、宿でのやりとりが落ち着かないうちにあの場を去っていた。

　彼女に見つかる前に移動をしていたミズキはしばらく街の中を走りぬけ、追いかけてくる気配がないとわかったところで足を止める。

「──はぁ、まさかグローに注意されていた聖堂教会と早々に絡むことになるとはな……」

　ただでさえ水属性のミズキは目立つ存在であるため、大きな組織と関わるのはまだしばらくは避けておきたかった。

「にしても、あの感じだと、宿に近づいたら聖堂教会のやつらがいるだろうから、あそこに泊まるのは難しそうだな……」

「あの……」

　そう呟つぶやいていると、誰かが声をかけてきた。

「宿を、お探しですか？」

　先ほどの少女と似たような質問をしてきたのは、犬の獣人の少女だった。

　少し垂れた耳がかわいらしい少女はいわゆる町人風の一般的な服装で、腰にはエプロンをしている。

　年齢は背格好から見て、ミズキよりはいくつか下である。

「あぁ、泊まる予定だった宿に行けなくなったから、他にないかと思ってね」

　宿に関してはレイアからの情報だけを頼りにしていたため、次のアテが全くなかった。

　地図に記されていたのは先ほどの宿だけであるため、足で探すしかない。

「なら、うちに泊まりませんか？」

　ふわりと微笑む少女が指さしたのは、先ほどの宿よりもやや小さいが、温かみのある建物で、アットホームな雰囲気が感じられる。

「うち？　君のうちは宿なのか？」

「うん！」

　ミズキの質問に笑顔で即答する少女。

　まるで花が咲いたかのような明るい笑顔だった。

「だったら、泊まらせてもらうことにするか。あ、こいつも一緒だけど大丈夫か？」

「きゅー」

　ミズキの肩に乗るアークは遠慮がちに小さく鳴き声をあげて存在をアピールする。

「わっ、可愛い！　もちろんです！　うちは魔物使いの人も受け入れているから、小さな魔物さんくらいなら問題なしです！」

　それを聞いてミズキとアークの表情が輝く。

「それじゃ、早速案内を頼む」

「はーい、一名様ご案内です！」

　嬉うれしそうにはにかんだ少女は、手を上げて元気よくミズキたちを宿へと案内していく。

　ぴょんぴょんとステップを踏むような動きからも彼女が喜んでいる様子が感じられ、ミズキも自然と笑顔になる。

「こっちでーす！」

　宿の前まで到着したところで、少女が手招きし、そのまま一緒に中へと入る。

「おぉ、これはいいな」

　中の様子を確認したところで、ミズキは思わず声をあげる。

　外見と同じくアットホームなつくりであり、初めて来たはずのミズキとアークにとっても落ち着く雰囲気で、客を迎えようという気持ちが自然と伝わってくる。

「いい雰囲気の宿だな」

「きゅー！」

　ミズキの言葉に、アークは同じ思いを抱いていたため機嫌よく鳴いている。

　家具や装飾品のチョイスが良いのか、建物内の雰囲気が優しさを持っており、まるでグローリエルの家のようだった。

　それは二人に落ち着ける空気感をもたらしており、ここに泊まりたいと思わせていた。

「あ、あの、どうですか？　うちはあまり高級な宿じゃないんですけど……」

　へにゃりと耳が倒れ、先ほどまでの元気な様子とは打って変わって自信のなさそうな様子の少女は、ミズキがキョロキョロと中の様子を眺めているのを見て不満に思っているのかと不安に思っていた。

「あぁ、いい雰囲気だ。確かに高級感はないかもしれないが、むしろこういった場所のほうが落ち着くやつもいるんじゃないかな。俺たちとかな」

「きゅー！」

　ミズキは笑顔でここを気に入ったと伝え、アークもそれに賛同する。

「よかったぁ、うちは豪華な宿じゃないから、入ってみて期待外れだったんじゃないかなあって心配だったの」

　安心した少女は尻尾しつぽを左右に振りながら、ふにゃりとした笑顔になっていた。

「いらっしゃいませ、お泊まりのお客様ですか？」

　ミズキたちがそんなやりとりをしていると、奥から犬の獣人の女性がやってきた。

　優しい雰囲気の女性は目元が特に少女そっくりなので母親だと推測できる。

「あ、お母さん。お客さんがね、うちの宿を気に入ってくれたみたいなの！」

　少女は元気よく母に駆け寄ると、嬉しそうにミズキのことを報告している。

　手伝いがうまくできたことを母が褒めてくれるだろうと思っている彼女の尻尾は先ほどよりも大きく動いていた。

「あらあら、それはよかったわ。ティナ、案内ありがとうね。わざわざ当宿を選んでいただいてありがとうございます。申しおくれました。私は女将おかみのブレダといいます。料金などの説明に移ってもよろしいですか？」

　優しく微笑んだ女将は軽く会釈をすると、話を進めていいか確認をとってくる。

　子どもであるミズキに対しても丁寧な対応をしている。

「あぁ、頼む」

　既にここに泊まるつもりであるミズキは、女将の言葉に素直に頷うなずいた。

「それではこちらへどうぞ」

　女将は笑顔でカウンターへとミズキを案内し、宿泊のルールを説明していく。

　料金はお手頃であり、ミズキに割り当てられる部屋は二階で、窓から街を見下ろすことができるとのことだった。

　さらに、ここの食堂には王都の有名レストランで修業を積んだシェフがいるので料理にも自信があるという。

　そんな説明を聞いて、ミズキはよりいっそうの期待を持つこととなる。

「それじゃ、とりあえず一週間分で。料金は先払いしておくよ」

　そう言うと、カバンから金を取り出してカウンターに並べていく。

「一週間も！　ありがとうございます。それではこちらがお部屋の鍵かぎです。あちらの階段から上がって、左側二つ目の部屋になります。娘に案内させますね。ティナ、案内お願い」

「はーい！　こちらへどうぞ！」

　ティナの案内に従ってミズキは部屋へと向かう。

　階段を上がっている途中にも、小物や観葉植物が置いてあり、それがまたこの宿のアットホームな雰囲気を表していた。

「あっ、そのうさぎさんの置物、私が置いたんですよ！」

　ミズキが興味深そうに見ていることに気づいたティナが、笑顔で教えてくれる。

　彼女が指をさした先にはちょこんと愛らしいうさぎの小物が置かれており、観葉植物と合っていた。

「こういう細かいところにまで気が配れるのはいい宿だ。掃除も行き届いている」

　その置物にも、その付近にも埃ほこりはなく、綺き麗れいになっていた。

「それも私が毎朝やっているんです！　えへへっ……よかった、ちゃんと見てくれるお客さんがいて……」

　誰のためというわけではなく、日課としてやっていることではあったが、ミズキに気づいてもらえたことが嬉しかったらしく、ティナは頬を赤らめて喜んでいる。

「あ、ここです。何かあれば、私かお母さんが下にいるので声をかけて下さい！」

　嬉しそうにはにかんだティナは鍵を開けて、ミズキに部屋へと入るように促す。

「あぁ、色々ありがとう。ゆっくりさせてもらうよ」

　そう言うとミズキは部屋に入り、ティナが下に戻って行ったのを音で確認してから内側から鍵をかける。

「ふう、やっと落ち着けたな」

　中をぐるりと見回すと、温かみのある家具と装飾品にホッと一息吐いたミズキは、ふかふかのベッドにドサリと仰あお向むけになって寝転んだ。

　森を出てからここに至るまで、冒険者ギルドで絡まれ、ギルドマスターに呼び出され、紹介された宿には聖堂教会の者がいて中に入れず、聖堂教会の少女に目をつけられた。

　この五年間は、グローリエルとララノア、そしてアーク以外とコミュニケーションをとることがなかったミズキは、一気に目まぐるしく訪れた変化にドッと疲労を感じていた。

　明るい色合いのカーテンがなびく窓は、空気の入れ換えのために開放されており、心地よい外の喧けん騒そうと人々が行きかう音が聞こえてくる。

「少し休んだら、街を見て回るか……」

「きゅー」

　アークは窓のふちにちょこんと立つと風を浴びて外を眺めながらミズキに返事をした。

　これほど人が多くいる光景を目にするのは初めてのことであり、アークはただ眺めているだけで楽しかった。

　しばらくすると、ミズキの寝息が聞こえてきたため、アークも小さなテーブルの上に移動して休憩した。




　二時間ほど経過したところで、ミズキはガバッと起き上がった。

「うわっ、寝てた！　……毛布？」

　起き上がると同時に、身体から一枚の毛布がずれ落ちていく。

「……アークか」

　窓から心地よい風が入って来ていたが、じっとしているとなんとなく肌寒く感じる。

　身体が冷えないかと心配して、アークは器用にミズキの腹のあたりに毛布をかけてくれていた。

「……きゅー……きゅきゅっー！」

　ミズキの声が届いたのか、眠そうな顔でゆっくりと起き上がったアーク。

　そして、ミズキが目を覚ましたことを確認すると、ミズキのもとへと飛んで移動し、周囲を飛び回る。

「おっ、アークも起きたか。毛布ありがとうな」

「きゅっきゅー！」

　礼を言うと、アークは気にするなと言いながらミズキの肩にとまる。

「そろそろ、日が落ちて来たか」

　ミズキが窓の近くに行くと、夕焼けが街を包み込もうとしていた。

　部屋の中に差し込む光も鮮やかなオレンジ色を見せている。

　窓から見える通りには、今も多くの人々が行きかっており、活気があるのを感じ取れた。

「夕食を食べたら、少し散策してみるのもいいかもしれないな」

　こちらの世界では魔道具の発達により、街には灯あかりの魔道具が設置されていて、夜間でもそれを頼りに歩くことができる。

　そんな風に街を眺めていると、ぐーっと腹が鳴る。

「……まずは腹ごしらえだな」

　そう呟いて、ミズキはアークとともに階下へ下りていった。

　部屋を出たミズキは美味おいしそうな匂いが漂う廊下を進んで、食堂へと向かう。

　すると、そこでは既に宿泊客と思おぼしき人たちが食事を楽しんでいた。

　夕食は事前に聞いていたとおり、シェフが腕によりをかけた料理が提供される。

　それを食べている客たちの満足そうな表情を見れば、味も一流であることが推測できた。

　ミズキは席につくと、お薦めメニューのセットを注文する。

　ほどなくして、料理が並べられ、それに手をつけていく。

「……うまい」

　一口食べたところでそんな感想が自然と零こぼれ落ちる。

　本日提供されたのは、森鹿のもも肉のステーキだった。

　比較的淡泊な森鹿の肉だが、この肉からはうまみがあふれ、肉汁も滴っている。

「美味うまい、美味い！」

　一口目を食べたミズキの手は止まらず、次々にステーキをカットして口に運んでいく。

　アークにはサービスでミルクが提供されたが、こちらも特別なもので、くるみ牛と呼ばれる牛からとったものであり、栄養があって味も濃いため、アークも止まることなくぴちゃぴちゃと飲んでいる。

　そんな二人の夕食はあっという間に終了し、デザートまで平らげていた。

「ふう、満足だ」

「きゅー」

　満足げに頬を緩めたミズキが軽く腹を撫なでると、アークも似たような動きで、羽で腹のあたりを撫でていた。

「ふふっ、気に入っていただけたようでよかったです」

　そう声をかけてきたのは、トレイを胸に抱いた宿の女将だった。

　この時間は給仕の仕事も担当している。

「宿の雰囲気もいいし、飯も美味い。この宿を選んで正解だったよ。声をかけてくれたティナにも礼を言わないとな」

　言いながらティナの姿を捜すため、キョロキョロと周囲を見回すが、下りてきてから一度も彼女の姿を見ていなかったことに気づく。

「あぁ、この時間、ティナはお部屋で勉強をしていますよ。うちを継ぐためには色々勉強しておかないと！　って、今から頑張ってくれているんです」

　女将は嬉うれしいような、少し頑張りすぎの娘を心配しているような複雑な表情を見せる。

「彼女の頑張りを認めることと、家を継ぐことを否定しないこと。それから、何か他に楽しみを見つけた時には全力で応援してあげればいいんじゃないかな」

　思わずそんな風にアドバイスをしてしまう。

　今世での最初の家族はミズキに期待するどころか、名前すら与えずに塔に閉じ込めた。

　二つ目の家族はミズキの全てを肯定して、ミズキのやりたいことを応援してくれた。

　そんな二つの家族を思い出し、更に母親の表情をしている女将を見たミズキは、おせっかいとわかりつつもこんなことを口にしていた。

「心配する気持ちはもちろんわかる、だけど頑張っていることをわかってあげないときっと辛つらいはずだ。あんたには一番認めてもらいたいだろうからな……ただ、彼女もまだ年若い女の子だから、新しいことに興味を持つのは悪くないことだ。それを諦あきらめる理由が家族であって欲しくはない」

　最後の言葉はミズキの願望だった。

「なるほど……確かにそうしてあげるのがいいように思えます……。ミズキさんはすごいですね！　失礼な言い方になりますが、子どもとは思えません」

　ミズキの言葉に胸を打たれた女将おかみは彼の意見が的確だったため、笑顔で感動していた。

「いや、まあ、実家が少々特殊だったもんでな……それより、美味かったとシェフに伝えておいてくれ。俺はちょっと出かけてくる」

　そう言ってミズキは立ち上がった。

　元々出かける予定だったのもあるが、余計なことを言ってしまった照れくささもあってすぐに外に向かうことにする。

「えっ、この時間からですか？　もうすっかり暗くなっていますが……」

　女将が言うようにすっかり外は夜のとばりが下りている。

「少し夜風に当たりたいのと、この時間のこの街がどんな顔か見たくてさ」

　照れを隠すはずが、更に恥ずかしい言葉を口にしてしまったと思いつつ、ごまかすようにミズキは女将に背を向ける。

「ふふっ、わかりました。それでは、お気をつけて行ってらっしゃい」

　彼の羞しゆう恥ち心しんが伝わったのか、女将はそれ以上何も言わずにミズキを笑顔で見送った。

　夜の街といえども、この街はそれなりに大きいため、開いている店があり、人々が通りを行きかっている。

　魔道具によって街は淡くともされ、夜とはいっても問題なく過ごせる環境が整っていた。

「この感じは、都会っぽいよなあ……」

　眠らない街とまでは言えないが、それでもこの時間にたくさんの人がいるのを見ると、前世で東京に遊びに行った時の感覚を思い出す。

　ぶらぶらと散策していると、ふらふらした足取りの酔っ払いとすれ違う。

「あっちの道には酒場でもあるのか？　情報が手に入るかも……」

　ゲームや物語の中では、情報を集める場所といえば酒場と相場が決まっている。

　幼い少年の見た目をしているため、入店を断られる可能性はあるが、それでも行ってみたい気持ちが勝った。

　数人の酔っ払いが歩いてきた道を辿たどっていくと、一軒の大きな酒場へと到着する。

「──やめてくださああい！」

　その瞬間、悲鳴が酒場から聞こえて来たが、およそその場に似つかわしくない少女の声だった。

「この声は、確か昼間の……」

　それは聞き覚えのある声だったため、ミズキは酒場を覗のぞきこんだ。

「やっぱりそうか」

　そこには予想していた人物の姿がある。

　宿の前でミズキに声をかけてきた聖堂教会の少女であり、彼女は倒れている聖堂教会の騎士を守るように立ちはだかっていた。

　その前には狼の獣人の男がおり、少女とその後ろにいる騎士を見下すような目で見ている。

「嬢ちゃんはどいていろ。子どもに用はない」

「ダ、ダメです。こ、この人たちは、私の仲間ですから！」

　狼の獣人の目は鋭く、威嚇するようにむき出しに開いた口には鋭い牙きばが見える。

　そんな彼と対たい峙じしている少女の足は震えていた。

　相手は酔っ払いで、しかも巨漢の、更に気性が荒いと言われている狼の獣人ともなれば迫力があるため、少女が気け圧おされるのも無理はない。

　しかし、それでもそこから動くつもりはないようで、涙交じりに毅き然ぜんとした表情で両手を大きく開いて立ち続けている。

「何をやっているんだ……」

　恐怖心に押しつぶされないように必死になりながら騎士を守ろうとしている彼女を見て、ミズキは呆あきれている。

　酔っ払い同士のケンカに口をはさんでも余計に揉もめるだけであり、当事者に任せるのがいいというのがミズキの判断である。

　だが関わりはほとんどなかったとしても、知っている顔を見過ごすほどミズキは非情にはなれなかった。

「ちっ……」

　軽く舌打ちをしたミズキはツカツカと店の中に入っていく。

　騒ぎになっている今だからこそ、酒場に子どもが入っていくのを見み咎とがめる者はおらず、邪魔されることなくその場へとたどり着くことができた。

「おい、なにやっているんだ？」

　急に現れた子どもであるミズキは、その場の空気などお構いなしに少女へと声をかける。

「あ、あなたは昼間の？　なんで、こんな場所に？」

　その空気に引っ張られたのか、彼女も悠長に首を傾げて質問をする。

「質問しているのは俺のほうだ。大人同士のケンカにお前が割り込んでも仕方ないだろ。余計に煽あおるだけだからさっさと帰った方がいいぞ」

　口は悪いが、ミズキは少女のことを心配して忠告している。

「あ、あなたには関係ないじゃないですか！　私は仲間を守りたくて！」

　もちろん素直に聞き入れることはなく、彼女はミズキにつっかかっていく。

　彼女自身も気づいていないが、震えは止まっている。

「まあ、それはそうなんだがな……だが酔っ払いのケンカなんて何を説いても無駄だろ」

　ミズキが話を振ったのは彼女らにつっかかっている狼の獣人の男である。

「いや、まあ、それはそうなんだが……」

　子どもに正論を言われ、冷水を浴びせられたような感覚を覚えた男は、徐々に酔いがさめてきており、ハッキリしない物言いになっている。

　実際には感覚だけでなく、ミズキによって、気づかない間に本当に冷水を浴びせられていた。

　ミズキは、酒場に飛び込むのと同時に水の魔力を酒場全体に展開し、冷たい霧状にしてまいていくことで酒場内の気温を下げていた。

　よほど泥酔でもしていない限り、酔いがさめるほどに冷たい空気になっていた。

「というわけで、どちらが悪いのかはわからんが、もういいだろ？」

　ミズキは狼の獣人の男だけでなく、周囲の酔っ払い全員に尋ねていた。

　その問いかけに答えられる者はおらず、すっかり冷え切った場に、しらけ始めていた。

「俺はもう行くぞ。お前はその倒れた騎士を連れてさっさと宿に戻るんだ。じゃあな」

　場の空気が変わったことがわかると、ミズキはそれだけ言い残して、踵きびすを返して酒場を後にする。

「あっ……」

　あっという間に事態を収拾されて、あっけに取られていた少女が何か声をかけようとしたが、既にミズキは夜の街に消えていた。

「──お礼、言えませんでした……」

　全てが片づいて、みんながそれぞれの席に戻って行くなか、彼女だけはしばらくの間ミズキが出て行った入り口を寂しそうにぼうっと眺めていた。

　結局そのあと、ミズキは興が覚めたため、どこにも寄らずに宿に戻って就寝した。




　翌日の朝食後、冒険者ギルドへとミズキは向かった。

「今日こそは面白い依頼を受けられるといいんだが……」

　彼は既に依頼掲示板の前に立っており、どの依頼にするかを眺めていた。

　グローリエルとララノアと一緒に暮らしていく中で、こちらの世界では色々な発見があることを知った。

　新しい魔法、見たことのない魔物、珍しいアイテムなど。

　それらに触れるためには、冒険者が最も適しているとの判断で冒険者ギルドに登録をした。

　だからこそ、面白い依頼はないものかと探している。

「ま、こんなところか……」

　依頼をひととおりチェックし終えたミズキは受付カウンターへと向かった。

「あっ、ミズキさん。昨日の鑑定結果の受け取りですね、こちらへどうぞ」

　そんなミズキに気づいたのは、昨日対応してくれた受付嬢のユナだった。

　彼女は顔を上げるとふわりと笑顔で迎えてくれた。

「あぁ、昨日の……昨日は騒がせてすまなかったな」

　彼女の目の前で争いを始めたことを思い出して、ミズキは謝罪する。

「いえいえ、少し驚きましたけどミズキさんのほうが正しかったですから！」

　昨日は突然の状況に戸惑っていた彼女も、今ではミズキを支持する意見をしっかりと持っていた。

「まあ、丸く収まってよかったよ。それより、鑑定の結果を聞かせてもらえるかな」

　いったん依頼を受けるのは保留にして、鑑定結果の確認をする。

「そうでした！　こちらです！」

　ユナは、ミズキにカウンターの中に入るよう誘導して、倉庫へと案内していく。

「どうぞ入って下さい」

　案内されて倉庫に入ると、昨日の素材がテーブルの上に綺き麗れいに並べられていた。

「あぁ、ミズキさんいらっしゃいませ」

　そこには鑑定人だけでなく、レイアの姿もあった。

　今回の支払い金額が高額であることと、そもそも最初にここへ案内したのが彼女であるため、立ち会いをすることにしていたからだ。

「まさかあんたまでいるとは思わなかったよ」

　ミズキが素直な感想を口にすると、レイアはとんでもないといった表情で首を大きく横に振る。

「これほどの品物を持ちこんでくれた方の対応に私が出ないわけにはいきませんよ！」

　力強く彼女が言うと、他の鑑定人もユナも大きく頷うなずいていた。

「はあ、そんなものか？　たかだか、登録したてで依頼の一つもこなしていない子どもの頼んだ買い取りだろ？」

　ミズキはなぜそこまで言われるのかわからずに首を傾げる。

「まあいいか、それよりも金額を聞かせてもらいたい」

　しかし誰が対応したとしても、とにかく買い取ってもらうことが先決であるため、ミズキは先を促すことにする。

「はい、内訳ですが……」

　鑑定人の一人がメモを確認しながら説明しようとする。

「いや、詳細はいらない。総額だけ言ってくれればいい。よほど低い見積もりが出されない限りは全て買い取ってもらうつもりだからな」

　ミズキがそう断じるが、本来は細かく説明するのがルールであるため、鑑定人は困った表情でどうしたものかとレイアの表情を窺うかがっている。

「わかりました。それではこちらが買い取りの明細になります」

　鑑定人にひとつ頷いて応こたえたレイアはミズキの要望をのむつもりであり、各素材の価格と総額が記された用紙を彼に手渡す。

「……えっ？」

　ミズキが用紙の確認中に驚きの声とともに固まってしまったため、レイアを始めとする面々は何か不手際があったのかとざわつく。

「あ、あの、ミズキさん。なにか問題でもありましたか？」

　もちろん、ここはレイアが代表して問いかける。

　その表情はミズキの機嫌を伺うような困惑の色をにじませている。

「あ、あぁ、いや、思っていたよりも高額だったから少し驚いただけだ」

　渡された用紙に書かれた額は、駆け出しの冒険者には破格の値段で、いますぐにこの街の一等地に家を買うことを即決できるほどのものだった。

　ミズキからすれば、さほど苦労することなく倒すことができた魔物ばかりであり、それが用紙に記されているほどの金額で買い取られるとは思いもよらなかった。

　だからこそ大きな驚きに包まれている。

「いえいえいえいえ、これは当然の金額です！　たくさんの種類、高ランクの魔物の素材を、これだけ綺麗な状態で持ってこられる冒険者は未いまだかつて見たことがありません！」

　一方のレイアは目をカッと見開き、これらの素材がどれだけすごいかを力説する。

「そうです！　全て丁寧に処理されていて、素晴らしい状態でした！」

　鑑定人の代表者も同じくどれだけすごいことなのかを語っていく。

　ミズキはたいしたものではないと思っていたが、彼が持ってきた品はどれもギルド垂すい涎ぜんのものばかりで、レイアはぜひともミズキの品を買い取りたいと願っていた。

「そ、そんなものなのか……まあ高く買ってもらえるのは俺にとっていいことだから、これで買い取りを頼む」

　値段をざっと確認しただけで、大量の素材全てを売ると即答したミズキにこれまた全員が驚いている。

　人によっては高額な買い取りとなると、そこから値段を吊つり上げる交渉をするものだが、ミズキは、適正価格とはいえギルド側の言い値で即決していた。

「わ、わかりました。念のため全て買い取りを了承される場合を想定した金額はこちらに用意してあります」

　内心驚きながらもレイアが横に移動すると、その後ろには大きな布の袋があった。

「なるほど、これにさっきの額が入っているんだな？」

「は、はい」

　この問いかけにレイアが頷く。

「よし、それじゃもらっていくよ。よっと」

　金が大量に詰まっている袋を右手で軽々と持ち上げると、それを雑な手つきでカバンのなかへとしまっていく。

「それで、俺はもう戻っていいのか？　なにか依頼を受けようと思っていてさ……いつまでも一番下のＦランクというのも格好がつかないから」

　昨日は結局依頼を受けることができなかったため、今日こそはと意気込んで来ていた。

　肩に乗るアークも同意するように少し羽を広げる。

「そ、その件ですが、少々待ってもらってもよろしいですか？」

「えっ？」

　まさか依頼を受けること自体を止められると思っておらず、ミズキは振り返って首を傾げる。

「実はミズキさんに一つ受けていただきたい依頼があるのです。規模が大きいもので他の冒険者との合同依頼になるので、他の方が集まるまで待っていてもらいたいのですが……。これだけの素材を持ち込める方ですし、ランクについてもこの依頼を受けていただけるなら多少融通を利かせられると思います。ただ、昼過ぎに集合ののち出発予定でして……」

　レイアがどこか遠慮がちなのは、今は早朝であり、出発までまだまだ時間があり、しかも合同依頼ということで自由行動の幅が狭まるかもしれないからだった。

「俺はＦランク冒険者だが、いいのか？」

　しかし、ミズキは断るのではなく確認をとる。

　指定依頼というわけではなさそうだが、自分のランクはまだ駆け出しのＦランク。

　ランク制限があればミズキが受けることは叶かなわない。

「もちろんです！　今回は基本的にはＣランク以上の冒険者の参加となりますが、ギルドの推薦枠に入っている方は例外とされているんです」

　ギルド側がミズキをなんとか参加させようとして考えたのが、この案だった。

「なるほど、他に参加が決まっているやつはいるのか？」

「ええっと、この街に滞在している冒険者の中でＢランクの二人には既に声をかけてあります。それ以外にも何人か」

　その何人かにミズキが含まれているということになる。

「へー、Ｂランク冒険者か。それはなかなか面白そうだ」

　この街に来たばかりで、まだ高ランク冒険者に会ったことのないミズキはどんな人物に出会えるのか少し楽しみになった。

「それじゃあ俺は昼飯を食ったあとくらいにまた来ればいいのか？」

　それゆえに、今後の予定をミズキが確認していく。

「はい、正面のギルドホールに集合となっています」

　レイアはミズキが乗り気になっていると感じて、やや食い気味で返答していた。

「わかった、それじゃ少し街をぶらついてみるよ」

「いってらっしゃいませ」

　笑顔のレイアに見送られながら、ミズキは倉庫をあとにする。

（せっかく金も手に入ったことだし色々見て回るか……）

　大きな街だけあり、小さな個人商店から大きな店舗までが点在している。

「まずはなにか武器を探すか」

　ミズキは魔法で武器を作り出すことができるため、特にこれといった武器を持っていなかった。

　だからこそ、武器屋を眺めていくのは楽しい。

　大きな店舗には種類豊富な武器たちがその店に合った雰囲気で並べられている。

　剣、槍やり、ナイフ、弓、斧おのといった基本的なラインナップから、ミズキが扱ったことのないような武器まであった。

　しかし、どれもピンとこないため、ミズキは次々と店を渡り歩いていく。

「──ん？　あっちにも店があるのか……」

　大通りで店を探していたミズキだったが、ふと一本奥に入った裏道に目を向けるとそちらにも店があるのを発見する。

「行ってみるか」

　大通りではいい店が見つからなかったので、裏通りも散策対象にすることにした。

　裏通りといっても、治安が悪いわけではなく、道幅がやや狭い程度である。

「こっちは個人の店が多いのかな？」

　大通りに比べると小さな店が多く、パン屋、雑貨屋、そして目的の武器屋を見つけた。

「なかなか雰囲気のある店だ」

　店の外には武器屋と書かれた看板が一つ掲げられているだけ。

　開いている扉から中を覗のぞくと、狭い店内に所狭しと武器が並べられている。

「……よし、入ってみるか」

　足を踏み入れると、金属の匂いが鼻をつく。

　それは決して嫌な匂いではなく、ファンタジー世界の武器屋に来たのだという実感をミズキに持たせていた。

「いらっしゃい……」

　そっけなく低い声で言ったのはカウンターの向こうにいるドワーフの男性だった。

　店の中だというのに薄汚れた帽子を深くかぶっており、地味な服を身にまとう彼はもっさりとした顎あご鬚ひげを撫なでている。

「どうも」

　やや無愛想な店主に対して、特に思うことはなく、ミズキは店の中を見ていく。

　これまであまり武器を触ってこなかったため、ミズキには得意な武器というものがない。

　何を選ぶのが適切なのかわからず、ひとまず適当に手に取ってみる。

　まずは片手剣。

「……お前さん、片手剣ならこっちがいいのではないか？」

「うおっ！」

　適当に一本を手に取ったところで、突然話しかけられ、思わず飛びのいてしまう。

「うむ、すまんな。あまり武器について詳しくなさそうなので、つい声をかけてしまった」

　店主は親切心でミズキに声をかけていた。

　おぼつかない手つきであるため、気になって声をかけたようだった。

「い、いや、俺も過剰な反応だった、すまない……それで、俺にはそっちの剣の方が合うのか？」

　これまで、魔法のことばかり勉強していたミズキは武器に関しては門外漢だった。

「あぁ、身体のサイズからして少し小ぶりな剣のほうが取り回ししやすいはずだ。武器を扱うのは初めてか？」

　無愛想ながらも、少しでも情報を集めて、ミズキに合った武器を探してやろうという気持ちが店主から伝わってくる。

「そう、だな。木剣で戦闘練習を少ししたことはあるが、こういう本格的な武器に触れるのは初めてだ。魔法の訓練が多かったもんでな」

　ミズキはこの店主と話すことになぜか抵抗がなく、スラスラと話していく。

「ふーむ。確かに武器というより魔法タイプに見える……となると、遠距離の魔法を活いかすために近距離のナイフなんかも悪くないかもしれないな。投とう擲てきにも使える」

　顎鬚を撫でながらひとつ頷うなずいた店主は近くにあった一本のナイフをミズキに手渡す。

「そういう使い方もできるのか、魔法に対して防御できても物理攻撃のナイフは防げない……面白い」

　ミズキは店主の提案に食いついて、ニヤリと笑う。

　魔法使いは魔法での攻撃が一般的である。

　その中で、魔法の中に物理系武器を交ぜることで効果的なダメージを与えられると考えた。

「お前さん、頭が柔軟なようだな。ナイフと投擲と言っただけで、その効果的な手段を考えられるのはなかなかのものだ」

　店主はミズキの考えに感心している。

「そうか？　少し考えれば誰でもそれくらいのことは思いつくだろ？」

　ちょっとしたヒントがあればすぐに考えられると、ミズキは首を傾げている。

　今あるものをどう使ってさらに良いものへと昇華していくか考えるのは、彼がこの世界に来てから自然としてきたことのため、不思議に思っていた。

「ふむふむ、自覚はなしか。だが、お前さんは自分で思っているよりも頭がいいようだ」

　じっと静かに顔を見られて言われても、ミズキには実感が薄く、反応に困ってしまう。

「うーむ、そうか？　まあ俺の頭がいいかどうかはおいておいて、あんたはなんで俺に助言をしてくれるんだ？　普通だったら、武器のことをろくに知らないガキ相手にそこまで親切にする理由もないだろ？」

　一見して偏屈そうな店主が、何も知らなそうなミズキにわざわざ武器の手ほどきをする理由が思い当たらない。

「そうか？　俺は武器屋の店主だ。武器を売るために言っているのかもしれないぞ？」

「いやいや、だったら最初の剣を薦めるだろ。あっちの方が値段高かったぞ」

　最初に手にした剣よりも後に紹介した剣は比較的安価であり、ナイフともなれば更に安く購入できる。

　単純に金目的ならば最初の剣を黙って売った方が儲もうけになる。

「ははっ、そんなところまで気づくかね。まあ、少し思うところがあってな。ほれ」

　一瞬あっけにとられつつも、ケラケラと笑いながら店主はずっとかぶっていた帽子を外す。

「あっ……」

　思わずミズキは声を出してしまった。

　つるりとハゲている、もしくは酷ひどいくせっけを隠すために帽子をかぶっているのかとミズキは勝手に思っていたが、その実店主の髪はふさふさでいたって普通だった。

　しかし、声を出してしまったのはそのせいではなく、髪の色を見たためだった。

「うむ、俺の髪も青系だからな」

　もそもそと適当に髪を撫でる店主はへにゃりと笑っていた。

　ミズキの髪色よりも薄い、どちらかといえば水色に近いが、それは彼が水属性であることを示している。

　この世界では水属性を持つ者の髪色は決まって青系統になる。

「だが、あんたはドワーフだろ？　だったら……」

　ドワーフといえば、土属性と決まっている。

　これは生まれながらにしてほぼ確定していることであり、他の属性であるという話はほとんど聞かない。

「あぁ、俺は実はハーフなんだ。親父はドワーフ族、母親は人族なんだよ。その母親が水属性でな。ハーフってだけでもあれだってのに、この頭のせいでドワーフ族からも、人族からもいい顔をされなくて困ったもんだ。まあ、ドワーフの技術を学ぶことはできたんだがな」

　苦笑する店主だったが、これまでの苦労が窺うかがい知れる。

　周り全員が土属性のドワーフの中にあって、技術を学ぶにしても厳しい扱いを受けていたはずであり、そこを乗り越えるには日々辛つらい思いをしたに違いない。

「なるほどな。それで俺のことを気にかけてくれたのか……お察しのとおり、俺の属性も水だ。だけど、俺はこの力で世界初の水帝を目指す……いや、なるつもりだ」

　水属性が低く見られていること、水属性の者が総じて自らを低く見ていること、それをミズキは覆すつもりでいる。

「……気に入った！　ちょっと待っていてくれ。俺のとっておきを持ってくる！」

　これまで水属性であることにこれほどまでに自信を持っている人物に出会ったことのない店主は、ミズキの宣言を聞いて衝撃を受けるとともに嬉うれしくなっていた。

「とっておき……なんなんだろ？」

　突然走り出した店主に、ミズキは何も聞くことはできず、ただ背中を見送った。

　それから数十分……。

「いやあ、待たせたな。すまんな、少し奥のほうにあって捜すのに時間がかかった……」

　そう言うと、彼は持ってきた箱をカウンターの上に置く。

「そういえば、名乗っていなかったな。俺の名前はレギンという。さっきも言ったが、ドワーフ族と人族のハーフで、鍛か冶じ師兼この店の店主をやっている。よろしく頼む」

　息荒く戻ってくるなり思い出したように自己紹介を始めるレギン。

「あぁ、俺の名前はミズキだ。冒険者をやっている。よろしく」

　ミズキもそれに対して、シンプルながら自己紹介を返した。

「ミズキか、うむ、いい名前じゃないか。こう、わからんが、やるな！　という感じがする！」

　レギンはミズキという名に抱いた印象を口にするが、当の本人にはあまり伝わらなかったようで、ミズキはただただ首を傾げていた。

「ゴ、ゴホン、それはそれとしてこれを見てくれるか？」

　気まずさに咳せき払ばらいをしてごまかしながらレギンは箱の蓋ふたを開けてミズキに中を見せていく。

「これは……剣、の柄つかか？」

　しっかりとした箱の割に、中には刀身のない剣の柄があるだけだった。

「そのとおりだ。だが、もちろんそれだけじゃなく仕組みがある。持ってみてくれ」

「……わかった」

　疑問に思いながらも、促されるままにミズキは柄を手に取る。
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「次に、その柄に魔力を流してみてくれ」

「魔力？　こうか？」

　今度も言われるままにミズキは剣の柄に魔力を徐々に流していく。

　彼の魔力に反応して柄が淡い光をまとう。更に魔力を強めていくと柄の先には美しい青い刀身が現れた。

「うお！　もしかしてこれ……流した魔力を集めて刀身を作り出すのか？」

　質問するミズキの目はキラキラと輝いている。

　そして、何度も魔力を流したりカットしたりを繰り返して、刀身を出し入れしてみる。

　完全にこのギミックのとりこになっていた。

「そのとおりだ！　しかも、これは中に使われている魔石が水属性でな。水属性の持ち主じゃないと剣にならないんだ！　ちょっと俺に貸してみてくれ」

「あぁ」

　レギンはミズキから柄を受け取って、同じように魔力を流していく。

「俺がやってみるとこんなもんだ」

　ミズキが作り出した片手剣サイズとは異なり、彼の刀身はナイフサイズ程度だった。

「流す魔力量によって大きさが変わるようになっている。ミズキの魔力は俺より多いからちゃんと剣の形になっていたんだろうな」

　嬉しそうにそう言うと、レギンは再び柄をミズキに手渡す。

「確かにすごい武器だし面白いけど、これどうするんだ？」

　再度渡されたためなんとなく受け取ったが、これをミズキに見せてどうしたいのか聞いていなかった。

　これだけ特殊なものであれば、かなりの値段になるだろうこともあって、レギンがこれをいくらで売るつもりなのか聞いておきたかった。

「──ミズキ、お前さんにタダでこれをやろう」

「は……？」

　真剣なまなざしをしているレギンの突然の申し出に、ミズキは驚きの声を出してしまう。

　かなりの額をふっかけられると思って、自分の所持金を思い浮かべていたところに、タダで譲ってくれるというまさかの申し出を受けて、動きと思考が止まってしまった。

「さっきのお前さんの言葉に感動した。水魔法は最弱だとずっと言われて生きてきて、さっきまで水属性であることを俺は恥と思っていた」

　この世界にいる水属性の者は、きっとほとんどがレギンと同じような思いを抱いている。

「だからいつも帽子をかぶって隠すようにしていたんだ……だが、お前さんはその髪を隠すこともせず、そのうえ堂々と水帝になると言い切った。だから、そんなお前さんを応援したいと思ったんだ。だからこのとっておきをもらってくれないか」

　決意を秘めた表情でレギンはそう言うと期待を込めるようにぽんとミズキの肩を叩たたく。

「……わかった。ありがたくもらっておこう。でも金は本当にいいのか？」

「いらん。タダでやると言っただろ？」

　本当にいいのか迷ったミズキはレギンの目を数秒見ると、彼の真剣さに胸を打たれ、深く頷うなずいた。

「……わかった。この武器を使って活躍して、金を稼いだらまた買い物に来る。それでいいな？」

「あぁ、それで構わん」

　互いの想いを慮おもんぱかった末、これが結論となった。

「それじゃ、これはもらっておくとして、それ以外にナイフを十本。片手剣を二本ほど選んでくれるか？」

　もちろんもらうだけで終わるつもりのないミズキは早速買い物をしていく。

「ははっ、わかった。そっちもいいのを見繕ってやるから任せておけ！」

　そんなミズキの気持ちを感じ取ったレギンはニヤリと笑うと、自分の仕事をしていった。
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　その後のミズキは昼過ぎの集合に備えて、外に出ていた屋台で軽く昼食を済ませてから冒険者ギルドへと向かった。

　既にかなりの人数が集まっており、ギルド内はいつもよりもにぎわっている。

「あっ、ミズキさん！」

　ミズキの姿に気づいた犬耳の受付嬢が入り口まで彼を迎えにくる。ほとんどの受付嬢がミズキのことを個人として認識している。

「これは、人が多いな。しかも、冒険者だけじゃないみたいだ……」

　そこには聖堂教会の者たちの姿もあった。

　冒険者たちとはあまり折り合いが良くないため、なるべく関わらないように離れた場所で整列して待機している。

「はい、冒険者と聖堂教会の合同になります。今回の件は少し規模が大きいもので……内容についてはもう少ししたらギルドマスターから説明があると思いますので、こちらで少々お待ち下さい」

「わかった」

　少しの会話の後、受付嬢と別れ、ミズキは中心からはやや離れた場所で待機する。

　ミズキが冒険者登録した時のやりとりを知っている冒険者たちは、そんな彼のことを遠巻きに窺うかがっている。

　それを知らない者や聖堂教会の面々は子どもがなぜこんな場所にいるのかと訝いぶかしげな表情で見ていた。

　しかし、子どもは冒険者側だけでなく聖堂教会側にもいた。

（あの子も参加するのか……）

　ミズキの視線の先には、昨日酒場で助けた少女の姿があった。

　エリザベートは聖堂教会の責任者であるセグレスと楽しそうに話しており、ミズキに気づく様子はない。

　ミズキがそんな風に周囲を確認していると、ギルドマスターのレイアがカウンターの向こうにある、少し高い台の上に現れる。

　それと同時にパンパンと大きく手を叩くことで、フロアを静まらせた。

「みなさん、本日はお集まりいただきありがとうございます」

　いつもよりも張った声はギルドホール内に広がっていく。

「今日の依頼内容の説明とともに、聖堂教会の方々がいらっしゃる理由を説明していきたいと思います」

　冒険者たちはなんの説明も受けていないため、聖堂教会のメンバーに対して厳しい視線を向けていた。

「まず、依頼の内容ですが、ここから東へ馬車で二日ほど移動したところにある森の魔物退治となります。普段であれば、その森はさほど危険ではないのですが、ここ数日見たこともない魔物を見たという報告があります」

　硬い表情のまま説明するレイアの言葉にホール内がざわつく。

　事前に知っていた数名は落ち着いているが、それ以外で普段の森を知っている者たちは動揺していた。

　件くだんの森は街から離れているが、初級の冒険者が力試しに行ったり、住民が薬草や果物などを集めに行ったりする場所として知られていた。

　生息している魔物のランクは低く、普通の動物も共存している穏やかな場所である。

「……続けます。森の調査には聖堂教会の方も行っており、数名が戻って来ていないとのことです。よって、今回は聖堂教会からの申し出もあって、冒険者ギルドとの共同戦線という形になりました」

　戻ってこない、それはつまりなんらかのトラブルにあった、最悪を言えば既に魔物にやられて死んでいる可能性を示唆している。

　聖堂教会はそれなりに鍛えられた者たちの集団で、初級冒険者が力試しに行くような東の森でやられてしまう者はいない。

　それだけに今回はかなり危険であると判断し、普段はあまり関わらない冒険者たちに交じってここに来ることを決断していた。

　すると、セグレスがカウンターの前に移動していく。

「失礼、私は本件で聖堂教会側の代表を務めるセグレスという。我々はあくまで仲間の安否の確認、そして安全のために魔物の討伐をしたいと考えている。我々のことを良く思っていない者がいるのもわかるが、今回ばかりはこらえてほしい」

　セグレスは聖堂教会でも立場ある人物であり、本件の責任者を担っているようだ。

　この説明を聞いては冒険者の誰も反対することはできず、頷くか、わかったと返事をする程度だった。

（あいつはなかなかの使い手みたいだな。恐らくレイアより強い）

　ミズキは遠目にセグレスの姿を見て力量を測っていた。

　冒険者たちも改めて事情を聞かされ、今回の合同依頼は悪くないと思う者が多いようだ。

　聖堂教会は実力者が多く、強力な魔法の使い手もいるから、それをあてにできると考えている者も多くいた。

（……烏う合ごうの衆、にならなければいいがな）

　そんな中にあって、心配をしているのはミズキだけだった。

　本来流儀が違う冒険者と聖堂教会。

　人数だけ多くても、互いに足を引っ張って、結果に繋つながらない可能性もあった。

「今回の依頼は未知の魔物の存在により、危険なものとなると思います。ともすれば命が危険に晒さらされることもあるでしょう。なので、しっかりと考えてから登録をして下さい。ちなみに報酬ですが、参加すれば銀貨五枚。魔物討伐数など結果を残した方は、それに応じて報酬を別途支払います。それと報酬は冒険者のみに発生します」

　レイアのこの説明に冒険者側がどよめいた。

　冒険者たちは合同依頼という名称からして、聖堂教会側にも報酬がいくものだと思っていた。

「あぁ、我々の目的はあくまでも先ほど言ったとおりだ。冒険者として登録しているわけではないため、報酬が発生しないのも当然のこと」

　セグレスが続けて説明することで、いっそう真実味が増していく。

　その後、細かい説明がいくらかあったのち、参加者の募集となる。

　冒険者たちは基本的にパーティ単位での登録となり、ミズキのような個人活動者は他にはおらず、彼だけ一人パーティということになる。

「あの、お一人ではさすがに危ないと思います。私と一緒に行きましょう！　あっ、私はエリザベートといって、聖堂教会の一員です」

　最後に登録しようとしていたミズキを見ていたエリザベートが必死に声をかけてくる。

　ギルド前で見たミズキの実力に興味がある。

　酒場で助けてくれたことに感謝しており、恩返しをしたい。

　そして最後に、一人で依頼に向かわせるのはさすがに忍びないという心配の気持ち。

　それらが入り混じった末に誘っていた。

　聖堂教会の面々は訝しげな表情でエリザベートの行動を静かに見守っていた。

「断る」

「うっ」

　即答するミズキに対して、エリザベートは思わずたじろいでしまう。

「な、なんでですか？　あっ、女で子どもだと思って侮っているかもしれませんが、こう見えても私は次の雷聖候補といわれるだけの力を持っているんですよ！」

（なかなか微妙な肩書きだが……やはりそうか……）

　たじろぎながらも一生懸命に自分をアピールするエリザベートを見たミズキは、自分の見る目は間違っていなかったのだと思っていた。

　最初に会った時点で、ミズキは彼女の魔力の高さを感じ取っていた。

　それに加えて、宿でも年上である聖堂教会の面々に堂々と意見ができ、この状況にあって単独で動こうとしても他の者に止められない。

　それら全てを踏まえて、彼女が特別な存在であることは容易に想像ができていた。

「ふむ、エリザベートは彼と行きたいのか」

　そんな二人のやりとりを見ていたセグレスが声をかけてくる。

　彼はきりりとした涼しげな顔立ちで見ている。

「いや、俺は一人で……」

　ミズキはあくまで断るスタンスをとろうとする。

「すまない。彼女はこうと決めたら曲げない性格なのだ。面倒をかけるだろうが、よければ一緒に行ってもらえないか？」

　断ろうとするミズキにセグレスは頭を下げて、エリザベートと同行してくれるよう願い出る。

「そんな……私のせいでセグレス様が頭を下げるなんて……その、ごめんなさい」

　そこで自分がわがままを言ってしまったと気づいたエリザベートは、シュンとなって肩を落としてしまう。

「はあ、わかったよ。俺と一緒に行こう」

　そんな会話を聞いて断るとなると、さすがに自分が悪者のようでおさまりが悪いと、ミズキは受け入れることにする。

「っ……本当ですか！」

　突如の方針転換ではあったが、同行を許可してもらえたことでエリザベートは両手を合わせて花のような笑顔になっていた。

「ただし、いくつか条件がある」

「はい！」

　あくまで主導権はミズキにあることをハッキリさせていこうと、条件を提示していく。

「まずは自己紹介をしよう。俺の名前はミズキ。髪の色を見てわかるように水属性の魔法を使う。昨日登録したばかりの冒険者だ、よろしく」

　ミズキの自己紹介には、自身が不利になる情報も入っているが、それを聞いたうえでエリザベートがどう判断するかを知りたかった。

「き、昨日!?」

　昨日と言えば、他の冒険者と争っていた時点で登録して間もないということであり、それなのにあれだけの立ち回りができていたことに、エリザベートは改めて驚いている。

「え、えっと、私の名前はエリザベート＝イングラムと言います。エリーと呼んでください。属性は雷で、聖堂教会に所属しています。昨日は助けていただき、ありがとうございました」

　驚きながらも、彼女はきりっとした表情で自己紹介をしていく。

　もちろんずっと言いたかった昨日の酒場の件の礼も忘れない。

「いや、大したことはしてないから気にしなくていい。エリー、だったな。一つ目の条件はこれで達成だ。次の条件だが、俺は今回の依頼において自由に動くつもりだ。だから、聖堂教会や他の冒険者と協調するつもりはない。エリーもそれで構わないか？」

　この条件に納得できないなら、二人きりの臨時パーティは解散となる、と言外に伝える。

　これまでこれだけの大人数と組んで戦ったことがないミズキは、自分の戦い方に周りを巻き込みたくないと思っていた。

「わか、りました……」

　返事をしながらも、エリザベートは責任者のセグレスに確認の視線を向けている。

「あぁ、エリザベートがそう決めたのなら構わない。彼と一緒に行くといい。すまない、彼女のことを頼めるかな？」

　セグレスはあくまでもエリザベートの判断を尊重するつもりである。

　彼女がミズキの条件をのむというのであれば、それに反対するつもりもなかった。

「……わかった。邪魔をしなければそれでいいさ。聖堂教会側に戻りたくなったら好きにしてくれて構わない。俺は自由にやらせてもらうが、エリーの自由も尊重するつもりだ」

　あくまで自由に動く、縛られない、それがミズキの選択だが、それはエリザベートにも同様に適用されると思っている。

「わかりました。でも、パーティを組んで一緒に行く以上、勝手な行動はしません。私がミズキさんと一緒に行くと決めましたし、昨日のお礼も兼ねているので！」

　胸に手を当てて力強く気合を入れたエリザベートは意志を曲げるつもりはなく、望むところだと条件をのむつもりでいた。

「それじゃ、俺は彼女とパーティを組んで登録ということで頼む」

「えっと、わかりました。ミズキさんとエリザベートさんですね」

　目の前でやりとりを聞いていた受付嬢は、登録手続きを行っていく。

　それから、臨時パーティ用の冒険者パーティカードを手渡された。

　今回、聖堂教会の面々は依頼を受けても報酬はもらえないが、冒険者とパーティを組む場合のみ、特例でパーティの戦果となる。

　そして、今回冒険者とパーティを組むのはエリザベートだけだったため、特例もこのパーティだけだった。

　ミズキが最後の登録者であったため、これで全員の登録が完了したことになり、レイアは全員の顔を見渡していく。

「……これで、参加者は全員登録完了しましたね。それでは……森の調査及び、魔物の討伐。出発して下さい！」

「「「「「おおおおおおお！」」」」」

　レイアの合図に全員が呼応した。

「おー！」

　笑顔のエリザベートもミズキの隣で元気よく拳こぶしを振り上げている。

（これだけの人数が必要になる魔物ともなれば、かなり危険なはずだ。果たしてこのうちの何人が生き残れることやら……）

　ミズキは参加者の顔を見ながらそんなことを考えていた。

（それに、聖堂教会もかなりの人数を動員してきた。そのあたりも少し気になるな）

　初心者向けのエリアである東の森で聖堂教会の者が行方不明になっているとはいえ、その捜索メンバーがかなり大人数であるため、今回の依頼に関してミズキは何やら不穏な空気を感じ取っていた。

「なあエリー、ちょっとレイアに話を聞きに行きたいんだが……」

　しかし、ミズキのその声は次々に出発していく冒険者たちの声にかき消されてしまう。

「ミズキさん、私たちも行きましょう！」

　エリザベートが振り返ってミズキに声をかけたときには、既にレイアはどこかにいなくなっており、ギルドホールも先ほどまでの熱を少し残して、静かになっていた。

「……はあ、仕方ないな。行くか」

　遅れてしまっては、先に魔物を討伐されてしまう可能性があるため、ミズキもレイアに声をかけるのは諦あきらめてエリザベートとともに出発していく。

「あっ、そうそう、ミズキさんは馬車をお持ちですか？」

「いや、ないな……」

　そう質問されてミズキは他の参加者の動向を確認していく。

　他の冒険者や聖堂教会の面々は既に馬車に乗り込んで出発している。

　つまり、彼らは二日間かかる道程を馬車によって移動するということ。

「それじゃあ、聖堂教会の馬車に一緒に乗って……ミズキさん？」

　エリザベートが提案しようとすると、ミズキは肩に乗っているアークに声をかける。

「二人になるけど、いいよな？」

「きゅー」

　そのやりとりはエリザベートからすれば首を傾げるものだったが、二人の間ではなにかが確定していた。

「それじゃあ、俺に考えがあるから、とりあえず街から出ようか」

　ミズキはそう言うと、東門へと向かって行く。

「えっ？　でも、うちのメンバーの馬車に……」

　早く声をかけないと彼らも出発してしまうため、少し焦り交じりのエリザベートはミズキに声をかけたが、彼は足を止めることなく進んでいった。

「あっ、もう！　待って下さいよー！」

　結局、付いていくと決めた以上、困った表情を浮かべながらも、エリザベートは彼の背中を急いで追いかけていくことにした。

　そんな二人のことを冒険者や聖堂教会の面々は苦笑しながら見ている。

　子どもの二人が馬車に乗れず、ただただ歩いていくのを見て、可哀想だという思いを持つ者や子どもが参加するからだと馬鹿にする者。

　一緒に乗っていかないか？　と親切心から優しく声をかけてくれる者もいた。

「いや、大丈夫だ。それより早く出発しないと、俺たちに先を越されるぞ」

　それでもミズキはそう返事をするだけで、すたすたと歩いて行ってしまう。

「そ、その、お気持ちありがとうございます」

　そんな彼のあとを、エリザベートがぺこぺこと謝りながら追いかける。

　そして、二人は東門の外へと到着する。

「それで……どうするつもりなんですか？」

　ここまでやってくる間に何台もの馬車が二人の横を通り過ぎていった。

　今からだと、馬車を用意して東の森に向かうのは難しく、徒歩で移動するしかない。

　それゆえに、エリザベートも諦めたような表情になっている。

　二人が森に到着する頃には、今回の依頼も終わってしまっているだろうと思っていた。

「アーク、頼めるか？」

　しかし、ミズキはそんな反応を気にせず、肩から降りたアークに声をかけている。

　ミズキに頼まれたアークは、エールテイル大森林を出てから、やっと自分の活躍できるシーンがきたとパタパタと羽を広げて喜びの声をあげる。

「きゅっきゅっきゅー！」

　そして、徐々にサイズが大きくなっていき、最終的に成体のグリフォンの姿へと戻った。

「……えっ？」

　初めてアークの姿を見たエリザベートは驚いて固まってしまう。

　他の冒険者たちは既に出発しているため、この驚きを味わっているのはエリザベートと、近くを通りかかった住民だけである。

「クルルル」

　元のグリフォンの姿に戻ったアークはのびのびと羽を一度大きく広げた後、機嫌よく喉のどを鳴らしながらミズキに顔をすり寄せた。

「ははっ、やっぱりアークはこの姿が一番だな。で、さっきも確認したけど、俺と彼女を乗せて行ってくれ」

「ピッピピー！」

　ミズキの頼みに、アークは任せてくれと返事をする。

「と、いうわけで俺たちは馬車じゃなく、グリフォンのアークに乗っていくぞ」

「は、はひ……」

　驚きのあまりエリザベートは変な返事をしてしまうこととなった。

「ほら、手を」

　ミズキが先に飛び乗って、エリザベートに手を差し伸べる。

「あ、ありがとうございます」

　戸惑いながらも、エリザベートはミズキの手をとって、アークの背に乗った。

「それじゃ、アーク行け！」

　アークは嬉うれしそうに駆け出すと、一気に助走をつけてそのまま大空に飛び立っていく。

「わ、わわわわ！　わあああ！」

　初めてアークに乗ったエリザベートは悲鳴をあげて、目を瞑つむって、一生懸命アークの身体にしがみついている。

「お、おいおい、落ち着けって。アークは安全だ……少し深呼吸をしてみるといい。景色はいいし、風も気持ちいいだろ」

　呆あきれた表情のミズキはエリザベートの後ろに乗っており、彼女を包み込むように優しく声をかけていく。

「そ、それでは……」

　後ろにミズキがいるという安心感と、アークが少し速度を落としてくれたことを感じたエリザベートは恐る恐る目を開いていく。

「うわあっ……！」

　上空から見る世界は広大で、遠くまで見渡すことができ、広がる風景はエリザベートが初めて見るものだった。

　澄み切った空気を身体一杯に感じて、開けた視界は清すが々すがしい気持ちにさせてくれた。

「どうだ、すごいだろ？」

「はい……」

　先ほどまでの恐怖心はどこかへ吹き飛んで、彼女は目に映る光景に見み惚ほれている。

「ふう、落ち着いたみたいでよかった。それで、俺たちはアークに飛んでもらって移動するわけなんだが、先に俺たちだけで森に突っ込むのは……」

「そ、それは、さすがにみなさんを待った方が……」

　ミズキの行動指針を最大限尊重すると決めていたエリザベートだったが、この提案ばかりはそのまま受け入れるのには抵抗があった。

「まあそうだよな。俺もさすがにそれはないと思う……というわけで、少し早めに行ってどこかいい場所で休憩をするとしよう」

　東の森までは一本道であるため、いずれ合流することになる。

「ピピー！」

　その言葉を受けたアークは少しずつ速度をあげていく。

「わ、わわわ！」

　エリザベートはまだ慣れていないため、慌ててアークにしがみついた。

「ははっ、すぐに慣れるさ。お、あの木陰あたりがいいんじゃないか？」

　見つけたのは道沿いに見える大きな木、それはミズキが五年暮らしていたエールテイル大森林にもあったユーリカという木だった。

　アークはその木を確認すると、勢いよく向かっていく。

「ア、アークさん、ゆ、ゆっくりお願いしますー！」

　エリザベートが必死に呼びかけるが、アークの耳には届いておらず、速度は落ちるどころか増していく。

「あー、ユーリカの木は微弱な魔力を放っていて、魔物にとっては心地いいんだよなあ。しかも、アークはいつもユーリカの木の根元で寝ていたから……」

　エールテイル大森林を出てから、まだ一日二日しか経過していないが、お気に入りの木を見つけたアークの気持ちは、木に向かってまっしぐらだった。

「ちょ、ちょっとミズキさん、落ち着いてないでなんとかして下さい！　きゃあああっ！」

　エリザベートの悲鳴が周囲に響き渡るが、お構いなしにアークは下降していき、しかし最後は木の根元にふわりと柔らかく着地をした。

「ピピピー！」

「ふふっ、冗談だとさ、からかわれたな」

　楽しそうに笑ったミズキはアークの言葉を翻訳する。

「ひ、酷ひどいですよう」

　すると、少し泣きそうな顔をしたエリザベートは、へなへなっと身体から力が抜けていく。

「ま、あまりに怖がるから、からかったってことだ。アークはちゃんと背中にいる俺たちのことを考えてくれているし、今後はもっと信頼してくれってことだよ、ほら」

「ふ、ふわあい」

　ミズキは先に降りると、エリザベートに手を貸して降りるのを手伝う。

「さてと、かなり先行したはずだからゆっくり休めるな。休憩しながら少し話をしよう」

　カバンから布を取り出して地面に敷くと、更にミズキは水筒を取り出してカップに飲み物を注いでいく。

「あ、ありがとうございます」

　戸惑いながらもちゃんと受け取るエリザベート。

　一見普通のカバンにしか見えないが、そこから明らかに容量オーバーなものが取り出されてくるので、マジックバッグなのだろうと彼女は判断した。

「それで、なんで俺と一緒に行くと言い出したんだ？　宿でいなくなったからか？　酒場で余計な手助けをしたからか？　……まさか、本気で一人でいるのを見かねてなんてことはないだろ」

「うぐっ……」

　一人でいるのを見かねて、と言おうとしていたところを先に言われてしまったため、エリザベートは変な声を出してしまう。

「えっと、ですね……実はミズキさんに会ったのは宿が初めてではないんです」

「ほう」

　そんなことを言われるがミズキに心当たりはない。

　彼女は服装が特徴的であるため、もし会っていたとしたら覚えているはずである。

「正確には私が一方的に見かけただけなのですが……実は、ミズキさんが冒険者ギルドの前で大人の冒険者の方と戦っていたのをセグレス様と見ていました」

「あー」

　確かにあの時は多くの人がミズキたちを取り囲んでおり、その中に彼女がいたとしても不思議ではなかった。

「ミズキさんがすごいっていうのは、あの一連のやりとりでわかっていました。そんな方が私のことを酒場で助けて下さいました。そして、合同依頼に参加するとのことでギルドに行ったらミズキさんがいたんです！　もう、これは運命だって思ったんです！」

　さらにエリザベートは両手で握り拳こぶしを作りながら熱弁していく。

「あの大きな街で、宿でのことも含めたら三回も会う機会がありました。そして、同じ依頼に参加される。しかも、パーティを組んでいる様子は見られませんでした。ならば、これはお礼をするチャンスだ！　って思ったんです」

　ミズキの実力ならば一人でも十分依頼をこなすことができるが、それでは周りからよく思われず、軋あつ轢れきを生む可能性が高い。

　そこで、聖堂教会の一員であるエリザベートが同行することで、その芽を摘んでいた。

「なるほどな。確かにエリーがパーティを組んでくれたことで、聖堂教会側の視線が幾分か和らいでいた気がする」

　それは事実であった。

　エリザベートは歳こそ若いが、雷聖候補になる実力を持っており、そんな彼女がミズキを選んだとなれば理由があるのだろうとみなが判断していた。

「ふふっ、私は今回の聖堂教会のメンバーの中で、セグレス様に次いで二番目の地位にありますからね。うちとしても、冒険者と組むという動きを見せられるのは悪いことではありませんでしたし、どちらにも良い状況を作ることができました」

　感謝の思いだけでなく、打算もあったということをエリザベートは素直に話していく。

「はあ、なるほどなあ。ただ勢いで言ったのかと思ったけど、色々考えていたんだなあ」

　ミズキは、新しい家族であるグローリエルとララノア以外のことは比較的どうでもいいと思っている節がある。

　しかし、このエリザベートという少女は、ミズキのこと、自身のこと、そして聖堂教会と冒険者の関係性などを色々と考えたうえで行動していた。

　それをミズキは興味深く思っている。

「ふふっ、実はそうなんです。でもでも、ミズキさんの力になりたいっていうのが一番ですよ！　初めて見た時からすごい人だなあ、他にはどんな魔法を使うんだろう？　って思っていたんです。酒場でも、魔法で温度を下げてみんなを冷静にさせたの、すごかったです！」

　この言葉にミズキはピクリと眉まゆを動かす。

「へえ、あれがわかったのか」

　誰にも気づかれないように微量の魔力を空気中に流し込んだあの魔法に気づく者がいるとは思っていなかった。

　しかも、エリザベートは酔っ払いに恫どう喝かつされるというプレッシャーに晒さらされていた。

　それなのにわかったというのはそれだけの洞察力や魔力感知能力があることを示している。

「いい目を持っているのはわかった……それで、実際エリーはどれくらい戦えるんだ？」

　魔力が高く、魔法の才能があって、目もいい、としても、戦闘でその力を使いこなせなければ今回のような依頼において活躍は厳しい。

　そのため、ミズキは先ほどまでとは雰囲気を一変させ、より真剣なまなざしで彼女に問いかける。

「えっと、普通に魔物とは戦えます。弱い相手であれば……ゴブリン数十体は同時に相手取ることができると思います」

　少し考えてエリザベートはそう言いながら右手の指先からパチリと雷を作って見せる。

　これだけ少量の魔力を作りだすことができるのは、微細な魔力コントロールができることを示している。

「なるほど、一対多は問題なしと。それなりに強い相手だとどうなる？」

「うーん、どうでしょうか。強さにもよると思いますが、単体攻撃の魔法もそれなりには使えますよ」

　言葉で説明するよりも実際に見てもらったほうが早いと思ったエリザベートは、立ち上がって木から離れると空に右手の人差し指を向ける。

「〝サンダー、ボルト〟！」

　凛り々りしい彼女の声とともに一筋の雷が空に放たれた。

　晴れ渡る空に向かって雷光が空気を切り裂き、空を飛んでいた魔物を撃ち抜いた。

　数秒して、バタンという大きな音とともに、クライミングバードという大きな鳥の魔物が黒焦げになって落下してくる。

　この魔物はＣランク相当であり、それをあの一瞬で倒す実力となれば、十分今回の依頼でも戦っていくことができると思われた。

「こんなもんです！」

　どうだ！　と、つつましい胸を張るエリザベートに対して、ミズキは素直に驚いていた。

「すごいな（まさか、空に魔物がいたのを感知していたとは）」
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「すごいですよね！（一撃で魔物を倒した威力！　当たったのはたまたまですが……）」

　互いにややすれ違いがあったが、エリザベートの力量はミズキの目から見ても十分なものであると判断された。

「それじゃ俺も……〝水矢〟」

　ミズキも彼女と同じように空に人差し指を向ける。

　そして、放たれた魔法はクライミングバードよりもはるか上空を飛んでいた魔物を貫いて落下させる。

　ドスンという音とともに落ちてきたのは、ワイバーンと呼ばれる小型の竜だった。

　こちらは先ほどエリザベートが倒したクライミングバードよりも格上で、Ｂランク相当の魔物と言われている。

　それを、一本の魔法矢だけで確実に絶命させていたため、エリザベートは呆ぼう然ぜんとした。

「まあ、こんなところか」

　ミズキはワイバーンの死体を見ても、驚くことはなく、当然の結果とでも言わんばかりの表情でいる。

「あー、死体は邪魔になるからしまっておこうか」

　そう言ってミズキはワイバーンとクライミングバードをカバンの中にしまうと見せて、収納空間にしまっていく。

「えっ!?」

　これまで荷物は全てマジックバッグにしまっていると思っていたが、一瞬で死体が消えたことにエリザベートは驚いている。

　まるで吸い込まれたかのようであり、まるでなにもなかったかのように綺き麗れいさっぱりとなくなっていた。

「……それ、普通のマジックバッグじゃない、ですよね？」

「お、これも気づかれたか」

　目の前でしっかりと見ても、普通だったら気づくことができないほどに些さ細さいな差である。

　しかし、細かな変化に気づくだけの目を持っている彼女だからこそ気づくことができた。

「これは他のやつらには内緒だぞ？」

　ミズキの確認にエリザベートは神妙な面持ちで頷うなずく。

　魔法もそうだが、冒険者など戦いを生業なりわいにしている者にとって、その能力を知られることはかなり致命的であると言われている。

　だからこそ、絶対に誰かに漏らすつもりはないという強い意志を持って、彼女は肯定の頷きを返していた。

「俺には特別な力があって、物を別の空間にしまうことができるんだよ。えーっと、これでいいかな。こんな感じ……」

　ミズキは転がっていた石を拾うと、手のひらからそのまま収納していく。

「わっ！　消えました！」

　エリザベートは不思議そうな表情で、ミズキの手を眺めて石がどこにもないことを確認する。

「逆にこんなこともできる。ほい！」

　今度は魔物の核を取り出す。

「えっ？　これって、もしかして……」

　ここまで、まだつきあいは短いが一緒に行動をしてきた中で、ミズキがなんの考えもなく突然それを取り出すとは考えづらい。

　となると、きっとそれを取り出すことで何かを伝えようとしているはずである。

「正解、これはさっきエリーが倒したクライミングバードの核だよ」

　しかし、そんなことはありえない、とエリザベートは困惑しながらそれを眺めていた。

「ははっ。ここで俺のもう一つの秘密の能力が関係してくるんだよ」

　ミズキは人差し指をたてて、ふっと笑う。

「ま、まだなにかあるんですか？」

　魔法の実力、収納能力、これだけでもかなりのハイスペックである。

　魔法にいたってはワイバーンをあっさりと倒すほどの力を持っている。

　まだその先があることにエリザベートは驚きを隠せない。

「実は魔物なんかを収納すると、部位ごとに解体することができるんだ」

　今度は反対の手に、ワイバーンの核を取り出す。

「ほら、持ってみて」

　ミズキは片手で持てるクライミングバードの核をエリザベートに手渡す。

「わっ！　す、すごいです。全く汚れもなくて、傷もついていない……」

　そう言いながら、くるくると魔核を回して確認していく。

　彼女もこれまでに魔物と戦う機会は何度もあり、魔核を取り出すことも経験している。

　しかし、これほどまでに綺麗なものは見たことがなかった。

「まあ、そういう感じのことができるんだけど、ばれると色々面倒だから内緒で頼むよ」

　エリザベートは魔核を返しながら、真剣な表情で頷く。

　限界量がわからないが、制限なく荷物を収納できるのであれば、その能力を手に入れたいと思う者はきっといくらでも出てくる。

　更に収納するだけで解体をスキップできるのは、作業量の大幅カットに繋つながる。

　また、強力な魔法の使い手ということを考えると、ミズキはきっとこの世界でもレアで特異な能力の持ち主である。

　だからこそ、エリザベートもおいそれと彼のことを口にできないと、自戒していた。

　その後も互いの能力について話をするが、何かに気づいたミズキがふと言葉を止めた。

「さて、この話はここまでということで……やっと来たみたいだ」

　ミズキが視線を向けた方向には、何台もの馬車の姿がある。

　ミズキたちが休憩をとってから数時間経過したところで後続の集団が追いついてきた。

「ふう、先に行ったのは見えたが、どうやらかなり前に着いていたみたいだな」

　先頭を進んでいたのは聖堂教会側の代表セグレスであり、彼はすっかり休憩モードになっているミズキたちを見て困ったように笑いつつ肩を竦すくめて呟つぶやく。

「セグレス様！　す、すみません、先行してしまって……」

　単独先行したことを責められていると思ったエリザベートは焦って立ち上がると頭を下げて謝罪する。

「いやいや、彼に特別な移動手段があったのだから、それを使うのは当然のことだ。我々が馬車や馬を使うようにな。しかし、ここからは速度を合わせてくれると助かるが……」

　その提案を了承してくれるかどうか、セグレスは視線でミズキに伺いをたてる。

「あぁ、わかった。こうして待っていたのもそうしたほうがいいと思ったからだ。飛んでいくのをずるいなんて思うやつもいるかもしれないからな……」

　特に反論する理由もないため、素直に受け入れたミズキはそう言うと、チラリとセグレスの後ろの面々を見ていた。

　その中には実際にミズキの言うとおりに思っている者もおり、図星を突かれて気まずそうに視線を逸そらしている。

「ま、そんなところで余計な軋あつ轢れきを生んでも仕方ないから合わせるよ。それで、どうするんだ？　ここは休憩にはいいポイントだと思うが、そっちは休憩するか？」

　大きな木が陰を作っており、周囲に魔物の姿もほとんどない。

「ふむ、ここで急いでも到着するのは明日だ。少し休憩するか……みんな、休憩をとろう！　各々、道から外れた場所に馬車や馬を移動して休憩してくれ！」

　セグレスの指示で、聖堂教会の者、冒険者、それぞれが休憩に入っていく。

　ただ移動しただけではあるが、かなりの距離を休憩なく長時間移動したため、全員が疲労を感じており、ちょうどいいタイミングだった。

「──少し、話をさせてもらってもいいかな？」

　休憩を続けるミズキとエリザベートのもとに、セグレスがやってくる。

「ん、どうぞ」

「もちろんです！」

　ミズキは特に断る理由がなく、エリザベートは自分の上司ということもあって二つ返事で彼がこちらに来るのを許可する。

「よかった……それで、どうだい？」

　セグレスは座り込むと、漠然とした質問を投げかけてくる。

「どう、と言われてもここまで移動してきて休憩していただけだからとくにはなにも」

　ミズキは肩を竦めながら彼の質問に答える。

「私はすごくいい経験ができました！」

「なるほど、確かにあのような魔物を使役している人物を見たのは私も初めてだよ」

　エリザベートの言葉を受けて、セグレスは少し離れた場所で休んでいるアークに視線を向けた。

　アークの存在は他の者たちも興味があるらしく、チラチラと視線を送っている。

「……あんたは今回の件についてどう考えているんだ？」

　今度はミズキから質問を投げかけた。

　聖堂教会のメンバーが行方不明というのは確かに大きな事件ではあるが、これだけの人数を動員して、冒険者と組んでまで行方を捜索するというのは考えられないことである。

　だからこそ、ミズキは今回の聖堂教会の派遣についてどう考えているのか聞きたかった。

「ふむ。どう、と言われるとなかなか難しいが……かなり強力な魔物がいると思っている。消えた聖堂教会員は決して弱い者ではなく実力者たちだった。だから、今回はこれだけの人数を揃えてきたんだ」

　失敗は許されない、だから選抜したメンバーで挑むというのが、セグレスの考えだった。

「なるほどな。じゃあ、エリーも実力者ってことだ」

「い、いえいえ、私なんて全然です！」

　最初にパーティを組みたいと言ってきた時には、自信を見せていたエリザベートだったが、ミズキの実力の高さを見た今となってはそんなことは言えなくなっていた。

「いや、エリザベートはかなりの使い手だと私は思っているよ。今回参加してもらったのも、もちろんその実力を買ってのことだからね」

　セグレスは慈愛に満ちた表情でエリザベートに微笑みかける。

「セグレス様……はい！　私、頑張ります！」

　期待をかけられていると感じたエリザベートは、気合を入れて立ち上がるとそう宣言する。

「ふふっ、期待しているよ」

　そんな二人のやりとりを無言で見ていたミズキの表情は険しいものになっている。

　しかし、二人の視線が自分に向きそうになったところで、すぐに元の表情へと戻す。

（なにか、スッキリしないものを感じるな……）

　今回の依頼において、ミズキは最初からなにかおかしいと思っていた。

　しかし、なにが？　ということを言語化できないため、今はまだ話すことはしなかった。




　それから何度かの小休憩をとり、夜になれば野営をし、翌日の昼頃になってようやく問題の森に到着した。

「さて、やっと到着したが……一見して特に目立った変化はないようだ」

　厳しい表情のセグレスは森の様子を見ながら、肩を竦めている。

　パッと見ただけではそこはいつも通りの森だった。

　他の面々も同じように、聞いていたよりずっと簡単な依頼だと高をくくっているようで、気持ちも緩んでいる。

　疲労もあるため、さっさと片付けて帰りたいという思いまで浮かんでいる。

　その中にあって、ミズキの反応は異なる。

「──これは、やばいな……」

　思わず眉まゆをひそめながら小さく呟くが、それは隣にいるエリザベートにしか届いていない。

「こ、これは……」

　エリザベートもミズキと同じものを感じているらしく、険しい表情で森を見ていた。

　二人が感じたのは、森の中からあふれ出る異様な魔力だった。

　誰も気づいていないということは、恐らく外にわからないように偽装されているのだろう。

　これは一定以上の魔力感知能力がなければわからないようで、ここにいる中でそれを持っているのはミズキとエリザベートの二人だけである。

　しかもそれなりの大きさがある東の森一帯を網羅するとなると、相当な魔力の持ち主でないと実行できない。

「よし、それでは森の中へ入って各自魔物討伐をしていこう。倒した魔物については、パーティリーダーのカードに記録されるとのことだ。冒険者諸君は思う存分腕を振るってほしい。聖堂教会のみなは、任務を果たそう」

　ミズキとエリザベートが森への警戒心を高めている中、まとめ役のセグレスはさくさくと話を進めていき、森に向かって動き始めていた。

「……あっ！　ど、どうしましょうか。森の中が危険だってセグレス様に伝えないと……」

　エリザベートは、このままではみんなが油断した状態で森に入ってしまうと危き惧ぐしており、セグレスに進言しようと考える。

　しかし、既に集団は動き始めているため、声をかけられるような隙は見当たらない。

「さすがにあの中に入っての報告は諦あきらめよう。もし言えたとしても俺たち以外に気づいているやつがいないのでは、信しん憑ぴよう性せいがない」

「それは……！　はい、確かに……」

　自分の話なら聞いてもらえるだろうと思ったエリザベートはミズキの意見に一瞬反論しようとしたが、すぐにその言葉の正しさを理解して引き下がる。

　セグレスを説得できたとしても、セグレスがそれをみんなに信じさせる根拠が見当たらなかった。

「でも！　どうしましょうか……あのままでは……」

　このままでは恐らくなにも考えずに森の中に向かってしまう。となれば、想定以上の魔物たちに襲われて危険な目にあってしまう可能性が高い。

「エリー、俺たちがあいつらより優れている点はなにかわかるか？」

「……えっ？」

　突然の質問に、エリザベートは一瞬思考が止まる。

「多分セグレスに説明したら時間はかかるが話は聞いてくれる。だが、みんなに理解してもらうのは難しい。だったら、俺たちは俺たちにできることをやるだけだ。それで、俺たちが他のやつらより優れている点は……」

「魔力の高さ、です！」

　魔力が高いがゆえに魔力感知能力も高い。

　それゆえに、今回の異変を察知することができている。

　強力な魔物の居場所を調べることもできるだろう。

「それと？」

「それと……」

　ミズキの問いかけに、エリザベートが考えようとしたところで、アークが自分を見てと言わんばかりに大きく羽ばたいた。

「そうだ！　アークさんがいます！　空を移動できますし、地上の移動でも馬より速いはずです！」

「ピッピピー！」

　その回答にアークは喜び、ミズキは嬉うれしそうに笑う。

「というわけで、俺たちはアークに乗って先行するぞ！」

「はい！」

　勢いよく飛び乗ったミズキに手を伸ばされて、導かれるようにエリザベートもアークの背中に乗っていく。

　それと同時に、アークは足を踏み込んで勢いよく飛び上がると、セグレスたちのはるか頭上を飛び越えて先行していく。

「悪いな、俺たちは先に行かせてもらう。あんたたちはあとからゆっくり来るといいさ！」

「お先に失礼します！」

　ミズキは少し挑発するかのように声をかけ、エリザベートは丁寧に挨あい拶さつをし、アークたちは通り過ぎていく。

「お、おい、ちょ、ちょっと！」

　慌てたセグレスが手を伸ばして声をかけるが、その声は届くことなく、三人はあっという間に森の奥へと消えていった。

「エリー、このまま魔物を倒していくぞ！」

「は、はい！」

　ミズキたちが選択したのは、自分たちが先に向かって魔物たちを倒しておくということ。

　これであれば、セグレスたちが油断していたとしても簡単にやられることはない。

「………………いた！」

　セグレスたちを追い越してしばらくすると魔物の群れを見つけた。

　攻撃がしやすいように、アークは徐々に高度を落としていき、やがて地面を走り始める。

　地上でも馬よりもはるかに速い。

　その背に乗ったまま、ミズキとエリザベートは魔法で魔物を倒していく。

「〝水弾丸〟」

「〝サンダーアロー〟」

　それぞれが取り回しのいい魔法を放って、一撃で屠ほふっていた。




　ゴブリンの上位種ゴブリンソルジャー。

　森に生息する狼の魔物フォレストウルフ。

　巨大芋虫タイプの魔物グリーンキャタピラー。

　毒どく蜘ぐ蛛ものベノムスパイダー。

　麻ま痺ひカマキリのパラライマンティス。

　暗闇を生み出すカエルのブラインドフロッグ。




　この森であれば、どれも普段はいないような上位個体ばかりとなっている。

　そんな魔物たちを瞬殺していくミズキとエリザベート。

　アークに乗った彼らが駆け抜けたあとには、魔物の死体が積みあがっていった。

　これらを全て収納してもよかったが、それでは後続の者たちが不審に思ってしまうため、あえて少しだけ残している。

　ひととおり倒したところで、アークが足を止めた。

「こいつらじゃないな……」

「違いますね……」

　最初に襲い掛かってきた魔物たちを倒し終えた二人がぐるりとあたりを見回す。

　二人が森の外で感じていた強い気配は、この魔物たちではない──そう思った二人の表情は硬い。

「アーク、ゆっくり進んでくれ」

　ミズキの言葉を聞いたアークは慎重にゆっくりと歩き始める。

「森に入ればもっと気配がハッキリするものだと思っていたが……」

「魔素が濃い、ですね。普通の森とは明らかに違います……」

　外から見た限りでは、強い気配がする以外は普通の森に見えていた。

　しかし、ここまで進んできたところで、明らかに空気が変わっていることに気づく。

「あんな魔物たちがいるのもこの魔素のせいかもな……〝水弾丸〟」

　話している間にも新たな魔物が現れ続け、水でできた弾丸によって身体を撃ち抜かれた。

「すごい……私も負けませんよ！　〝サンダーアロー〟」

　こちらは雷で作られた矢が、魔物を的確にとらえていく。

　命中と同時に雷によるダメージが魔物を襲い、そのまま絶命する。

「さすがだな！」

「そちらこそ！」

　二人のコンビによる攻撃は見事なもので、次々に魔物が倒されていく。

　攻撃対象にする魔物も、自然と相手と違うものを選ぶため、攻撃がかぶることもないのが気持ちよさを感じさせていた。

　それを見たアークが援護するように魔物へ攻撃をしやすい位置へと移動していく。

　その姿はまさに三位一体で、流れるように魔物の討伐が進む。

　わずか十分程度の間に次々と周囲の魔物が倒されていき、あたりは魔物の死体が山積みになっていく。

「こ、これは……」

　そこに到着したのはセグレスたちであり、目の前の光景に驚いて言葉が出ない。

　軍隊一つ分の成果を二人で挙げてしまったことに愕がく然ぜんとしていた。

「あぁ、やっと来たか。少しばかり先にやらせてもらっている」

　魔物の死体の山の頂点で何事もなかったかのように振り返って冷静に言うミズキに、セグレスをはじめとする面々は頬をヒクヒクとさせていた。

「あ、お疲れ様です。少し頑張ってみました！」

　謙虚な物言いのエリザベートは笑顔でぺこりと頭を下げるが、こちらの言葉にも彼らは言葉をなくしてしまう。

　少し頑張っただけでこんな結果にはならないだろう！　と心の中で総ツッコミをいれる。

「ピピー！」

　極めつけがグリフォンであるアークの存在。

　グリフォンとは一般的に上位の強力な魔物として認識されている。

　本来なら一生のうちに一度出会うことすら難しいレアな魔物である。

　休憩時間にも見かけたが、改めてそんなグリフォンに騎乗した状態で戦ったと思われる彼らに対して言葉が出なくなるのは当然だった。

「さて、それでどうする？　このあたりの魔物はとりあえず倒しておいたが、ここから固まって動くのか、分散して戦うのか」

　せっかく集まってここまで来たことを考えれば固まって動くのが正しい。

　しかしながら、魔物を討伐することで依頼報酬が変わってくる冒険者からすると、それはあまり好ましいことではない。

　そして聖堂教会と冒険者が互いに連携をとれるとも思えなかった。

「うーむ、それでは我々聖堂教会はまとまって動くことにする。冒険者たちはパーティごとに自由に動いて魔物を倒していく。それでどうだね？」

　セグレスは、集団の力と個の力、それぞれを活いかせる案を提示する。

「あぁ、俺たちはそれで構わない。なあ？」

　返事をし確認をとったのは、今回参加している冒険者の中で最も経験豊富な男性。

　彼の名前はカッツといい、頬に大きな傷があり、赤い髪は短く切りそろえられている。

　冒険者ランクは上から三つ目のＢランクだが、経験に裏打ちされた確かな実力を持っており、街の冒険者ならば、誰もが実力を認める人物だった。

「僕たちからしたら、自由に動けるからそっちのほうがありがたい」

　不敵な笑みを浮かべながらそう返事をしたのは、同じくＢランク冒険者の男性。

　緑の長髪をなびかせている。

　若手の中でも注目株の実力者である。

　彼の名前はロビンといい、女性からの人気が高く、女性冒険者の中にはファンも多く、今も彼の名前を様づけで口にしている者までいる。

　この二人のパーティが今回の冒険者側のツートップであり、二人が納得しているとあって、反対意見はなかった。

「よし、それじゃあ、俺たちは自由に行くぞ！　あっちのガキどもに負けるなよ！」

「みんな、各自のパーティで動こう！　ただ、あまり他から離れないほうがいい！」

「「「「おおおおお！」」」」

　カッツとロビンが声をかけると、冒険者たちはその言葉に呼応して動き始める。

「……君たちはどうする？」

　冒険者たちが魔物討伐に向かったのを確認したセグレスは、ミズキとエリザベートに質問する。

「俺たちは少し奥に行こうかと思っている」

　ミズキの言葉にエリザベートも頷うなずいている。

　二人は森の中に先行していたことで、魔素の濃さに徐々に慣れてきており、森の外で感じていた気配がいる方向もハッキリと感じられるようになってきていた。

　ゆえに、二人ともがそちらに向かおうと考えている。

「なるほど、あまり無理はしないように。君たちは実力があるのかもしれないが、年若く、人数も二人と少ない。前途有望な君たちに何かあるのは、私としても好ましくない……あまり、奥に行かないようにな」

　心配している様子のセグレスは最後に注意をすると、教会メンバーへの指示に移る。

「……さて、ありがたい助言だが、行かないわけにはいかないな」

　ミズキはセグレスの最後の一言に思うところがあったが、切り替えて森の奥に視線を向ける。

「はい！」

　エリザベートは特に彼の言葉を気にしておらず、森の奥にいる何かをなんとかしようとだけ考えていた。




　そこからは魔物の見落としがないように、アークはやや速度を落として進んでいく。

　魔物の集団に出会うことはなく、散発的な遭遇を簡単に対処していく。

「もうそろそろだが、大丈夫か？」

　ミズキは前に座るエリザベートに改めて質問する。

　彼らはだいぶ奥までやってきており、ここから先にいるのはこれまでの魔物とは異なって、かなりの強さを持っている相手だということがわかっている。

　そんな相手と戦うことになるが覚悟はあるか、と確認していた。

「もちろんです。むしろ、あんな強力な魔物と戦えるのはミズキさんと私だけだと思っています。ここまでの戦いでミズキさんの力量は嫌というほどわかっていますから！」

　愚問であると言わんばかりに、笑顔のエリザベートはハッキリと言い切った。

　むしろ共に戦えることを誇らしく思っている様子でもある。

「……今更かもしれないが、エリーは俺が水の魔法使いだということを気にしないんだな」

　自信満々で答えたエリザベートに対して、まるで眩まぶしいものを見るかのように目を細めたミズキは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。

　ミズキはこちらの世界に来て、水属性であることを家族に馬鹿にされていた。

　冒険者ギルドに到着した時も同様に馬鹿にされていた。

　しかし、そんなことを言われるとは思ってもみなかったのか、エリザベートはキョトンとした顔をしている。

「どうして水属性であることを気にするんですか？」

　それはミズキを気遣っているのではなく、心の底からそう思っている表情だった。

「いや、ほら、水属性って弱いからって馬鹿にされているだろ？　だから……」

　これまた意外な反応にミズキがこんなことを説明することになる。

「……えっ？　だって、ミズキさんはあんなに強いじゃないですか。属性なんて関係ないです。ミズキさんの実力は私よりも相当上です。魔法というのは道具と一緒で、使う人次第で実力は大きく変わるものです！　そんな方を尊敬こそすれ、馬鹿にだなんてできません！」

　彼女は心外だと、むっとした表情で強く反論した。

　今度はミズキがキョトンとしてしまう。

　こちらの世界に生を受けてから今日までの間、髪の色や属性ではなく、ミズキ個人を見てくれたのは師匠のグローリエルと姉弟子のララノアだけだった。

　この世界では、なぜかわからないが、水魔法の劣等性について幼いころから教え込まれている。

　それは人族でも、エルフ族でも、獣人族でも、その他の種族でも変わりない。

　だがエリザベートは属性の種類ではなく、ミズキ自身の実力だけを見て、彼のことを判断してくれていた。

「……ははっ、エリーはすごいよ。貼られたレッテルじゃなく中身を見るなんてこと、そうそう簡単にできるものじゃない。だけど、それを聞いて胸のつかえがおりた、行こう」

　裏のない彼女の純粋な気持ちを聞いたミズキの顔からは完全に迷いが消え、気持ちはこの先にいる相手に向き始める。

「はい！　アークさん、お願いしますね！」

　大したことを言ったつもりはなかったが、ミズキがスッキリした表情になっているため、エリザベートは優しく微笑んでいる。

　機嫌よく歩きだしたアークは人語を理解しており、エリザベートがミズキの実力を見てくれていることを嬉うれしく思っていた。

　森の奥へと向かう道中にも魔物の姿はあったが、二人の敵ではなく、あっさりと倒される。

「もう少しだ」

「はい」

　二人とも口数が少なくなってきている。

　それだけ、件くだんの気配の主が近くなっていた。

「……見えました！」

　まだまだ距離はあるというのに、エリザベートはその魔物を発見して、指をさしつつ声をあげる。

　それは離れていてもわかるほどに大きな魔物だった。

「あれは……アイアンデーモン？」

　顔をぐっとしかめたミズキが魔物の名前を呟く。

　デーモンと名のつく魔物は魔界と呼ばれる特別な場所にしか存在しないはずである。

　森から突き出した大きな身体、青みがかった黒い皮膚にはところどころ金属のような鱗うろこがあり、頭には鈍く銀色に輝く大きな角が左右に一本ずつ生え、淀よどんだまなざしで、口には鋭い牙きばがある。

　背中には大きな黒い羽があった。

　これらの特徴は最も下位のブロンズではなく、その上のアイアンデーモンであることを表していた。

　こうやってただ見ているだけでも魔力の高い魔物であるとミズキたちは感じ取っている。

「なんでこんな場所に……」

　硬い表情のエリザベートは魔界にいるべき魔物が目の前にいることに驚きを覚えていた。

「それはわからんが、森がなんでこんなに魔素が濃い状態なのかはわかったな」

　魔界の空気は魔素を多く含んでおり、デーモン族はその魔素を吸収してエネルギーにしている。

　その証拠にアイアンデーモンの周りを注視すると異様な魔素の流れが見えた。

「誰かがあの魔物をここに存在させるために……」

　ミズキの言葉を受けたエリザベートが理由を口にする。

　デーモンをこの場所に留とどめておくには、これだけの魔素が必要になるのは道理であった。

「魔物が活性化しているのは魔素が原因、魔素が濃いのはあのデーモンを森に存在させるためだ。だったら俺たちのやることは簡単だ」

　ミズキはアークの背から降りると、右手に魔力を集めていく。

「わ、私も！」

「いや、エリーはアークに乗ったまま離れた場所から魔法で戦ってくれ」

　エリザベートも慌ててミズキに続こうとするが、それを止められる。

　ミズキが知っている情報では、アイアンデーモンは、巨体で単純な攻撃力が高い。

　そして様々な魔法を操り、なにより動きが速い。

　だからこそ一緒に戦うよりも二人が別々に行動したほうがいいと判断していた。

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

　ミズキたちを視界にとらえたアイアンデーモンは、おたけびをあげると一気に動き出す。

　踏み出した一歩はドスンという重い音を出しており、上げた足の下に広がる地面に足跡がついている。

　一見重そうな動きながらも、事前の情報のとおり見た目以上の速さでどんどん距離を詰めてきた。

「さて、まずは小手調べといこうじゃないか」

　そんなアイアンデーモンに対して、ミズキは真正面から向かっていく。

「ミズキさん！」

　さすがのミズキでも、あの巨体と正面からやりあうのは無謀なことをしているとしか思えず、エリザベートは思わず悲鳴にも似たような声で名前を叫んだ。

　その声を背中に受けるミズキだったが、足は止まらずアイアンデーモンとの距離がどんどん詰まっていく。

「も、もう！　〝サンダー……」

　そんなミズキを援護するため、エリザベートは右手を前に出して魔法を放とうとする。

「ピー！」

　しかし、アークが動いて魔法の邪魔をした。

「なんで！　アークさん、なんで邪魔するんですか！」

「ピー」

　アークはエリザベートの必死な問いかけに、静かな声でくちばしをミズキに向けた。

　今まさに衝突する瞬間、ドゴオオンという轟ごう音おんが森に響き渡る。

「きゃああ！」

　エリザベートは泣きそうな表情で顔を覆うと今度は本物の悲鳴をあげる。

「──エリー、俺なら大丈夫だ」

　その声はいつものミズキのものだった。

　彼は武器屋でもらった片手剣でアイアンデーモンの右拳こぶしを受け止めている。

「ＧＵＲＲ!?」

　そんな彼に、アイアンデーモンは驚きよう愕がくしている。

　子どものミズキに対して、アイアンデーモンの体長は五メートルをゆうに超えている。

　明らかに体格差で押し勝てると思っていただけに、アイアンデーモンの動揺は大きい。

　しかも、彼が手にしている剣は特別な力を持っているわけではなく、ただの金属製の剣だった。

「あんまり驚くなよ。まだまだ、これからなんだろ？」

　飄ひよう々ひようとした態度でそう言ってニヤリと笑うミズキは戦いを楽しんでいる。

　エールテイル大森林ではデーモン系の魔物と戦うことはなかった。

　だから、この珍しい相手と戦えることが楽しかった。

「ＧＡ、ＧＡＡＡＡＡ！」

　ミズキの言葉を挑発と受け取ったアイアンデーモンは、怒りをにじませて反対の拳を振り下ろす。

　ミズキが持っている片手剣は一本であり、そちらは右拳で封じているため、こちらを防げるはずがないという狙いである。

「まあ、そうするだろうな。〝水壁〟」

　アイアンデーモンの次の手を予想していたミズキの右側には魔法で作られた壁が作り出され、拳を防ぐ。

「ＧＡＡＡＡＡＡ！」

　しかし、それは少しの障壁とはなったが、一秒程度の時間を稼いだだけでぶち抜かれてしまう。

「さすが、だが。〝水剣〟」

　拳を防いだ一瞬の間に、ミズキは右手に刀身を生み出す柄つかを握っており、そちらで攻撃を防いでいた。

「ＧＵＡＡＡＡＡ！」

　しかも、こちらはミズキの強力な水の魔力を十分に込めたものであるため、切れ味がただの片手剣とは格段の差がある。

　アイアンデーモンの拳は水剣によって深く斬りつけられており、緑色の血が噴き出した。

「さあ、まだまだこれからだろ？」

　戦いを楽しんでいるミズキは先ほどと同じような言葉を口にして、ニヤリと笑う。

　不敵な表情のミズキに対して、アイアンデーモンは何か嫌な予感を覚えて、慌てて後方に飛んで距離をとる。

　ドスンと大きな音とともに砂煙がまきおこる。

「これだけの体格差があるのに、一度ひくのか……その冷静な判断、わかっているな」

　小さい相手だからと侮らずに、強者と捉とらえているからこその行動である。

　つまり、それだけの考えを巡らせることができる相手だと、ミズキも再度気を引き締めていく。

「ミ、ミズキさん！　本当に大丈夫、なんですか？」

　あれだけの攻防があったからには、大丈夫とは言ったものの、何かしらダメージを受けているのではとエリザベートは心配そうな顔で声をかける。

「問題ない。それよりも、エリーは最高の魔法をいつでも撃てるように準備しておいてくれ。頼んだぞ！」

　ミズキはエリザベートにそう言うと、剣を構えて勢いよく走りだす。

　ただ走るだけでは、人間の、しかも子どものミズキではアイアンデーモンの速度に対応できない。

　ゆえに、一歩踏み出すごとに足の裏から水を射出して速度を生み出して、移動距離を稼いでいく。

「ＧＵＡ!?」

　想定していた以上の速度を出すミズキを見て、アイアンデーモンは驚愕の表情を見せる。

「驚いている余裕はないはずだ、ぞ！」

　ミズキは左手に片手剣、右手に水剣を持って接近する。

「うおおおお！」

　まずは右の水剣で斬りかかった。

「ＧＵＯＯ！」

　それに対して、アイアンデーモンはいつの間にか持っていた片手斧おのをぶつけてくる。

「魔力カット」

「ＧＡＡ!?」

　呟つぶやくと水剣の刀身は消えて、片手斧は空を切った。

「からの〝水剣〟」

　そして、ミズキはすぐに刀身を再度作り出す。

「せやあああ！」

　そのままの勢いで斬りつけ、アイアンデーモンの腹のあたりに大きな傷をつける。

　ミズキの攻撃はそれで止まらない。

「〝水弾丸〟」

　これまでに何体もの魔物を倒しているこの魔法。

　水で作られた弾丸は左手の指先から五発ほど撃ちだされる。

　既に片手剣は収納してあるため、問題なく魔法が放たれた。

「ＧＹＡＡＡＡＡ！」

　傷をピンポイントで狙った魔法は全て命中し、アイアンデーモンに叫び声をあげさせた。

　もちろんこれで倒せるとはミズキも思っていない。

「それじゃ、これもおまけにつけておくか。〝水球〟」

　バスケットボールほどの大きさの水の玉。

　それが空中にこれまた五つほど生み出されて、全てがアイアンデーモンに命中する。

　これは水弾丸と比べて殺傷能力は低いが、あえてこの魔法を使う。

「それから、これもついでだ！」

　最後にミズキは再び取り出した片手剣を傷口に突き刺した。

　水剣に比べて格も質も劣るため、大きなダメージを与えられるものではない。

　しかし、ミズキの狙いは別にあった。

「いまだエリー!!」

　ミズキは合図を出すと、すぐにアイアンデーモンから離れる。

「はい！」

　大きな声で呼ばれたエリザベートはここまでミズキの指示に従って、ずっと魔力を練っていた。

　彼はエリザベートに最高の魔法をいつでも撃てるように準備をしておけと指示を出していた。

「〝ライトニングランス〟！」

　それに応こたえるため、エリザベートは丁寧に練り上げた魔法を放つ。

　バチバチと稲光を放つ雷で作られた大きな槍やり。

　それがアイアンデーモンの前方、後方、左右、斜め、上と無数に生み出されていた。

「いけえええ！」

　そして、彼女の合図とともに全てのライトニングランスがアイアンデーモンに突き刺さった。

　アイアンデーモンの身体はミズキの水魔法でびしょぬれになっており、雷の伝導性があがっている。

　しかも、体内に雷が浸透しやすいように剣が突き刺さっていた。

「ＵＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＡ……」

　苦しくうめくような声をあげながら、のけぞったアイアンデーモンは身体を何度も震わせ、そして動きを止める。

「……やったな」

　しばらくの静寂の後、これ以上は動かないことを、そしてアイアンデーモンが発していた魔力がゼロになっていることを感じ取ってからミズキが呟く。

「はあ、はあ……やり、ましたかね？」

　一気に強力な魔法を使ったエリザベートは息を乱しながら確認する。

「さて、どうかな……〝水球〟」

　ミズキは距離をとった状態で水球をぶつける。

　命中したアイアンデーモンは反応がなく、ドサリと大きな音を立ててあっけなく倒れた。

「ふむ、倒せたみたいだな」

「やりました！　ふう……」

　ミズキは確実に倒せたことに満足し、エリザベートは疲労からアークの身体に突っ伏す。

「いやあ、これはすごい、見事だ！」

　二人がアイアンデーモンを倒した、そのタイミングを計っていたかのようにセグレスがパチパチと拍手をしながら現れた。

「セ、セグレス様!?」

　あまりにタイミングがよすぎる登場にエリザベートは驚いている。

「エリザベート、ご苦労様。ふむ、才能があるとは思っていたがこれほどの力を持っているとは……目をかけたかいがあるというものだ」

　ねっとりとした口調でニコニコと笑いながらセグレスが話しかけてくる。

　ミズキは、このタイミングで現れたことで、そもそも彼自身になにか違和感を覚えていたことを思い出す。

　それに、これまでの印象と、今の彼の様子が全く違うため、ミズキは気持ち悪さを覚える。

「アーク！」

「ピー！」

　ミズキの声に反応して、セグレスを威嚇するように高く鳴いたアークは、エリザベートとともにミズキのもとへと移動する。

「おや、どうしたんだ？　私は見事な働きをしたエリザベートを褒めようと思っただけなんだがね」

　距離をとられたことが心外だと言わんばかりに、セグレスは肩を竦すくめている。

「褒めるのは距離があってもできるだろ。それより聞きたいことがある──あんた、どうして一人なんだ？」

　明らかにおかしい態度のセグレスに向けて、警戒するようにミズキは問いかけた。
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　セグレスは聖堂教会のメンバーをまとめて、集団で行動しているはずである。

　だがここに現れたのはセグレスたった一人であり、馬にも乗っておらず、あとから聖堂教会の面々がやってくる様子も見られない。

「……あぁ、やはりな。最初に会った時から感じてはいたが、君はなかなか子どもの割には聡さといようだ。エリザベートが気にかけていたようだから放っておいたが、これならば冒険者ギルドで君の参加を断っておけばよかったかな？」

　そう言い放つセグレスの顔はへらりと笑っているが、言葉には苛いら立だちが混じっている。

「俺もそう思う。俺のことを見抜けなかったのは、あんたの落ち度だ。それで、もう一度聞くが……なんで、あんたは、一人なんだ？」

　エリザベートをかばうように立つミズキは、今度は言葉を区切り、しっかりと確認した。

「──は」

　少しうつむき加減のセグレスが一言口にする。

「「は？」」

　ミズキとエリザベート、そしてアークが訝いぶかしげに首を傾げた。

「ははははははははははは、ははははははっ！　あっはははははは！」

　急に腹を押さえてセグレスが大笑いし始めたため、ミズキたちは困惑と驚きよう愕がくの表情で彼のことを見ている。

「あはははは、いやあ、はは、そうかあ、うんうん、そうだなあ……」

　ひとしきり笑ったセグレスは目頭に手をやり、何度か頷うなずく。

　どうやら自ら何かに納得している様子であり、自身に言葉をかけていた。

「「「!?」」」

　次の瞬間、三人は驚く。

　笑いが止まり、ゆらりと顔をあげたセグレスの目は赤黒く輝いており、およそ人のそれとは思えなかった。

「いやいや、やはりお前のようなガキを連れてくるんじゃなかった。冒険者ギルドの前で茶番を見た時には、関わらないなら放っておこうと思っていたが、情けをかけるんじゃなかったな。改めて聞くが、お前の属性……水だな？」

　急に口調が変わったセグレスが下卑た笑いを浮かべつつ、ミズキへと質問をする。

「あぁ、見てのとおり俺の属性は水だ」

　否定する理由もないため、ミズキは堂々と答える。

　まさかここにきて、セグレスが水属性を馬鹿にでもするのか？　とやや呆あきれてもいた。

「──まさか、水魔法なんて面倒なものを使うやつでまともなやつが生きているとはな。本当に、面倒なことになったものだ！」

　しかし、セグレスは馬鹿にしているのではなく、水魔法を嫌っているような言葉を放つ。

「おい、お前たち！」

　苛立ったままセグレスが怒鳴り声をあげる。

　だが、その相手はミズキたちではなく、いつの間にやってきていたのか聖堂教会の者たちだった。

「みなさん、私です！　エリザベートです！」

　それに気づいたエリザベートが必死に声をかけようとするが、全く反応する様子が見られない。

　ゾロゾロと現れた男たちだったが、目はうつろで動きもまるでゾンビであるかのような頼りない歩き方をしていた。

「呼びかけても無駄だ。君の期待を裏切ることになるが──こいつらは既に死んでいる」

　セグレスはケラケラと笑いながら強烈なことをあっさりと言い放つ。

「そ、そんな!?」

　エリザベートは驚き、悲痛な面持ちで手を口にあてる。

　つい昨日までは一緒に話をしていたはずのみんなが死んでいる。

　しかも、それを尊敬する上司であるセグレスが笑って見ていることに衝撃を受けた。

「ゾンビ？　いや、腐敗しているようには見えないな。むしろただ移動のためだけに操られているようにも見える。それに、それぞれが強い魔力を秘めているような……まさか！」

　ミズキはなにかに気づいて、先ほど倒したばかりのアイアンデーモンの死体を見る。

「ははっ、そこまで察しがいいのか。いやあ、ほんと面倒な子どもだな」

　ミズキの反応に笑ったセグレスだったが、すぐに表情がなくなり、冷たい視線をミズキに向けていた。

「……えっ？　ど、どういうことなんでしょうか？」

　想像ができないからなのか、信じたくないからなのか、エリザベートは二人が何について話しているのかわからず困惑している。

「エリーにもわかるだろ？　俺たちが倒したアイアンデーモンの魔力、そしてあいつらから感じる魔力……」

「えっ？　あっ……な、なんで!?」

　ミズキの指摘を受けて改めて魔力感知をしたエリザベートは、ありえない事実に驚愕している。

「そうだ、お前たちが倒したアイアンデーモンは元々人だった。そして、今のこいつらはいうなればアイアンデーモンの卵のようなものだ。そして、卵が孵ふ化かする条件は濃い魔素があること……つまり」

　セグレスが笑うと、先ほどまでゆっくりと動いていた聖堂教会の者たちがピタリと動きを止めた。

　そしてピシピシと音をたてて身体にヒビが入っていく。

　人の身体だったはずが、まるで卵のようにひび割れ、ぬるりと中からアイアンデーモンが生まれ落ちた。

「さあ、アイアンデーモンの、誕生だ！」

　セグレスがニヤリと笑って両手を大きく広げる。

　まるでそれが最後の合図だったかのように、アイアンデーモンが次々と姿を現していく。

　その数──五十体。

「そ、そんな、一体倒すだけでもあんなに大変だったのに……」

　エリザベートは魔力の大半を先ほどの魔法に使っていた。

　それでなんとか倒せたが、五十体もの数を相手するとなると、単純にエリザベートが五十人必要な計算になる。

　それは絶望的であり、エリザベートから力と希望を奪っていく。

　信頼していたはずの人物が敵対していること、仲間だと思っていた人たちはみんな死んでしまっていること、そして眼前の敵の数……。

　なにもかもが衝撃的で、ショックで、辛つらく、きつかった。

　彼女は流れ落ちる涙をぬぐう気力すらなく、がっくりとうなだれてしまう。

「……はあ、やっと尻尾しつぽを出したか。つまり、この森の魔素がこんなに濃いのも、アイアンデーモンがいたのもお前の仕業ってことだ。いや、お前たち、と言ったほうが正しいのか？　お前みたいなやつにこれだけの大それた絵を描けるとは思えないからな」

　ミズキは今回の依頼をこなしていくうちに、そのうち犯人が姿を現すだろうと予想していた。

　冒険者ギルドが大型の依頼に、冒険者たちを派遣するという話はすぐに広まるだろう。

　人数が多ければ、森にいるという魔物が倒される可能性も十分に秘めている。

　それを見過ごすはずがないと踏んでいた。

　さらに言えば、黒幕がセグレスだったのもなんとなく予想ができていた。

「まあ、なんにせよ倒すだけだから、どっちでもいいがな」

　だからこそ驚きはなく、早く終わらせたいとすら思っていた。

「たかだか人間ごときの言葉、気にするまでもないが……さすがに少し苛立つな」

　歯し牙がにもかけない様子のミズキに、自分が舐なめられていると感じたセグレスは苛立ちから魔力を解放していく。

　すると身体が肥大化し、ドクドクと脈打つようにうねって、本来の姿を現す。

　それまで肌色だった皮膚はよどんだ青になり、頭からは鋭く太い角が左右に一本ずつ生えてくる。

　これはおよそ人の姿ではない。

「魔族……」

　ミズキが呟つぶやくと、エリザベートはビクリと身体を震わせた。

　魔族はこの世界で最強と言われ、その存在は人々に暗い影を落としていた。

　恩人だと思っていたセグレスが仲間を裏切っていた。

　それだけだとエリザベートは思っていたが、彼の正体がその魔族だったというとんでもない現実に完全に打ちのめされていた。

「あぁ、そうだ、私は魔族だ。貴様らのような下等な種族とは違う。さあ、その生意気な口を閉じてもらおうか」

　口調からセグレスは冷静であるように見えるが、その言葉の裏には怒りがこもっており、ミズキもそれを感じ取っている。

「まあ、そんなに慌てるなって。数はそっちが圧倒的なんだ、たかだか子ども二人にそこまで怒らなくてもいいじゃないか」

「言葉を重ねても無駄ということか。望むとおりにしよう。お前たち、あいつらを……」

　ミズキを突き放すような目つきで睨にらみながら、下等な種族とこれ以上話しても無駄だと考えたセグレスはアイアンデーモンたちに指示を出そうとする。

「〝大水竜〟」

　だが、セグレスの言葉が終わらないうちに、ミズキが魔法を放った。

　これは、家を飛び出した時に使った〝水竜〟の魔法の改良版。

　あの時も自分を閉じ込めていた塔の扉を破壊するほどの威力があった水竜を、この数年で強化しており、巨大な水の竜を生み出していた。

「喰くらいつくせ！」

　巨大な水竜はアイアンデーモンを次々と飲み込んでいく。

　その様子をエリザベートとセグレスは何も言えずにただただ、呆ぼう然ぜんとして見ていた。

　さすがに数が多かったため、全てのアイアンデーモンを倒すのは一瞬とはいかずに、少し時間がかかっている。

　だが巨大な水竜は確実にアイアンデーモンたちを飲み込んでいった。

「ミ、ミズキさんは一体……」

　何者なのか？　なぜこんなに強いのか？　なぜ自在に魔法を操れるのか？

　呆然と立ち尽くしたエリザベートの頭に様々な疑問が浮かんでくる。

「さあ、エリー」

「えっ？　は、はい！」

　そんな状況で名前を呼ばれたため、エリザベートは驚いてから、慌てて返事をする。

「アイアンデーモンは倒し終わった。あとはあいつだけだ」

　エリザベートが思案していた時間はわずか一、二分程度であったが、その間にアイアンデーモンの掃討は完了していた。

「それで、セグレスだったか。お前はどうするんだ？」

　この状況でもまだ戦うつもりがあるか？　ミズキはそんな意味を込めてセグレスに質問を投げた。

「はっ、たかがアイアンデーモンを倒した程度でいい気にならないことだな。あいつらはデーモン種のなかでも、下から二番目程度の力しか持っていない」

　負け惜しみを言うセグレスを見て、ミズキは面倒くさそうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「俺は別にいい気になんてなっていないし、質問はお前はどうするのか、だ。あれだけの手勢を失ってお前一人になって、それでもまだ戦うつもりなのか？　ということだ」

　冷静なミズキの質問に、セグレスは怒りの表情のまま、頬をヒクヒクと動かしている。

「言い方を変えてやろう。頼みの綱のアイアンデーモンがいないのに、仲間がいなくなって弱いお前が一人で戦えるのか？」

　セグレスの苛いら立だちをあおるようにミズキは薄く笑って、挑発するように言う。

「──お前、死んだぞ」

　挑発の効果はてきめんであり、それまで怒りに満ちていたセグレスの顔から表情が消え、ひやりと冷たい視線がミズキをとらえていた。

　更にその身体を黒い魔力が取り巻いていく。

「あの魔力の色は!?」

　ミズキの水の青とも、エリザベートの雷の紫とも、他の属性のどの色とも異なる黒い魔力をまとわせていることにエリザベートは驚いている。

「エリー、あれは魔族だけが持つ黒い魔力──闇の魔力だ」

「闇!?」

　魔族以外には使えない闇属性、それを見た者はほとんどいないと言われている。

「そういえば、セグレスが元々魔族だったのか、魔族がセグレスになり済ましたのかはわからんが……どっちなんだ？」

　ミズキは空気をやわらげるためか、ただ思いついたからか、こんな質問を投げかけた。

「そのような言葉に答える義務はないな」

　敵意をむき出しにしたセグレスは会話を打ち切ると、ぐっと足を踏み込んで走り出す。

「死ね」

　先ほどまでとは比べ物にならない速さで接敵するセグレス。

　闇の魔力がセグレスの身体能力を強化している。

　その右手には大剣が握られており、剣自体も闇の魔力に包まれていた。

「〝水剣〟」

　片手剣では受けきれないと判断したミズキは、柄つかに魔力を流して作り出した水剣一本でセグレスの攻撃に立ち向かう。

「そんなもので我が攻撃を防げると、思っているのかあああああ！」

　セグレスは怒りを口にしながら、まるで片手剣であるかのように大剣を軽々と振り下ろす。

　人間ではありえないほどに強化された身体能力による一撃。

　剣技から放たれた風圧で、あたり一帯がぶわりと揺れ動く。

　その大剣に向かって、ミズキは水剣を出し受け止めようとする──ふりを見せる。

「解除」

　これまたアイアンデーモン戦のときと同じように一度刀身部分を解除してセグレスの空振りを誘発させようとする。

「それは既に見た！」

　セグレスは苛立ちながらも冷静さを失わず先の戦いを観察しており、ミズキの戦闘方法も確認していた。

　ゆえに、ミズキが水剣を手にした時点でこの戦法が使われる可能性を予測していた。

「だろうな」

　ミズキはこの手が読まれることを想定しており、次の手を先に打っていた。

「〝水竜〟」

　アイアンデーモンに使ったものよりは威力が劣るものの、素早く放つことのできる強い攻撃魔法。

「なに!?」

　それは、今まさにミズキに向かって大剣を振り下ろそうとしているセグレスの隙を完全についたもので、足元から水竜が飲み込んでいく。

「や、やった！」

　それを見ていたエリザベートが歓声をあげるが、ミズキは戦闘態勢のままで距離をとる。

「まだだ。さすがにあれじゃ倒せない……だろ？」

　水竜が消え去ったあと、そこにはセグレスが立っている。

「その通りだ。あの程度の魔法で私にダメージを与えられるわけがない」

　ノーダメージのセグレスは、ミズキの魔法が効いていないことを口にする。

「そ、そんな……」

　エリザベートは、強力なミズキの魔法が効いていないことにショックを受けていた。

「気にしなくていい。魔族相手だったらこうなると思っていた」

　ミズキは全くといっていいほど慌ててはいない。

　全て予測済みだった。

「ふむ……なぜそんなに落ち着いているんだ？　頼みの魔法が通用しなかった。恐らく威力を上げたところで私には通用しないだろう」

　動じていないミズキを見て、なにを考えているのかと目を細める。

「……そもそも私が魔族と聞いても驚いていなかったな。何か知っているな？」

　セグレスは得体の知れないミズキを見て、内心穏やかではない。

「何か、と言われても、大したことじゃない。魔族の存在くらいは知っていたさ」

　具体的なことは言わず、あえて匂わせる程度に収める。

「なるほど、答えるつもりはないということか……ふむ、貴様がそれなりにやるのはわかった。だが、それと同時に貴様の弱点も理解した」

「俺の弱点？」

　そんなものがあるわけがなく、あったとしてもこの短時間で探られるようなものとは思えず、ミズキは首を傾げてしまう。

「ハッ、自分のことというのは存外見えないものだな」

　ミズキのことを嘲あざ笑わらいながら、セグレスはそう言って走り出す。

　ミズキではなく、エリザベートに向かっていた……。

「……えっ!?」

　ショックを受けているエリザベートは突然向かってきたセグレスに対応できない。

「──ちっ！」

　それに気づいたミズキが慌てて走り出すが、さすがに距離があるため、間に合わない。

「ピー！」

　アークがエリザベートを守ろうと立ちはだかる。

「獣風情がうるさいぞ！　〝ダークファイア〟」

　しかし、セグレスはアークへの対処も考えており、闇の炎を放つ。

「ピ、ピピー！」

　闇の炎はまるで生き物のように動いて、アークにまとわりついて動きを封じていく。

「くっ、〝サンダーアロー〟」

　この状況にあって、エリザベートはなんとか雷の矢を一本だけ撃ちだすことに成功する。

「ふん、効かん！」

　しかし、魔法は腕を一振りするだけでかき消され、セグレスの拳こぶしがエリザベートの肩のあたりに命中して彼女を吹き飛ばした。

「きゃあああああああああ……」

　そして、エリザベートはそのまま気絶してしまう。

「くそっ！」

　怒りで目を見開いたミズキは速度を上げてセグレスに向かって行く。

　セグレスはぐったりと倒れているエリザベートのもとへと一瞬で移動しており、その顔の上に足を乗せていた。

「動くな」

「ぐっ」

　言われてミズキは足を止める。

　まるで親の仇かたきを睨にらむかのごとく、鋭い視線をセグレスにぶつける。

（まさか人質をとるとはな。確かに弱点と言われても仕方ないな。まさかアークの動きまで止められるとは思わなかったから油断していた……）

　そんなミズキを見てセグレスはニヤニヤと笑っている。

「所しよ詮せんは子どもだな。会ったばかりの女をかばって自らを危険に陥れるとは」

　それを聞いてミズキの眉まゆがピクリと動く。

「おっと、動くなよ」

「がはっ……！」

　ミズキが少し動いたのを確認したセグレスは、気絶していたエリザベートの腹を蹴けり飛ばした。

「はあ、わかったよ。動くつもりはない。それで、この状況でお前はどこをゴールに定めているんだ？」

　人質をとって、ミズキの行動を制限させている。

　次にセグレスがどんな行動をとろうとしているのかをミズキは確認していく。

「口ばかりよく回るようだ。いいだろう、教えてやる。まずお前には死んでもらおうか。水魔法の使い手をのうのうと生かしておくわけにはいかないんでな」

　自分の邪魔をしたミズキ、ではなく、水魔法の使い手と言ったことにミズキは眉をピクリと動かす。

（やはり水魔法が劣等属性として見られるのには色々理由があるみたいだな）

　その言葉から、この世界の水魔法に対する認識の歪ゆがみに、魔族が関わっている可能性を確信する。

「次に、勿もつ体たいないがエリザベートにはデーモンの依より代になってもらうとしよう。これだけ魔法の才能があれば、強いデーモンになるはずだ」

　ずっと慕ってついてきたエリザベートのことすら簡単に切り捨てる非情さは、まさに魔族である、とミズキは目を細める。

「生意気な面だな……〝ダークランス〟」

　エリザベートがアイアンデーモンを倒した時に使った魔法。

　それの闇属性バージョンがミズキに向かって撃ちだされる。

　まっすぐ飛んでくるのがわかっていても、ミズキはその場から動かない。

　動くなと言われており、避よけるようなことをすればエリザベートにいっそうの攻撃が加えられてしまう。

　それだけは避けたかった。

「ぐっ」

　そして、魔法はミズキの左太もものあたりをかすめて大きな傷をつけた。

「ふむ？　少し狙いが外れたか。だが、これでどうだ？　〝ダークランス〟」

　セグレスは再び同じ魔法を撃ちだして、ミズキを攻撃する。

「がっ！」

　今度は右腕に命中し、深く突き刺さる。

　さすがのミズキも出血が多くなり、痛みから膝ひざをついてしまう。

「動くなと言っただろ……というのもさすがに可哀想か。腕を貫かれて意識を保っているだけ褒めてやってもいいがなぁ」

　確実にミズキが動いた形にはなるが、エリザベートには攻撃せず笑っていた。

　そのことにホッとするミズキだったが、その思いは次の瞬間、裏切られることとなる。

「だがまあ、ルールはルール、守ってもらおう」

「きゃああ！」

　セグレスはエリザベートの手を踏みつけた。

　容赦ない踏みつけに気を失っていたエリザベートも意識が無理やり引き戻され、悲鳴をあげる。

「貴様！」

　ミズキは怒りを抑えきれず、痛みに顔をゆがめながらもセグレスを睨みつけた。

「いいのか？　そんな生意気な顔をすれば、私の怒りに油を注ぐことになるぞ？」

　そう言ってセグレスが大きく右足を上げた。

　再びエリザベートのことを踏みつけようとしている動きだった。

「はっ、やれるものならやってみるがいい」

「負け惜しみを……」

　そう言って、セグレスはエリザベートに視線を落とし、どこを踏みつけるか考える。

　この一瞬の隙が状況を変えた。

「ピイイイイイイイイ！」

「なに!?」

　いつの間にか闇の炎から脱出したアークが勢いよく突進し、セグレスに体当たりをぶちかます。

　そしてくちばしでエリザベートの服をつまむとそのまま飛び立って距離をとった。

「な、なぜあの炎から逃げられたんだ！」

　闇の炎は決して消えることなく、対象を燃やし尽くすまではその場にあり続ける。

　そして、グリフォンは炎に弱い種族で、逃げることなどできないはずだった。

（よし、闇の炎でも俺の水の力で消火できたぞ）

　セグレスと対たい峙じしながら、ミズキは少しでも助けになればと空気中に水の魔力を少しずつ流していき、アークを取り巻く炎を消し去っていた。

「〝水すい槍そう〟」

　そして、驚いているセグレスに向かってミズキが魔法を放つ。

　エリザベート、セグレスが使ったものと同じ属性槍やり魔法。

　しかし、その速度は二人のものよりも格段に速く、セグレスの腕を貫いてそのまま後ろの木に突き刺さっている。

「ぐっ！」

　それに驚いたセグレスがミズキを睨みつけた。

「くっ、あれだけのダメージを負った者がこれだけの魔法を使えるとはな。しかも弱いはずの水魔法で……」

　これだけミズキの力を体感しているにもかかわらず、未いまだにセグレスが水魔法を見下していることにミズキは違和感を覚える。

「俺にこれだけやられているのに、よく言えたもんだな……」

　ミズキは冷めた目でセグレスを見ている。

「うるさい！　水魔法などという最弱の魔法に魔族が負けるはずがない！」

　現状を受け入れられないセグレスが言い放つが、この言葉がミズキの怒りに触れる。

「……水魔法が最弱？　お前たちは本当の水魔法を知らないだけだ!!」

　そう口にしたミズキの身体を青く強い魔力が包み込んでいく。

　仮に魔力のない者だとしても視認できるくらいの濃さを持っている。

「す、すごい魔力です……」

　ミズキの戦いぶりをずっと見て来たエリザベートだったが、これまでがまるで遊びであったかのように感じる、それほどまでの魔力の高まりをミズキから感じていた。

　水流のようにうねる魔力の渦がミズキを取り巻いている姿に、彼女は見入っていた。

「っ──この魔力の高まり……貴様、本物か……？」

　水魔法の使い手がここまでの魔力の高まりを見せたことに、セグレスはなにかを確信しているようだった。

「〝水すい狼ろう〟」

　彼の問いに答えることはなく、淡々とミズキは水魔法で狼を作り出し、セグレスへと向かわせる。

「その程度の魔法で魔族を倒せると……」

　そこまで言ったところで、セグレスは武器を構えた。

　水魔法で作られた狼は涼しげな姿で素早く地面を蹴り、距離を縮めていく。

　その速度、そして込められた魔力の強さを感じ取ったセグレスは、気持ちを引き締めて戦闘態勢に入っていた。

『アオオオオオン！』

　おたけびをあげながらセグレスに牙きばをむく水狼。

「甘い！」

　しかし、水狼はセグレスが手にした魔力を込めた剣によって一刀両断されてしまう。

　魔力で作られた水狼は、より強い魔力を込められた剣の前に一瞬で霧散する。

「なるほど、その程度だと普通にやられるのか。だったら……双頭の狼、水をもって形を成せ──〝双水狼〟」

　感心したように目を細めたミズキは次の一手に移る。

　彼にしては珍しく、詠唱してから魔法名を口にした。

　理由としては、完全に初めての魔法であり、今思いついたものであるため、詠唱することでそれをイメージしやすくしていた。

　相手が魔族とあっては、気を抜いた魔法では反対に押し込まれてしまうとも考えた。

『『ガアアアアアアア』』

　先ほどと同じ水魔法で作られた狼が双頭になって姿を現す。

　凶暴な声音で発せられる咆ほう哮こうがシンクロし、左右の頭が大きく口を開けて、それぞれセグレスへと噛かみつこうと飛びかかる。

「ふっ、何をするかと思えば頭が二つに増えただけか。そんなもの！」

　しかし、これもセグレスの剣によって両断され、霧散する。

　同じ手で倒すことができたため、魔力量に怯おびえていた自分がばかばかしいとセグレスは笑っている。

「なるほどな。これは面白い」

　あっさりと狼がやられてもミズキは動揺する様子を見せない。

　どうやら何かを試しているらしく、セグレスの攻撃がもたらした結果について興味深そうにしている。

「……面白いだと？　自らの魔法が打ち破られているというのに、いよいよおかしくなったようだな」

　まるで遊んでいるかのようなミズキの態度にセグレスは苛いら立だち呆あきれていた。

「これ以上付き合ってられん、本気を見せてやろう」

　セグレスは言葉のとおり本気を出しているらしく、魔力を一気に膨れ上がらせる。

　頭に生えている角がさらにメキメキと膨らみ、筋肉もぼこぼこと異様な動きを見せて背中に真っ黒な羽を生成した。

　そして角から溢あふれた魔力がゆらゆらと黒く霧状に彼にまとわりついていた。

「ほう、魔族も怒りで力が増幅されることがあるものなんだな。興味深い……もっと色々と見せてくれ」

　自らの魔法があっさりと防がれているにもかかわらず、ミズキはそんなことは気にもしておらず、今回の戦闘を次の戦いへ向けたテストと考えている。

　セグレスがさらに魔力を高めたことでさえ、ミズキにとってはその一環だった。

「その軽口、二度とたたけないようにしてやろう」

　セグレスの魔力は最大限にまで高まっており、完全に止とどめをさしにかかる。

「〝ダークフレイム〟！」

　真っ黒な炎がセグレスの右手から撃ちだされる。

　これは先ほどアークに放ったものよりも強力で、込められた魔力量もけた違いだった。

「ミズキさん！」

　黒い炎から感じる嫌な気配に、泣きそうな顔のエリザベートは驚き、叫んでしまう。

「へえ、さっきよりも強力だな。にしても、黒い炎か……これは酸素を消費しているのか、それとも魔力だけによるものなのか。なんにせよ放っておくわけにはいかないか」

　しかし、当のミズキは真っすぐ向かってくる真っ黒な炎をしっかりと見て、落ち着いて対処していく。

「包み込め、〝封水〟」

　これまた初めて使う魔法だが、ミズキは前世の記憶から、水に対してどことなく神聖なイメージを持っていた。

　そのため水魔法での封印のイメージは出来上がっていた。

　水は炎を包み込んでいき、完全に閉じ込めた。

「な、なに!?」

　さすがにセグレスもこの魔法には驚いてしまう。

　完全な封印魔法とまではいかないが、黒い炎はミズキの封水に包み込まれ、徐々に小さくなり、そしてシャボン玉のようにパチンという音とともに弾はじけた。

　その下の地面には青い色のビー玉のようなものが転がっている。

　その中に、セグレスの魔法が封印されていた。

　ここまで冷静でいようと努めていたセグレスだったが、このありえない状況に困惑と怒りが沸きあがっていく。

「ふ、ふざけるなああああああ！　〝ダークフレイム〟！　〝ダークウインドカッター〟！　〝ダークサンダーアロー〟！」

　セグレスは、炎、風、雷と種類を変えた闇魔法をミズキに向かって撃ちだしていく。

「へぇ、じゃあ……〝水狼〟〝水土壁〟〝純水膜〟」

　連続で使われた魔法に対して、ミズキも水魔法三連続で対抗していく。

　相手の魔法の名前から形状を予測してそれに合わせた水魔法を展開した。

　まず、炎は狼がぱくんと飲み込む。

　次に、風は水によって盛り上げられた土壁によって防がれる。

　最後に雷は純水で作られた膜によって遮断された。

「な、なんだと……？」

　多彩な魔法を繰り出したにもかかわらず全てに対応され、その対応がことごとく成功したことはセグレスにとって驚きよう愕がくだった。

「し、信じられません……！」

　それを見ていたエリザベートにも、驚きを与えていた。

　闇魔法という初めて見る魔法。

　闇魔法が複数の属性の特性を持っていること。

　その魔法に対してミズキは瞬時に対抗魔法を放った。

　相克属性の魔法を使って相殺することは、魔法を使う者であればできる者もいるが、それはある意味強引な力業。

　だがミズキは初めて見る魔法に対して水魔法一つで対抗して見せたのだ。

「あ、あの、ミズキさんは闇魔法を見たことがあるのですか……？」

　当然彼女からはこんな疑問が上がってくる。

　戦闘中ではあったが、どうしても聞きたいことだった。

　これに関してはセグレスも同じ思いであり、他の魔族を、闇魔法を見たことがあるのか問いただしたかったため、エリザベートの質問は渡りに船だった。

「うーん、魔族のことは人に聞いただけだし、闇魔法も今日初めて見た」

「「初めて!?」」

　ミズキの言葉に対して、あまりの驚きにエリザベートとセグレスの言葉がかぶる。

　一瞬だけ二人の視線が合うが、慌てて視線を逸そらしている。

「見たのは初めてだが、軽く話を聞いたことはあるし、実際目の前で見れば対応は簡単だろ？」

　肩をすくめてあっさりと言ってのけるミズキは、心から何が問題なのかわからないといった顔をしている。

「やっぱりミズキさんはすごいです！　それに引き換え……！」

　エリザベートはミズキのすごさにそれ以上の語ご彙いが出て来ず、反対にみんなを騙だましていたセグレスをキッと睨にらみつける。

「む、な、なんだその目は！　お前だって私が目をかけてやったから今の立場まで上がってこられたというのに、そんな得体の知れない男について行きおって！」

　先ほどまでは標的を完全にミズキに定めていたセグレスだったが、思い出したかのようにエリザベートを怒鳴りつける。

　数いる聖堂教会員の中でもエリザベートは才能を秘めていた。

　そんな彼女をうまく使いこなせば動きやすくなると判断したセグレスは思い通りにいかない憤りに彼女を睨んだ。

「そ、そんなこと言って、私のこともアイアンデーモンにしてしまうつもりだったんですよね！」

「人間などその程度のものだ」

　エリザベートが切り返すが、セグレスは冷たい言葉を投げつける。

「仲のいいところ、邪魔するぞ」

　そんなセグレスの耳に息遣いも感じるほどの至近距離からミズキの声が届く。

「──なっ!?」

　セグレスがミズキから目を離したのはほんの数秒である。

　しかし、ミズキにとってみればそれは十分過ぎる時間であり、あっという間に懐に入り込めた。

　そんなミズキに対してセグレスは驚いて呆あつ気けにとられている。

「〝水すい拳けん〟」

　冷たい表情をしたミズキはすぐ横にいて、拳こぶしに水魔法をまとわせて繰り出している。

　セグレスに迫っているその拳はやけにスローに見えていた。

　その次の瞬間には、その拳が連続してセグレスの右わき腹に命中した。

「子どもの拳などでダメージを受けるわけがないだろう」

　セグレスは一度驚いたが、思っていたほどの痛みが訪れず、馬鹿にするように鼻で笑う。

　ミズキの魔力は確かに強い。

　エリザベートより、そしてセグレスよりもはるかに強い魔力を持っている。

　しかし、その筋力は子どものものであるため、セグレスに致命的なダメージは与えられていない。

「腹がこそばゆい、少し濡ぬれた程度だな」

　濡れたことに対して不快感はあるものの、その程度で、防ぐに値しないと考えている。

「……だったら、これはどうだ？　〝水拳〟」

　笑っていたセグレスの左わき腹に、次の一撃が撃ち込まれた。

「がはあ！　な、なんだそれは！」

　使った魔法は同じだというのに、ミズキの拳が触れた部分に、先ほどよりもずっと強い衝撃と激痛が走ったため、セグレスは慌てて自分のわき腹を確認する。

　しかし、本来ならそんな悠長なことをしている場合ではなかった。

「次！　次！　次！」

　ミズキは素早く動いて死角に移動して、次々に拳を繰り出していく。

「ぐ、ぐああああ……！　ま、魔族にダメージを与えるとは！　なんだそれは！」

　先ほどまでノーダメージだったはずのミズキの拳は、いま確実にセグレスを苦しめている。

　何が起こっているのかわからないセグレスは混乱しながら、なんとかミズキをとらえようと躍起になってキョロキョロと周囲を見回していく。

　だが、ミズキは移動を続けながら攻撃しているため、いつまでたっても姿をとらえられず、ダメージだけが蓄積していく。

「くそっ！　姿を見せろ！」

　何もできずにいるもどかしさからセグレスは腹を押さえながら苛立ちを込めて叫ぶ。

「わかった。これは、こんなところにしておこうか」

　先ほどまで攻撃を連続で繰り出していたミズキはセグレスの言葉に頷うなずいて、距離をとって姿を見せる。

「なに？」

「えっ？」

　ここでもエリザベートとセグレスの言葉が同時に口から出た。

　まさか言う通りにすぐに攻撃をやめるとは二人とも思ってもみなかった。

「いやいや、なんでお前が驚く？　そっちが姿を見せろって言ったんだろ？　そのとおりにしたんだから、そんな奇妙な顔をされるいわれはないはずだが……」

　二人の反応、特にセグレスの反応にミズキは眉まゆをひそめながら首を傾げている。

「いや、まあ、それはそうだが……本当に姿を見せて、しかも離れてくれるとは思わなかったからな……」

「そう、ですね。普通に考えたら、攻撃を続けるものではないかと……」

　困惑気味のエリザベートは自分も驚かされてしまったため、意見がセグレス寄りになってしまっている。

「ははっ、そう言われたらそういうものかもしれないな。だが、別に離れたのは戦闘を中止するためじゃないぞ。むしろ──ここからが本気だ！」

　気合の入った言葉とともにミズキの魔力が更に高まりを見せる。

　彼の背後の景色がゆらゆらと揺らめいている。

「な、なんだと！」

　先ほどまでが本気だと思っていたセグレスは、更にその上があることに驚いていた。

「冥めい途どの土産に教えてやる。俺が最初にお前を殴った時、拳にまとわせていたのは普通の水魔法だ」

　ミズキはしっかりとセグレスを睨みながら、先ほどと同じように水魔法で拳を覆って見せる。

「「……」」

　エリザベートとセグレスは、先ほどの攻撃の正体を聞けるとあって、固かた唾ずをのんで次の言葉を待っていた。

「だが、お前が痛みを感じたのはただの水じゃなく熱湯だ。いくぞ！」

　ミズキは地面を蹴けってセグレスとの距離を詰めていく。

「ねっ、熱湯だと？」

　答えを聞いたセグレスは怪け訝げんな表情になる。

　熱湯とはいえ、たかだかお湯で殴られた程度で自分がダメージを受けたのか？　と疑問符が頭に浮かんでいた。

「信じられないという顔だな、だが受ければわかるはずだ！」

　一瞬のうちにミズキは距離を詰める。

　一歩を踏み出す際に足裏から水を噴射して距離と速度を稼いでいた。

「……ぐっ！」

　驚いている間にミズキは間合いに入っており、セグレスは慌てて防御態勢をとろうとする。

「遅い」

　しかし、ミズキは更に横移動を加えて、がら空きになったセグレスの、今度は背中に拳を繰り出していく。

「やああああ！」

　連続で合計六発の拳がセグレスに突き刺さる。

「ぐ、ぐあああああ！」

　これまた先ほどと同じようにセグレスがうめき声をあげた。

　斬りつけられる痛みとは違う。拳の殴打の痛みとも違う。

　だが、これが熱湯の熱さによるものかと言われると……。

「ち、違う！　これは熱湯ではない！」

　痛みに顔をしかめながら、それに気づいたセグレスはハッとしたようにミズキを見る。

「ははっ、正解だ。これは、魔なる者を打ち倒す特別な水──聖神水だ！」

　答えと同時に、更にミズキは拳を繰り出していく。

「ぐはああああああああ！　な、なぜ、貴様がそんな、古いにしえの、失われたものを！」

　再び襲い来る痛み。

　それ以上に、千年以上前に無くなったと言われている、魔族の弱点たる聖神水を拳にまとわせているミズキに対して、セグレスは困惑している。

「サービスはここまでだ。これが効果的だということがわかれば十分」

　ふっと笑って再びミズキは距離をとる。

　最初の攻撃と今回の攻撃で、込める魔力を変えていた。

　しかし、それではダメージは目に見えて変わることがないとわかった。

　それがわかったことが今回の最大の収穫であり、これ以上の戦闘に意味を持たないことを示す。

「き、貴様、一体何者なんだ！」

　ダメージで身体が動かなくなってきているセグレスは、それでもと、自らの疑問をミズキに怒鳴りつけるようにぶつける。

「……ん？　俺はただの新米冒険者で、『本物』の水魔法の使い手だ！」

　この『本物』という言葉は、くしくも戦いの中でセグレス自身も口にしたものだった。

　答えると、ミズキは右手をあげて前に出す。

　その表情はこれまで自分を、水魔法を馬鹿にされてきたことに対する、反逆の狼煙のろしを上げる決意を込めたものになっていた。

「〝一つ、水の魔力。二つ、麻ま痺ひの魔力。三つ、毒の魔力。四つ、聖なる魔力。五つ、神なる魔力！〟」

　詠唱とともに現れたのは彼が塔を出る時に使った竜の姿ではなく、地を這はう巨大な竜。

　これまでに何度か使った水魔法の水竜を組み合わせたものであり、五つの魔力が一つに集約された巨大な五つの首を持つ竜。

「〝五首の竜ヒュドラ〟」

　魔法名を口にすると同時に、大きく口を開いたヒュドラが鋭い牙きばをむき出しにしながらセグレスへと襲いかかる。

「くっ、こ、このようなものおおお！」

　セグレスはなんとか抵抗しようと闇の魔力を身体から噴出させていく。

「その程度の魔力、飲み込むぞ？」

　ミズキの言葉のとおり、ヒュドラは五つの強い魔力をもって、セグレスの魔力を包み込み飲み込んでいく。
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「ぐああああああああああああああああああああああああ！」

　それでもなんとか抵抗しようと、鈍くなった身体を動かして剣を振るおうとしたが、その瞬間には身体が魔法に飲み込まれて、これがセグレスのこの世での最期の言葉となった。

「…………」

　あまりの光景にエリザベートはポカンと口を開けたまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「さてと、セグレスの核なんかでもあるといいんだが……アイアンデーモンのもか」

　一方でミズキは落ち着いて行動している。

　セグレスを倒したため、ミズキは素材が何かないかと見て回り始めていた。

　この世界の魔族と魔物は身体の中に心臓の代わりに魔核と呼ばれるものを持っている。

　それは高額で買い取りされるため、珍しい魔核は手に入れておきたかった。

「お、この核はデカイし、綺き麗れいだからきっとセグレスのものだな」

　見つけた緑色に輝く魔核はミズキの拳こぶしよりも大きく、それだけでかなりの価値があることがわかる。

「アイアンデーモンのほうは……お、あったあった。ちゃんと一か所に集まっているな」

　ミズキは大水竜でアイアンデーモンを一網打尽にした時に、全ての魔物が同じ場所に集まるようにしていた。

　攻撃の際に魔法で核を取り出していたため、綺麗になった魔核がゴロゴロ転がっていた。

「これでよしっと。セグレスが倒されたからか、アイアンデーモンが全部いなくなったからか、森が落ち着いてきたな……」

　改めて森を見てみると、空気は徐々に澄んできており、静寂を取り戻し始めていた。

「な、なな、ななな、なんなんですかああああああ！」

　突然、エリザベートの叫び声が森に響き渡った。

「……えっ？」

　ミズキはエリザベートの声に振り返るが、その表情はなんで急にそんな大声を出すのかと奇妙なものを見るそれになっている。

「いや、せっかくこれだけの核があるんだから集めないと勿もつ体たいないだろ？」

　拾ったそばから、それを見た目はカバンの収納空間へとしまっていく。

　その手を止めることなく、ミズキは当然のことをしているとエリザベートに返事をした。

「た、確かに……じゃないです！　そこに対してではなくて、さっきのなんですか!?　あのセグレス様……いえ、セグレスさんにダメージを与えた拳に、最後のおっきな竜！　いえ、そもそもアイアンデーモンを一掃したあの魔法はなんなんですか！」

　混乱がピークに達したエリザベートは疑問に次ぐ疑問が頭に浮かんでおり、それを聞かずにはいられなくなっていた。

　さすがに魔族に様付けするのには抵抗があるようで、さんづけに変化している。

「あー……（これが普通の反応なのか？）」

　言葉に困りながら、ミズキはエリザベートの表情の変化を見ている。

「そう……だな。それじゃ、これを片づけ終わったら少し説明をしよう」

　状況を整理するという意味でも、一度落ち着いて話をするのも悪くないとミズキは判断する。

「お、お願いします……」

　ミズキがあまりに冷静な反応をするため、エリザベートは自分がおかしいのかと思って、語気が弱くなっていく。

　数分後、ミズキは核を収納し終えて、綺麗な地面に布を敷く。

「さあ、ここに座って話そう」

「は、はい」

　エリザベートは戸惑いながらも素直に腰を下ろす。

「さて、エリーの疑問に答えていこうか。最初に、アイアンデーモンを倒した魔法だが、あれは大水竜という名前の魔法で、俺のイメージした竜を大量の水で作り出したものだ」

　魔法の説明をしていくミズキだったが、エリザベートは首を傾げてしまう。

「え、えっと、竜といえば、もっと、こう、なんというのでしょうか、身が詰まっているようなドンッという大きな身体だと思うのですが……確かミズキさんの大水竜は細長くて、まるで蛇のようだったかと」

　この世界のいわゆるドラゴンと、日本でイメージする身体の長い竜の違いをエリザベートが指摘する。

「あー、まあそうなるよな。俺が住んでいたところでは、あれが一般的な竜だよ。そこは地域性の違いだと思ってくれ。で、俺が住んでいたところでも竜っていうのは強大な力を持っている存在で、そのイメージを魔法に起こしたのがあの大水竜だ」

　竜の身体についての疑問はとりあえず払ふつ拭しよくされたが、エリザベートは新たな疑問を覚える。

「えっと、イメージを、魔法に起こす？」

　この世界の魔法の種類というのは既に決まっており、その魔法を学んで魔力を集めて発動する。

　しかし、ミズキの魔法に関しては、この世界に存在しない、全てオリジナルの魔法だった。

　ミズキが魔法について最初に研究を始めた時、魔法の師匠などいなかったため、生前の記憶を頼りにして工夫していた。

「まあ、そのあたりは次の機会で……とにかく、だからそれで強力な魔法になって、アイアンデーモンくらいならなんとかすることができたわけだ」

　今後、彼女とどこまで関わっていくのか、未知数であるため、これ以上は魔法についての言及を避ける。

「は、はい……それじゃあ、セグレスさんに攻撃が効いた理由はなんでしょうか？　水をまとわせて殴っていたようにしか……でも、セグレスさんとの会話でなんだか特別な水であるようなことを言っていたような……」

　二人とは距離が離れていたため、全ての会話が聞き取れていたわけではなかったが、エリザベートは断片からただの水ではないのだろうと予想する。

「そのとおりだ。あれは魔族に有効な特別な水なんだ。それを俺が魔法で作り出して、攻撃に使った。まあ、そういうもんだと思ってくれ。で、それが本当に効果的かどうかを何回か攻撃するなかで確認して、これなら倒せると判断したから、最後の魔法ヒュドラを使ったんだ。あれにもその水を含めている」

　あの魔法は、詠唱を行ってミズキが持つイメージを強固なものにして五首の竜、ヒュドラを生み出していた。

「ふ、ふええ……」

　エリザベートは、驚きと、理解が追いつかないことが重なって、変な声を出してしまう。

　彼女のこれまでの常識をはるかに超えた話を、当たり前のごとくミズキは話しているため、それ以外は言葉が出てこなかった。

「とりあえずこれでエリーの疑問には答えられたと思うが、それより次は俺の質問に答えて欲しい」

　ミズキはこれまでの飄ひよう々ひようとした態度から真剣な表情へと変わる。

　それを見たエリザベートは一瞬ドキッとしながらも頷うなずいた。

「は、はい。その、私に答えられることならなんでもお答えしたいと思います……！」

　ミズキは、彼自身の能力についての説明もしてくれた。

　それは通常であれば隠すことであり、己の力について明らかにするのはなかなかないことである。

　それだけのことを話してくれたからには、自分も応こたえなければならないとエリザベートは覚悟を決めていた。

「まず一つ目、なんでエリーは聖堂教会に入ったんだ？」

　これがミズキにとって最も聞きたいことだった。

　聖堂教会の信奉者なのか、それともただ声をかけられただけなのか、別に事情があるのか、なりゆきなのか。

　騎士たちに囲まれているエリザベートはちょっと異質に見えていたがゆえに、この質問を最初に選んだ。

「あー、えっとですね……」

　それはエリザベートにとってあまり大した問いかけではないらしく、あっさりと話してくれる。

「私のうちはとある地方の小貴族なのですが、私は六人兄弟の末っ子で、その……あまり裕福ではなく、早いうちに出て行くように言われていまして……ははっ」

　自じ嘲ちよう気味の笑いを零こぼしながら、彼女は自分の生い立ちについて話し始める。

　その脳裏には故郷の家族の姿が浮かんでいた。

「それで、いつか出て行かないとなあっていうのはずっと思っていたものの、何をして生きていけばいいのか悩んでいたんです。子どもですからね、魔法が多少使えても活いかし方がわからなかったんですよ」

　彼女にしてみれば、家族から見捨てられて外に放り出されるのを待っている心境だった。

　それを語るエリザベートの表情はどこか寂しそうだった。

「なるほど、そこで声をかけてきたのが聖堂教会ということか」

　ミズキの言葉にエリザベートは頷く。

「私の能力について認めてくれて、是非聖堂教会に入ってほしいと声をかけてくれたんです。家族にも話をしてくれて、もちろん家族は大喜びでしたよ」

　大喜びの理由は、悲しげに微笑む彼女の顔からも容易に想像ができる。

　もちろん彼女の門出ではなく、家から出て行ってくれること。

「聖堂教会がたくさんお金を置いていってくれたので、家族にも断る理由はなかったんです」

「なるほど……そういうことか」

　しかし、ミズキはこの回答に少し安あん堵どしていた。

　少なくとも彼女が教えを信奉して聖堂教会に入ったわけではないことが確認できた。

「それで、エリーは聖堂教会に入ってみてどうだったんだ？」

　漠然とした質問をミズキは投げかける。

　彼女にとって聖堂教会がどういった存在であるのか、それを聞いておきたかった。

「そう、ですね。行き先のない自分を受け入れてくれたことはとてもありがたいと思っています。色々とみなさん気にかけてくれましたし、セグレスさんも……」

　そこまで言ってエリザベートはしょんぼりと肩を落とす。

　彼女もまさかセグレスが魔族だったとは思ってもおらず、近くにいただけに知ったときは大きなショックだった。

「なるほどな。それじゃ、その話を聞いた上で俺の見解を話させてもらおう」

　今度もエリザベートは静かに頷く。

　色々なことが起こりすぎて、彼女は考えがまとまらずに混乱していた。

　ゆえに、冷静に物事を見ていそうなミズキの話を聞くべきだと、そう判断している。

「聖堂教会──その全てがああなのかは俺にもわからない。だが、昔からあの組織には何かあるらしいと知人から聞いている。悪い意味でな」

　知人とはミズキの師匠であるエルフのグローリエルであり、彼女は長い人生の中で色々な経験と情報を持っていた。

　グローリエルはミズキが冒険者として旅立つときに役に立つかもしれないと色々タイミングを見計らってそういった話をしてくれていた。

「あそこは昔から、聖位、王位、帝位の九大魔導を輩出している。それだけ多くの強力な魔法使いが集まっているということだ。おそらくエリーに声をかけたのも、そういった理由があったんだろう」

　ミズキは静かな声音で語る。

　これに真剣な表情でエリザベートも頷く。

　事実、彼女は同じように集められた資質のある子どもたちに会っている。

「だが、その中で全員が結果を残せてはいない。途中で行方がわからなくなった者も少なくない。なぜなのかは誰もわからないし、誰も言及しない。聖堂教会に逆らう、疑念の目を向けるというのは危険だからな」

　これにもエリザベートは何回目かの頷きを見せた。

「その理由の一端、それが今回わかった……ということなんだろうな」

「……!?」

　ここにきてミズキが核心に触れ、彼の言葉が何を示しているのかを理解したエリザベートは口に手を当てて驚きをなんとか押しとどめていた。

「つ、つまり……聖堂教会には……ま」

「──しっ！」

　途中まで言ったところで、ミズキがエリザベートの口の前に手のひらを出して、言葉を止める。

「まだ森には他の冒険者たちがいるはずだ。あいつの正体がアレだったのを知っているのも俺たちだけだ。わざわざ話して、動揺を広げないようにしよう」

　ミズキに口をふさがれつつ、コクコクとエリザベートは無言のまま頷く。

　彼女が話さないとわかるとミズキは立ち上がって森を見回す。

「さて、とりあえず他の冒険者たちと合流しよう。魔物と戦っているかもしれないからな」

「ですね！」

　ミズキの言葉に、エリザベートも気持ちを切り替えて明るい返事をする。

　今回のことは彼女にとってかなり大きな事件であるため、無理やりにでも切り替えないと引きずってしまうと思っていた。

「魔素はまだ濃いものの、徐々に薄らいできている。首謀者のアレがいなくなったから徐々に解消されるはずだ……知らんが、多分そうだろ」

　実際、森の中に漂っていた魔素は徐々に薄らいでおり、いずれは完全に元の状態に戻ることが予想できた。

「わかりました！　では……といっても、どこを捜しましょうか？」

　歩き出そうとして、エリザベートはすぐに足を止める。

「あぁ、そうだったな。今なら俺の魔法で捜すこともできるか……〝水覚〟」

　ミズキは目を閉じると水魔法による感知で森の中を調べていく。

　空気中に張り巡らせた水分が、木、魔物、そして冒険者たちの居場所を調べていく。

　ミズキは時間にして数分程度でほぼ全域の把握を終わらせた。

「森に入って右手の方向に進んだみたいだ。俺たちは真っすぐ奥に、聖堂教会のやつらはいったん左手の方向にわかれたらしい……結果的にばらけたのはいい判断だったな」

　冒険者たちは自らの手柄のために聖堂教会とは別行動をとっていたが、それが功を奏した形となる。

「一緒に行動していたら今頃……」

　同じようにアイアンデーモンに姿を変えられていたかもしれない──そう考えたエリザベートは身震いをしていた。

「なんにせよ、いったん合流しよう。状況について話す……のもなかなか面倒だから少し嘘を交えるが、話を合わせてくれると助かる」

「はい！」

　まさか、今回のことを冒険者たちにそのまま説明するわけにもいかないと、エリザベートも彼の提案に同意する。

　それからミズキたちは、道中の魔物を倒しながら冒険者グループがいる場所を目指していく。

　十分程度経過したところで、森の中央で冒険者グループと合流した。

「うおおおおお！」

「とりかこめええええええ！」

　森を進み、ミズキたちが冒険者たちのいる地点に到着した時、彼らはまさに戦闘の最中だった。

　アイアンデーモン相手に必死に戦っている。

「あらら、こっちにもいたのか」

「みたいですねえ」

　ミズキたちはのんびりした口調でそんなことを話す。

　たくさんのアイアンデーモンやセグレスという魔族を相手どった彼らにしてみれば、単体のアイアンデーモンは大した脅威ではなく、群れからはぐれた一体だろうと、焦りは見せなかった。

「お、お前たち無事だったのか！　こっちはアイアンデーモンが出たんだ！」

　ミズキに気づいて焦ったように声をかけてきたのは、冒険者組の代表であるカッツ。

　彼は指揮をとっているため、やや後方に位置しており、他の冒険者は陣形を組んでアイアンデーモンに挑んでいる。

「あー、そうみたいだな。俺たちのほうにも出たが、まあなんとかなったよ」

「はあ？　なんとかなった!?」

　カッツはのんきなミズキの言葉につい大きな声を出してしまう。

　ミズキ、エリザベートの子ども二人に、グリフォンが一体。

　それでも、アイアンデーモンを相手にするには戦力的に不足であることは明白だ──というのが彼の判断である。

「俺たちのことより、苦戦しているみたいだから手を貸そうか？」

「……確かに苦戦はしているし、手はいくらでも欲しいが……本当にやれるのか？」

　アイアンデーモンは本来高ランク冒険者が戦うような魔物で、駆け出しの冒険者であるミズキに相手ができるとは思えず、カッツは疑うように確認するが、ミズキは返事をせずに前線へと向かっていく。

「おい！」

　無策で歩いていくミズキを見て、無謀なことはするなとカッツが制止しようとする。

「大丈夫ですよ」

　だが、それは笑顔のエリザベートによって止められた。

「〝水弾丸〟連射！」

　少しずつ速度をあげていくミズキは射程に入ったところで人差し指をアイアンデーモンの頭部に向け、水弾丸を発射していく。

　その数は十を超えている。

　この魔法は名前の通り水を弾丸のように発射するもので、その威力は木や岩を貫通してしまうほどの強さを誇る。

「ＵＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡ!?」

　そんなすさまじい威力の魔法が意識の外から飛んできたため、アイアンデーモンはその全てを喰くらってしまい、血を流しながらバランスを崩して動揺交じりに周囲を見回す。

　ここまで相手にしていた冒険者たちとは比べ物にならない威力の攻撃を受け、なにが起こったのか全く理解できずにいた。

「い、今のはなんだ？」

「どこからだ、いや誰だ！」

　状況がわからないのはアイアンデーモンだけではなく、冒険者たちも同じで、彼らの中にも混乱が生まれていた。

「〝水竜〟」

　しかし、そんな反応に構わず、ミズキは更に水の竜を生み出す。

　冒険者にあたらないように、一度上空に向かわせて、上からアイアンデーモンをぱくりと飲み込んでいく。

「ＧＵＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＡ……！」

　なにが起こったのかわかっていないところに、更に上空からの謎の攻撃により混乱を極め、水のせいで呼吸ができないことにもがき苦しみ、そのまま絶命した。

　その場にバタリと倒れるアイアンデーモンを見て、固まってしまう冒険者たち。

「まあ、こんなもんだな」

「さすがミズキさんです！」

　満足そうなミズキと、それを称賛するエリザベートだけは他と流れている空気が違った。

「お、お前は一体何者なんだ……？」

　これまでに何度か聞いた言葉をカッツからも投げかけられる。

　そのやりとりは他の冒険者たちにも気づかれ、自分たちが苦戦していたアイアンデーモンを一瞬で倒してしまったミズキに注目が集まっていた。

「うーん、俺は登録したばかりのＦランク冒険者だ。それ以上でもそれ以下でも……いや、いずれ水帝になる男だ。この顔を覚えておいて損はないと思うが、いまは別に忘れてもらっていい」

　しれっとそう言いながら、ミズキは自らが倒したアイアンデーモンの状態を確認するために歩を進めていた。

　冒険者が取り囲んでいたが、ミズキが近づくと左右に割れて道が作り出される。

「まるでモーゼのようだなって言ってもわからないか──どれどれ？」

　薄く笑みを浮かべ、地球人にしかわからないことを口にして、冒険者の視線を一身に受けながらアイアンデーモンの死体を確認する。

「……なるほど。こいつは元々この森に召喚されたやつみたいだな」

　聖堂教会の面々を依より代に召喚された個体に関しては、彼らの魔力を肉体に持ち続けていた。

　しかし、ここにいるアイアンデーモンは魔物本来の魔力しか持っておらず、これは単純にセグレスか誰かの手によって適当に魔界から召喚されたことがわかる。

「ど、どういうことなんだ？　君は何か知っているのか？」

　輪の中心でアイアンデーモンに手をあてて何かを調べているミズキを見て声をかけてきたのは、もう一人の冒険者代表であるロビンだった。

「そう、だな。なかなか説明は難しいところなんだが……まあいいか。俺の言葉をあんたたちが信じても信じなくてもいい。とりあえず簡単に説明をしよう」

　そこからミズキはロビンに向かって説明を始める。

　周囲の冒険者は沈黙を守って、二人の会話に聞き耳をたてていた。

　ミズキは以下のことを説明していく。




①先ほど倒したアイアンデーモン以外にも、この森にはアイアンデーモンがいた。

②この森の魔素が濃いのは、アイアンデーモンを森に維持しておくためだと思われる。

③アイアンデーモン数体と戦闘をしたが、中には聖堂教会の面々の魔力を持つ個体がいた。

④恐らくは聖堂教会の誰かの身体を依り代にして、召喚されたものだと思われる。

⑤エリザベート以外の聖堂教会のメンバーとは会っていない。




　これがミズキによる、真実と、嘘を含めた説明だった。

（まあ、実際には聖堂教会のメンバーは全滅なんだが……さすがにこいつらに説明できないよな）

「そ、そんなことが……セグレスさん。いい人だったのに……」

　聖堂教会は全員が一丸となって行動していた。

　そのうちの何人かが依り代になったとなると、恐らくは他の者たちも……というのが自然といきつく答えだった。

「──それは本当なのか？」

　これはあとからやってきたカッツの言葉である。

　完全に信じたロビンとは異なり、カッツは疑惑の視線をミズキに向けている。

「だから最初に言っただろ？　あんたたちが信じても信じなくてもいい。それに、思うという言葉を使ったように想像も含まれている。信じられなければ、あんたたち自身が調査をすればいい。俺は俺が持っている情報を出しただけだ」

　これまた当然の主張であり、説明を求められたから話しただけである──というミズキのスタンスは、なるほどと冒険者たちに認められる。

　問いただしたカッツもあまりの事態に思わず問いかけてしまったが、そういう前置きがあったことを思い出してバツの悪そうな表情を浮かべ、口を閉じた。

「あんたたちが苦戦していたアイアンデーモンだが、俺たちは何体かと戦ったから少し疲れている。先に戻ってもいいか？」

　こんなことを言えば、もしかしたら余計に疑われるか？　と思いながらも、これ以上追及されても面倒くさいとミズキは構わず口にした。

「そう、だな。俺たちが自由に行動したように、君も冒険者だから自由に行動してもらって構わない。疑って悪かったな」

　少し考えた後、カッツも自らの発言の落ち度を考えて、追及を止めて謝罪を選択し、軽く頭を下げた。

「いや、気にしなくていいさ。それじゃエリー、アーク、行くぞ」

　二人はアークの背に乗ると、そのまま森をあとにしていく。

　その背中が見えなくなるまで、色々な思いを胸にカッツたちは一行を見送っていた。

「ふう、なんとか納得してくれたみたいだな」

「よかったです。さすがに本当のことを全部言うわけにはいきませんからね……」

　そろそろ森から出るというところで二人は肩の力を抜いて、こんなことを話していた。

「まあ、さすがにギルドマスターには本当のことを説明しておかないとな」

「そうですね。もしかしたら聖堂教会からも調査が入るかもしれませんから、対応するギルドマスターへの情報共有は大事かもです」

　街に派遣した聖堂教会の一部隊が音信不通ともなれば、それをギルド側も放置しておくことはできない。

　ミズキとエリザベートは顔を見合わせてそれぞれ頷うなずいた。

「となると、早めに街から移動したほうがいいな。そのまま街に残ればエリーは連れ戻されるだろ……って勝手に俺と行くつもりでいたが、問題ないか？」

　エリザベートとはパーティを組んでいる。

　しかし、それはあくまでも今回の依頼のための臨時のもので、それぞれに人生がある。

　そのことをすっかり忘れて、ミズキは今後も一緒に行動するものだと思い込んでいた。

「む、むしろいいんですか？　私としては願ってもないことです。おっしゃるように街にいれば聖堂教会に連れ戻されてしまいます。さすがに……アレを見てしまっては、なんの疑問も持たずに戻るのは難しいです……」

　再度セグレスたちのことを思い出してエリザベートは肩を落とす。

　しかし、すぐに顔をあげた。

「だから、ミズキさんさえよければ、一緒に連れて行って下さい！　お願いします！」

　エリザベートは真剣な表情で願い、頭を深々と下げる。

「ははっ、俺の方が先に確認したんだけどな。それじゃ、これからもよろしく頼む」

「はいっ！」

　近づいてミズキが手を差し出すと、エリザベートはその手を強く握り返した。
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　それから二人は真っすぐ街へと向かい、まずはギルドマスターへの報告を最優先にする。

　二人だけで戻ってきたのを見たレイアは、色々と聞きたいことが浮かんできて、それを口にしようとする。

　しかし、ミズキが軽く首を振り、視線をギルドマスタールームへ向けたことで察したため、そちらの部屋に移動することとなった。

　そんなこんなで、ミズキ、エリザベート、小鳥のサイズになったアーク、レイアはギルドマスタールームで向かい合っている。

「色々と聞きたいのですが……それよりなにより、無事に戻って来てくれてよかったです。今回の参加者の中でもお二人は殊更お若いので心配していたのです」

　これは彼女の本心であり、前途ある二人の無事に、安あん堵どしていた。

「ありがとう。色々と差し置いて俺たちの無事を喜んでくれるのは嬉うれしいよ」

「ありがとうございます……本当によかったです」

　ミズキはいつもより少し表情が柔らかくなり、エリザベートはここにきてやっと帰ってきた実感を得て肩の力が抜ける。

「ふふっ……っと、喜んでばかりもいられませんよね。お二人だけが先行して戻ってきたということは、私に話したいことがある、ということですね？」

　予想はついていたものの、確信を得るために質問を投げかける。

「あぁ、俺のほうから説明していこう。まず一つ目、森の問題は解決した。魔素が異様に濃かったことと、アイアンデーモンがいたことが大きな問題だったが、全て倒したはずだ。残っていたとしても、冒険者たちがなんとかすると思う」

「っ……アイアンデーモン!?」

　もちろんデーモン種のことは彼女も知っており、そんな魔物が何体も森の中にいたという事実に衝撃を受ける。

　彼女の驚きに対してミズキとエリザベートは静かに頷いた。

　これだけでも驚きの話だったが、まだ続きがあるため、一度しっかりと受け止めてもらおうと、ミズキは間をあけることにする。

「ふう……驚いていられませんね。確かに強力な魔物ですが、今回集まった冒険者たちが集団で戦えばなんとかなる相手です……それより、先ほどの残った冒険者たちがなんとかするという言葉が気になります。聖堂教会の方々は帰ってしまったのでしょうか？」

　今回の依頼に関しては聖堂教会からの申し出で行うこととなった。にもかかわらず、帰ってしまったのなら失礼そのものである。

「あー、聖堂教会のやつらな。まあ、端的に言って──全員死んだ」

「はあ、全員死んだんですか……全員が……ええええええええっ!?」

　あっさりと言ってのけるミズキに対して、レイアはなんとか冷静に受け止めようとしたが、それは長くは続かずに立ち上がって驚きよう愕がくの声をあげていた。

「やっぱりな……そんな反応になると思って部屋を水の膜で覆っておいてよかったよ」

　恐らく冷静な会話は難しいと考えて、ミズキは外に声が漏れないように対処していた。

「だ、だだだ、だって、ええええっ？　し、死んでしまったのですか？　いや、セグレスさんはかなりの実力者だったと思われますが……」

　ここでレイアは聖堂教会側の参加者であるエリザベートへと視線を向ける。

「えっと、その、本当です……」

　エリザベートは申し訳なさそうにミズキの言葉が真実であると告げる。

「ちなみに、そのセグレスを殺したのは俺だけどな」

　ここで不穏な事実をミズキがカミングアウトすると、エリザベートは本日一番ではないかというくらいの驚いた顔になる。

　目を大きく見開き、口を最大まで開けて、その口に手を当てる。

「ミズキさん！　本当のことですけど、言い方というものがありますよ！」

　そんなミズキのことを注意するエリザベートだったが、彼女の言葉によってかえって真実味が増す結果となったため、レイアは顔をあげて天井を見る。

「な、なんということでしょう、子どもが聖堂教会の方を殺あやめてしまうとは……」

「あ、ちなみに他の聖堂教会のやつらも俺が殺した」

　もうこれ以上に驚くことはないだろう、と思ったレイアだが、ミズキが言ったことに対して何も言えず放心状態になっていた。

「ははっ、面白い反応だな」

「もう！　ミズキさん、笑っている場合じゃないですよ！　ギルドマスターが勘違いしてしまうじゃないですか。別にただいたずらに命を奪ったわけではなく、ちゃんと正当な理由があるんです！」

　笑うミズキに対して、エリザベートは怒りながらも、この話には続きがあることを告げる。

　ここで、少しだけ落ち着いたレイアは腰を下ろすが、表情は懐疑的なものになっていた。

「コホン──それではここからは私が説明します。ミズキさんはわざと驚かせるような言い方をするので、任せておけませんからね」

　プリプリと怒りながら、説明担当をエリザベートが代わることになる。

「……お願いします」

　そう言ったレイアだが、人を殺したというワードを聞いてしまった彼女は険しい表情になっている。

「私たちは森の中でも単独行動をとっていました。他の方々とは魔力量に差があるため、協調するのは難しいと判断したためです。そして、森の奥には件くだんのアイアンデーモンの姿がありました」

　ひと呼吸おいたエリザベートは真剣な表情でゆっくりと、落ち着いた口調で順序だてて説明していく。

　徐々に情報を出していくことで、レイアに落ち着いて聞いてもらおうとしていた。

「それはすぐに倒せたのですが、その場にセグレスさんが現れました。聖堂教会の方々も一緒だったのですが、様子がおかしいと一見してわかりました。その時には既に彼らは命を奪われていて、アイアンデーモン召喚の依より代になってしまっていたのです！」

　少し物語調に語るエリザベートだったが、臨場感あふれる彼女の説明にレイアは引き込まれていた。

「そんなことが！」

「それは俺が全て倒した。ここで俺があいつらの命を奪ったという話に繋つながっている」

　先ほどは冗談まじりで説明をしたミズキだったが、今度は真剣な表情になっていた。

「私はミズキさんがみんなを殺したとは思っていません。むしろ彼らの魂を鎮めてくれたのだと……話を戻しますが、今回のことは全てセグレスさんが黒幕だったんです」

「えええっ!?」

　思ってもみなかった情報にレイアは再び立ち上がる。

「セグレスさんは聖堂教会の方ですが、別の側面を持っていました」

　この反応は想定しており、間髪容いれずにエリザベートが説明を続ける。

「あの方は聖堂教会の一員でありながら、その正体は魔族だったんです」

「……」

　レイアはこれまでの話の流れから、セグレスが悪者だったということなのだろうと薄っすらではあるが考えていた。

　しかし、それを上回るはるかにとんでもない情報だったため、言葉が出なくなってしまう。

「あの森の濃い魔素も、魔族のセグレスがアイアンデーモンをこちら側に存在させるために用意したんだ。そして、聖堂教会のやつらを依り代に召喚したのもあいつだ」

　ミズキの言葉に冗談の色はなく、本気の言葉であることがレイアにも伝わる。

「ちょ、ちょっとだけ待って下さい。少し整理させて下さい」

　混乱したままでは話が頭に入らないと判断したレイアは深呼吸をして、これまでの話をぶつぶつと呟つぶやきながら整理していく。

　実際にセグレスと会った時におかしなところはなかったか？　本当に魔族なのか？　その片へん鱗りんはあったか？　など、色々と考えている。

　時間にして十分ほど経過したところで、レイアが再びミズキとエリザベートの顔を見る。

「わかりました。いえ、完全に理解しきれていないかもしれませんが、とりあえず落ち着きました。それで魔族のセグレスさん、いえセグレスはどうしたんですか？」

　今回参加したメンバーでは魔族を相手にするのは難しい。

　下手すれば全滅したということも考えられる。

　ゆえに、まずはセグレスの、次に冒険者たちの安否を確認しようと思っていた。

「さっきも言ったが、セグレスは俺が倒した。アイアンデーモンも俺が倒した。一応あいつらの核は持って来ているが、これは俺の戦利品でいいよな？」

　あっさりと倒したと言ってのけるミズキだったが、子ども二人がこの世界で最強で最凶の種族であると言われている魔族を倒したことに、レイアは懐疑的になる。

「それは構いませんが……見せてもらうことは可能ですか？　実際にこの目で確認しないことには……」

　信じられないという言葉はさすがに続けなかったが、それがレイアの本心である。

「確かに子ども二人が魔族や大量のアイアンデーモンを倒したなんて信じられないだろうからな。ほら、これがセグレスの魔核だ」

　話をしただけでは納得してもらえないことは当然だと、素直にミズキはカバンから魔核を取り出すとテーブルの上に置く。

　魔族のものというだけあり、かなりの魔力を内包しているのがわかる。

「こ、これが……確かにセグレスの魔力が薄っすらと感じられます。目の前にしないとわかりませんが、これが魔族のもので、セグレスのものだというのは本当のようですね。まさか聖堂教会に魔族がいるだなんて……もしや！」

　そこまで言ったところでレイアは何かに気づく。

「あぁ、俺も同じことを危き惧ぐしている。あいつが聖堂教会に紛れ込んでいただけならまだいい。だが、聖堂教会そのものが……な」

　言葉を濁したが、聖堂教会が魔族の隠れ蓑みのという可能性をミズキたちは考えていた。

「なんで、こんなことに……！」

　あまりに大きな事態を知ってしまったレイアは顔を両手で覆い、絶望に打ちひしがれた。

　まさか、こんなに大きな事件が、自分がギルドマスターを務める街で、自分が発した依頼の末に起こるとは思ってもいなかった。

「まあ、救いがあるとすれば、このことを知っているのはここにいる俺たちだけだということだ。外にも声が漏れないようにしてある」

　ミズキは扉と窓、順番に視線を向ける。

　そこに誰かがいたとしても声が漏れることはないという意味だった。

「す、すごいですね。ミズキさんは水属性なのに、やはりとんでもない実力の持ち主のようです……」

　何気なく言ったレイアの一言に、ミズキは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ギ、ギルドマスター、それはよくないと思います！　属性で偏見を持つのは失礼ですし、属性に関係なくミズキさんはとてもすごい方ですから！」

　失礼な言葉に強く反応したのはミズキ本人ではなく、エリザベートだった。

　彼女は、相手がギルドマスターという立場のある人間であるため、これまで失礼がないようにミズキの言葉を窘たしなめることが多かった。

　しかし、レイアが水属性のことを揶や揄ゆするような一言を漏らしたのは看過できなかった。

「そ、そうでした。ミズキさんの実力については知っていたはずなのに、変なことを言ってしまいましたね──申し訳ありません」

　偏見を抱いていたことに気づかされたレイアは自分の失言に気づいて、素直に謝罪する。

「……まあいいさ。確かに少し気にはなったが、ここはそういうところだからな。それより、さっきも言ったがこの話を知っているのは俺たちだけで、冒険者たちは何も知らない──さて、どうする？」

　目を細めつつも一息ついて冷静に切り替えたミズキは、今後の対応についてギルドマスターのレイアの考えを聞きたかった。

「そう、ですね……」

　口元に手をやりつつ、悩んだ表情を浮かべたレイアは再度頭の中で情報を整理して、どうするか考えていく。

「まず、お二人にはこの街から出て行ってもらおうと思います」

「あぁ、俺たちもそのつもりだ」

「ですね」

　すっと顔を上げて二人を見たレイアは冷たく言い放ったが、ミズキとエリザベートの反応は最初から受け入れているものだった。

「なんでそんな言い方をするんだ！　とか怒るところかと思っていたのですが……」

　予想と違う反応を見せた二人に、思わずレイアは戸惑ってしまう。

「いやいや、アイアンデーモンをあっさり倒した俺。代表のセグレスを含めて、いなくなった聖堂教会のメンバー。ただ一人の生き残りのエリザベート。どう考えてもここにいたらまずいだろ？　さっきレイアが言ったように俺は水属性だからよく思わないやつも多いはずだ」

　肩をすくめながらミズキはさらりとそう言った。

　これにはレイアも思わず閉口する。

「いや、別にさっきのことはもう気にしていないからいいんだ。それより、聖堂教会のやつらがいなくなれば街のやつらも不審に思うだろ？　そこにきて、唯一残ったエリザベートに質問が集中するだろうが、本当のことは答えられないしごまかすのも難しい……なにより、聖堂教会の他のやつらが拘束するだろうさ」

　緩く首を振ったミズキはそう続けた。

　秘密を知ったからか、それとも情報を出さないからか。

　前者であれば、聖堂教会は全て真っ黒。

　後者であってもエリザベートが自由になる未来は見えない。

「ですね。私はミズキさんと共に行くと決めましたし、もう聖堂教会員としては行動できません。そもそもあそこにいたのは家を出るためだけの理由だったので、居場所が見つかった今、所属し続ける理由もありませんから」

　エリザベートの聖堂教会に対する不信感は高まっており、居続けることは欠片かけらも考えていなかった。

　ミズキという冒険のパートナーを見つけたいま、彼女の居場所は彼の隣だった。

「な、なるほど。お二人に異論がなければその方向で考えて行きましょう──次ですが、今回の依頼に関しては冒険者の方々がアイアンデーモンを倒してその核を持ってきた時点で終了とします。ミズキさんは旅立ったことにして、エリザベートさんは聖堂教会の人たちが見つからないので上に相談するため、という理由でいなくなったことにしましょう」

　これが取り急ぎレイアがこの話し合いで考えた結論だった。

「あぁ、俺のほうは別に構わないが、エリーはどうしたものかな。上に相談というと、それがいつか聖堂教会に伝わってしまった場合にトラブルになりそうだ……が、まあいいだろ。考えている間に誰かがやってくると面倒だ。早速出発したいところだが、俺の依頼の扱いはどうなる？」

　冒険者として依頼を達成したことになるのか、未達成になるのか。その手続きをやっておく必要がある。

「森で冒険者の方々とは会っているんですよね？」

「あぁ、アイアンデーモンが他にもいたという話もしている」

　このミズキの答えを聞いて、レイアはしばらく考える。

「……そう、ですね。では達成ということで報酬を用意します。カードを貸して下さい」

　既に多くの冒険者に生存が確認され、先に戻ったのも知られているならば、ここは達成にしておかないとギルドに立ち寄らない理由を問い詰められる。

　他から見れば、その行動は確実に怪しく思われてしまう。

「あぁ、頼む」

「それでは手続きしてお金を用意しますので少々お待ち下さい」

　レイアはそう言うと、部屋を出て行った。

「ふう、とりあえずはなんとかなりそうでよかったよ……」

「ですねえ……」

　ドッと疲れが出た二人は、全体重を預けてソファにもたれかかっている。

　戦いはもちろんかなりハードだった。

　だがこういった根回しのほうが、精神的に負担がかかっていた。

　しばらくそんな風に休憩をしていると、レイアが三十分ほどして戻ってくる。

「お待たせしました。お金のほうが多くて少々時間がかかってしまいました！」

　今回の報酬は、倒した魔物の数に応じてのものとなる。

　そして、ミズキとエリザベートが倒した魔物の数は百を超えており、その圧倒的な結果に対する報酬は、レイアが抱えてきた大きな袋を見るだけでわかる。

「こんなに貰もらえるのか……」

「す、すごいですね」

　あまりの量に圧倒される二人だったが、レイアはその反応に首を振っている。

「これは当然の報酬です。お二人はそれだけのことをやってのけました。いえ、アイアンデーモンや魔族を倒したことを考えれば少ないくらいでしょうが……」

　ここでレイアは申し訳なさそうな表情になる。

　魔族討伐は今回の計算には入っておらず、報酬には含まれていない。

「いやいや、十分すぎるよ。ありがとうな」

「とっても嬉うれしいです、ありがとうございます！」

　二人は素直に、レイアに感謝の言葉を伝える。

「そう言って頂けると助かります。さて、これでお二人は完全に自由、まあ元々自由なのですが……それはそれとして、これからどうされますか？」

「──すぐに旅立つつもりだ」

　立ち上がったミズキが即答し、隣のエリザベートも続いて立ち上がって深く頷うなずいている。

「わかりました。それでは、お気をつけて……本当は見送りをしたいところですが……」

　レイアにも立場があり、見送りなどをすれば双方が目立ってしまうのもわかりきったことである。

「気にしなくていい。俺たちはしばらく姿を隠す。行き先を知らせることもないだろうが、いつか大手を振って再会できることを願っているよ」

「私もです！」

　ミズキがふっと笑い、エリザベートも笑顔でミズキの言葉に同意している。

　その姿を見たレイアの目め尻じりからなぜか涙が零こぼれてしまう。

「あ、あれ？　泣くようなシーンじゃないのに、なんででしょうか？」

　このような子どもたちに色々と背負わせることになってしまったこと、依頼を達成した本来の人物を称たたえられないこと、これ以上何も言えないこと──ギルドマスターとして、一人の女性として、その全てを彼女は情けなく思ってしまっていた。

「気にするなって、まあそのうち会えるようになるさ。今回のことが問題にならないくらいの結果を俺が出して、今回のことに有無を言わせないようになればいいだけだからな」

「ミズキさん、違います！　俺、じゃなくて二人で、ですよ！」

　エリザベートはただただミズキに甘えることを考えてはおらず、自身も彼の役に立ち、そして隣に立てるようになることを誓っていた。

　彼女も元は才能ある魔法使いとして九大魔導を目指し、聖堂教会に所属していた身。

　目指すところはミズキと似ていた。

「あぁ、そうだったな」

「きゅー！」

　小さくなってミズキの肩にとまっているアークも声を出す。

「ははっ、そうだった。アークも入れたら三人だな。というわけで、三人でとんでもないことをやらかしていくつもりだから楽しみにしていてくれ、じゃあな！」

　仲間内に見せる柔らかい笑顔でそれだけ言い残すと、ミズキは部屋をあとにする。

　嬉しそうに微笑んだエリザベートも深々と一礼するとミズキについていった。

「──ふう、とんでもない子たちでしたね。ここからは私がギルドマスターとしてしっかりと行動していかないと……あの子たちに迷惑はかけられません！」

　彼らの背を見送ったレイアは閉じた扉を少し眺めた後、一つ大きく息を吐くと気合を入れ直した。

　冒険者たちが戻ってきてからの対応によって、ミズキたちに矛先が向くかどうかも関係してくる。

　その結果として彼らに迷惑がかかってしまうのだけは、彼女のギルドマスターとしてのプライドが許さなかった。




　一方で冒険者ギルドを後にしたミズキたちは街を出るために歩いていた。

「さてさて、これで俺たちはいったん身を隠すことになるわけだが……俺の実家に行ってみるか？」

「えっ？　ミズキさんのご実家ですか？」

　別の街にでも行くのかと思っていたところに、まさかの実家という言葉が出て来たので、エリザベートは驚いてしまう。

「あぁ、嫌だったらやめて構わないんだが……」

「行きたいです！」

　驚きはしたものの、ミズキのプライベートに触れることを楽しみにして気持ちも切り替わっていた。

「よし、それじゃ正式にパーティを組んだ俺たちの最初の目的地は俺の実家──エールテイル大森林だ！」

「っ……エ、エールテイル大森林!?」

　エールテイル大森林とは人が住めるような場所ではなく、鬱うつ蒼そうとした森に凶暴な魔物が多く生息していると言われる場所。

　そこへ行くと言われて驚くエリザベートに、予想通りの反応が見られて笑うミズキ。

　二人は街を出ると、元のサイズに戻ったアークの背に乗って旅立っていった……。








あとがき






　この度は『いずれ水帝と呼ばれる少年　～水魔法が最弱？　お前たちはまだ本当の水魔法を知らない！～』を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　この作品は第６回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト異世界ファンタジー部門にて特別賞を受賞した作品となります。

　通称カクヨムコンでは、Ｗｅｂの読者のみなさんが読んで評価して下さることで、読者選考を通過することができました。

　まず、この場を借りてその感謝を述べさせていただければと思います。




　この物語はタイトルにあるとおり、水魔法を使う少年が主人公となっています。

　地球から異世界に転生することになった彼は、不遇にもそこで酷ひどい生活を送ることになります。

　しかし、その状況でも水魔法の可能性、そして自らの力を信じ抜き、鍛え上げ、ついには自ら家を飛び出すことに成功する──という下げ剋こく上じよう物語となっています。

　そんな彼がその力を思う存分使って、多くの人々を見返して自由に活躍していく姿を楽しんでいただければと思います。

　果たして、主人公のミズキはどんな人生を歩んでいくのか、見守ってやって下さい。




　最後に、素晴らしいイラストを描いてくださったイラストレーターのカラスロさんにはとても感謝しています。

　文字のうえだけだったキャラクターに命を吹き込んでいただいて、各キャラが生きているかのように見えています。

　それほどに素晴らしいデザインをしていただいたと思っています。

　その他、編集・出版・流通・販売に関わってくださった多くの関係者のみなさん、またお手に取っていただいたみなさまにも感謝を再度述べつつ、あとがきにさせていただきます。
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～水みず魔ま法ほうが最さい弱じやく？　お前まえたちはまだ本ほん当とうの水みず魔ま法ほうを知しらない！～
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